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日本水産株式会祇

捕鯨エ船「松島丸」
（ﾕ6,858重迂屯，15ノット）

油槽船より捕鯨工船に改造

昭和31年6月27日完工

日立造船o因島エ場
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船尾に取付けたCPz-8F

(8F型30×150×300m/In) 当社"ﾉ粘煉した1115界鎧商純堆(Zn99."7%以'さ）

グﾉ'lli鉛で作られた洗11鵬鹿式防蝕亜鉛CPZを船

体等ﾛﾉ水II1映孵造物に旅しぃ施工法で取付けれ

げ鯉れた防蝕効果が得らｫ1．命す。 《説明書進呈）

■

三菱令属鉱業株式会社
東京都千代田区大手町]､丁目6稲地（大手ピル）

flt話(23)2431．3321.4311

総代理店三菱商事株式会赦
lIDi<MI; ｢･代田l璽九之内2~｣ 11 10帯地

I肇紀住所東京郡中央隈1l,|噸大仏鳴町丁u一計地）
砥話(?8) ]021 ･1031 .2021

旧
″

設計施エ日卒防皿エ桑株式会社
聴賠（25〕5279．4970．3239

一一

神戸市長田区一番町3丁目1番地電話渋川(5)1531～6
頭京都千代田区丸1" '1． 601髄話,和田fr(20)3640～l

下関市磯前田町灘一’ずル髄話F関768

本 社

東京支店

下関出弧所
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AktiebolagetSeparator
StoCkholm,Sweden

燃料油清浄機
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ディーゼル汕用

パンカー油川

潤滑油清浄機
デイーゼル

ターピン汕川

其他各繩遠心分離機

瑞典セノrレーダー会赴日本總代理店

長瀬産業橡式會蹴機械部
大阪市西区立賓堀南邇1丁目1番地
冠話新町(53)40～ﾕ｡959～6.310ユー5
束京都中央区日本橋小ﾉ1･町2の3の』2
砿話茅場町970
京郁樫械採式会Mt分離楓エ場
京都市下京区吉詳院船侮町50

東京支店

継嗣工期
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鰯鋼鉄製の蓄電池11
落しても，破壊しない。
鉄鋼材を全く侵さぬ。
長日月放置しても劣化しない。
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而も癖命は從來の詩低地をはるかに超越

した長大なものです。

父電気的にも乱塁な版扱いに充分仁耐え
〃此頂の測定記録の必要は全くなく，従
って保守容易で，船舶用として理想的の

蓄電池です。
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京都市浦区吉群院西ノ庄猟之馬場町
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Iい蕊小坂研究所三菱商事株式会社
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盟話(28)1021･1031
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船舶用ディーゼル機関の高速化と小型軽量化に

川崎式電磁滑り接手

’御一羅次第（幽告寅伝係宛）カタログ送ril
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効率のよい

軽盆'1，型なので
据付面穣も少さく
据付が容易でず

捻子棒式

富士電擬製造株式含証
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CosmicShippingCo.,S.A. 日本総代理店

株式 一．ガ丁リウス商會会社

印京都『＆区芝公鰯･上9地龍然芝(43）825ユ〈代）
． 神戸市生田区京町六七毛一＃エヒル危機ｲ3〉6241《代）

商ウ ス
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川崎重工業株式会社建造
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舵取機
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加剤工 会示士白
東京都板橋区志村前野町884番地
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米国シヤープレス・コーポレーシ劃ン日本総代理店

セントリフューガス・リミテプド日本総代理店

T業株式会赴慎
本 牡東京都中央区銀座1の6(皆川ピル内）

砥話京柵(56)86皿(代表),8682－5
紳戸出頚所神同市生田区京町79(日本どル内)電話三宮《3)0288－9
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島 丸 （捕鯨工船,改造後）

日本水産株式会社

日立造船・因島エ堀

〔政造前） （改造後）

油槽船 捕鯨1：船
長船尾襖三島ｿⅥ

165.00m 165.00m

2】.50m 21.50m

(上甲儀迄)12.00m碓職篭粥:::M
(計画滿戯） 9.13m (|計両満戦)9.75m

11.965噸 約13,900噸

18,245噸 約17,000"
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佐野安船渠株式会祗
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造船所

全 長

長 （乗）

幅 （咽）

漣 （型）

吃 水

総噸吸

職臓重最

速 力

i; "

I+1 "

船 級

紀 工

逸 水
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3.480

NK.

30－10－7

31－4 ］3

31－6－22

－;)1
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一言一界葛圭f=首幾国J急二男

馬 來 丸 (MALAYMARU)

船 全

浩船所

八馬汽舩株式会社

名古屋造船株式会社

畏
幅
深
吃
総
戦
速
圭

（垂）

（型）

（型）

水

噸数

蹴硫吊・

力

殿

130.32m

］7.80m

117m

(計画滿紋) 8.80m

765].46トン

11,335.25トン

(試誕転時） ］7.52., “』卜

浦賀烹"LザーsSD72型

デf－ゼル賎関xl

6,090gjl

NK

30-11-5

31－4－－24

31－7－7

出
船
櫛
撰
竣

力
級
工
水
工
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ブロンダードス号(VRONTADOS)

船主湖ARINE'rRANSPOR'rCO.,S.A

浩船所願永田澄船所

483ﾉｰ9〃

450ﾉｰO〃

62'－0〃

38'－6ツ

28'-10"

8，6〕0

12,800

16.006

B&Wturbo-chal･ged

4,200B.H･P･

LR.

30－8－11

31－1－31

31－6－29

全 長

長 （垂）

幅 （型）

深 （型）

吃 氷

総噸数

戦覚霞赴

遜 力（公試〕

主 磯

出 力

船 級

超 工

進 水

竣 工
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ナショナルプログレス号(NATIONALPROGRESS)

船 主

造船所

OvantaComPniaNaViera,S.A,

浦賀船渠株式今肚

１
１
ｊ

垂
型
型
水
敬
斌
力
機
力
級
工
水
工

く
く
く

頓
重
，
貨

長
幅
深
吃
総
救
速
主
州
船
起
糊
竣

150.00m

1900m

1260m

9.31m

9,800tonS

14,9001ongtonS

(試運転時） ］8ノット

君殿減速i崎車付蒸気』r一ピン又1

8,100SHP)110RPM

A.B，

30－8－30

31 2－14

31－7 19
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明 光丸 （消防艇）

船 主 大 阪 市

造船所 日立造船・向島エ喝

主ポンプ放水吐毎分7,000ガロン(3,500カロン2台）
陳動力ディーゼル磯関860馬力(430馬力2基）

消火徒置放水鱗(放水鐙毎分],000カ脚ン)1"
放水銃(放水III:毎分10500〃ロン)3基

ユ】ミース推統口(放水股毎分500ガロン)]2口
泡泳消火装澄炭溌ガス消火装睡

逼 工 3(1－11-11

進 水 31－4－25

竣 工 31-6-30

（垂) 26.00m

（型) 5.80m

（型) 2.80m

水（計画滿蔽) 1.90nl
噸数 約90噸

力 13ノット

機 ディーピル機関

力術用640馬力最大出力750,鳴力

長
幅
深
吃
総
速
主
出

’|’

髻讓臭造船所
販締役社長住 田 正 一

本 社東京邸r代111区丸ノIxI 1の1 繊鯛ピル内

呉エ場呉市昭和辿2の1

神戸事務所j帥,戸市生tl1区浪花II1164三の宮屯凌ピル内
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Neoprene

塗装に対する

シンクレア

精油会祗の

評価

一

一

一

|I
海水に対する保謹問題を取り上げた

報告として、シンクレア粘油会肚の剛
赴長ダモント氏さ船舶部の監爵技師iシ

イルキンソン氏が､MarineEngineer=

ingandShippingReview l951年

10月雛に郷股した一文の抜輩を以下

に述ぺましよう。

海水弁にネオプレンの塗装を施す毬ころを示
す。標雌のライニングは約]／6吋の厚さに
推層したものを熱処理して加硫するが、シン
クレアでは、自然温度で加硫したものでも良
好な結果を得た。

こ典二，三ケ年間，シンクレア精油

会杜の我今の部では、油槽船の海水に
よる腐蝕防止の方法としてネオプレン

塗装を実験してﾔ､ました。我々はどの

材料を船舶の雌も孤傷し易し多くの部
分に試蛭て、従来故障を起していた部

分に非常に効果的であり経済的である
こと荘認め詮した。

加硫配合及び刷毛途り常温塞気加硫配車(インペラー)への実驍応用でも、海
合です。熱加硫した塗装ば、板の場合水不潔な港湾水、砂の摩耗、ナヤン
も刷毛篭りの場合も、加硫鋪の必墾が ネル迦路に附着した堅侯に対して優秀
あったので、製造工鋤で施しました。 な保設力を発揮しました。
空気加硫迩装はこLの舶渠で行､､毒し

た。使用寸前に特1'1促進剤を祝排して 薬液、海水その他による金属の点蝕
大気温嘆で加硫しました｡・ ・遁蝕に対してば、ネオプレンの内面

塗装をお推めします。シンクレア糟油
我々の応用で最も報われたものは主 会就で三ヶ年に亘'フネオフレンで塗装
要循琉式に用いたものです。この式に したバルブ、ポンプ、コンデンサー．
は大きな18吋乃至24吋のパルプ，導ヘッドその他総合試臓設侃を海水と接
管及びポンプがあって主コンデンサー 蝕させて耐腐蝕試験を統行した結果、
を冷却するために海水を絶えず送って 従来のものに比して箸T〆〈耐蝕壽命を
､たものです。この式の中、 ゴンデン 増進させる事が判明し、送爽その他の
サー．チューブを除く他め部分はネオ 部分にも懸用して非常に右利な事を認
プレン堆装の実験を成功裡に終り、或 めた結果、將来は総べてネオプレン塗
は都合のつき次第、突験的な応用を計装うイニングを施行して使用する事に
画してし､ろものです。主要循環器の羽 なりました。

ネオプレンの特徴又は利用法をお知I)に永'ﾌたb､方
は、御自分の応用目的の詳細を附記して下記へ御申

実膝設備は凡ぺてシンクレアの迩営

する12股の油階船の何れ力､で、大西

洋或はメキシコ湾沿岸航行のものに取

付けられました。材料はネオプレン保
誕塗裟の配合を専門的にやってし､ろ製
造家から入手し篭した。塗装工辨の大
部分はその工場或はその監督の下に行
われましたo

ネオプレン塗装には三つの様式を賦
魏-たLた。熱加硫シート，刷毛塗I]"

込し下さい。喜んで御回糯申上げます。

DuPont日本総代理店

アメリカン。トレーイデング･カンパニー

（ジャパン）リミッド

ル〔ﾙﾐ祁港陸芝公剛7齪地の1SKFピル遊話(43)5141 7

大阪市南区安堂寺橘通り2の47電話(26)6593-8

“6u､8．P▲To09

NEOPRENE
化学を通じ“…より良き生活のためより良き製舶を
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安全で經濟的な運航｜

シェルの潤滑油て．
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・ シリンダーには特に……･･･SIIEIルALEXIA()II,

シエル眉油臓式会耐
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MX-O型 9人乘

型式承認番号

第746号
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MT-O型 15人乘

型式承認番号

第745号

畠蚤=雪j理蕊

MT-O型

’

船舶， 漁船用

炭酸ガス自動充坂式

'r M型

型式承認番号
"802号

軍室首懸式

複室チョッキ式MB "

一
一

『
車一

．
一
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回田
TM型

三菱雷穫柿式會耐ロ
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世界的技術水準に於ろ

最優秀純國産小型高速 いすr舶用ディーゼル機関
供給,既に3蕊数千台． 300敵方馬力。いす蛍ディーゼルの声価は岡内は固より,霊<諸外国に主で及んでお

b全す。舶用も注たいす曾のマーク差付し，そのイ

声耗保持して，園丙外に多数供給されておbをす。

r一､
■
◆
ｑ

》
癖

勺二1

鱈
図は，いずZDA48MF6VR型

6無箭80～88懸力(Vドライブ2:1減速』 ）

童
け DA78MF型4気箭54馬力

FII

DA48MF型6気観80馬力
【

f当主LII DA48SMF型6気箭95馬力一一
＝

幽比率1.26.1.58,2.00,2.53,3.15,

3.83,4.69,対1の7甑及びVドライ

ブ式1.26,1.58,2.00対1の3種があ

り裳す。

東京ボート株式会牡

東京・銀座・3の2冠話京橘〔56)5400倦

師
一
』
、
』

★
ｊ
、
↓
ダ
／

一

一

一

／

／

冬毫

侭

柵
愚 薑

－＝奎葬

卸
一

遁謬I

I
＝

'唾店蕊大沢商薑
蕊蝋 中央区銀塵西ご／五

電話東撮(56)8351‐5
淳

丁耐ンマⅧﾜnM=ﾜーー

’



111ⅡⅡⅡⅡⅡⅡIⅡ111ⅡⅡIDリⅡ11ⅡⅡIIl IⅡⅡ’1ⅡIlIIⅡⅡlllIⅡIⅡIⅡⅡⅡ

矛2 1暁丸 、

船主北海造内藤漁業部

造船所 新潟鉄エ所
~

も

一＝
ニ
ーー

ーー

壱
一

Ｐ

衝

一
一

一
一

三参一塞章＝ 一
一

一
口

》

一

一壜一

一
一

一

一本文667頁参照一

力（航海） 10.00節

機 新潟鍛工所製ヂーゼル

340馬力×1

水 31－2－17

工 31-3－14

28.80m

25.70m

5.50m

2.50m

2.00m

84.73噸

速
主

全 長

長 （漁船法）

幅 （咽）

深 （型）

吃 水（計銀浦戦）

縄噸数

進
竣

日本ヴィクトリッケ株式会社

VICTAULICI

LEAKTIGHT

PIPE

FLEXIBLE

JOINTS

販費總代理

淺野物産株式会社
東京都中央区日本橋小舟町
二丁目 （小倉ピル）
砥話茅場町(66)代表0181～9

代表7531～5

大腿支呂
IJ'j司支店
札暁支店
麦 店
出張断

大阪市東区瓦町二丁同瓦町三和ピル
l''l司市筏簡邇一郵船ピル
札幌市I竹一條西二rh一八蕃地
横剰･名古賦･稗戸
臓島･為松･認岡･八幡
長崎･熊本･仙台･釧路

I
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ウラガ号(URAGA)

船菫CompaniaOriaS.A･

造船所浦賀舶渠株式宙祗

長（垂） 161．51n "(型)21.40m 深(Im) 12.27m

吃水9.70m総斌汝12,5)Otans ,I此碇匠最12,5)Olong

tOnS速力（浦,lf拭運砿if) 15b9ノット 主機ウラガ

ズルツア(7RSAD76)スーパーチ1,-ジ付･ディーゼル

機関×1 出力9,100BHP×119RPM船級LR起工

30-12-22進水31 --6-22 竣[ 31-9－II1旬予定

バシフイックパイオニア号(PACIFICPIONEER)

船主WorldTrampingAgencies,rnc.

造船所浦賀船渠株式禽祗

長（垂) 150.00m"(W) 19．00m if(U) 12.60m

吃水9.31m総頓孜1,0000tOnS職旋面昂: 14,4501ong

tons趣力(!火逆転時) 18.1ノット 主磯ウラカ・

ズルツア(7RSAD76) 出力9,100BHPx119RPM

スーパーナ1．－ジ付ディーゼル機関×1 船級A.B.

進水31－7－12

「
可

ビニレツケス

LZプライマー

CRマリーンベイント

シアナミドヘルゴン
槌印船舶用調合ペイント

槌印無水銀鉄船々底塗料
タイカ リ ツ ト
ノンスリ ツブ

⑧
⑥
。
●
■
⑥

(塩化ピニー刀樹閣侭飼）

(鉄苅卿．F途喰飼）

(4ﾝ藤島-蔚稔グ：）
(高睡の各ぴ止途料）

(鮒館剛将駐迩科〉

〈鉄胎々底顕風〉

I防 火 樋科）

（瀞 止 繊 劃）

つの

船舶塗料

●

ペイント日
大阪市大淀区il､江叶4

j11京肺品川区旅品川4

｜

’
P

‐空_ｰ－＝ －一 =＝一一－－
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エビクウイーン号

(EVIQEEN)

パナマ国ダロカカンパニヤナビエラ社

三菱造船・広島造船所

船 主

造船所

機 三菱エッシャウイスク戸ス

コンパウントスチームター

ビン1基

7,150馬力

A､B、

30－12-20

31－6－24

3]-10末予定
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ｍ
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』
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工
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大阪市東区北浜5－空（住友ピ兄）

東京都中央区京橋1$1(B.Sピル）ー

古河の
舶用電線，塩化ビニール電線

ポソェヲ･レン電線，ポソユヅ･ロール電線

矛レピ受像用電線， レーダ′一用導渡管

軽合金アルミ板，管，棒，各種階段金具

Q

爺線と ケ、－プル

各菰伸銅製 品

アルミ・アルミ合金圧延及錆物

ダイカ.スト， 糒密鐙迭

I

L△
ｊ
Ｇ
野
日■

－

一
一
一
一
一
一
一
一
一
一 電工古 河△

凸

４

６

且

■

辱

負

趣

９

本職 東

東京・大阪･名古

足利・富山°高松、。

内二

岡･

宇部

京丸

屋・

新潟

ノ ノ、

札幌。仙台

･長崎p広島

ノ
頑
。 』
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電話大崎(49)8146(代表)8147.8148.8149
大阪市北区絹籠町五○堂ピル六一一号
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ンパーライトを使用したオルガノ式舶用純水装壷は清識剤カルゴンと共にi人I

を外船多数に採用され好評を戴いております。なお当社は米国ブルアンドロ

バーツ減と提撫、全世界共通のチェーン・・ﾘ･一ビスに．よるコンサルティング

実施しております。

日本オルガノ商会株式
会耐

社東京都文京区菊坂町8

社大阪市北区梅田町新阪神ピル
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住友電工の防振血
◆

ジ1

水中ゴムペアリングとは主として水中で回転する軸を支えるた
め考案されたベアリングであります

騒罰
ルゴムの内壁に螺旋状の瀧が切ってあり、この溝に流入する
水は潤滑剤の役目を行います

2･金属とゴムとの接触に際して水が雌も優ｲした潤滑剤で高回
転時に於てはその効果詮更に増大し議す

3．ペアリング内に汚物｡ﾖ混入した場今、汚物はゴムに没入し
次第に軸逵ゴムとの間で自転しベアリング及び軸を傷ける
ことなく瀞より放出されます

4.螺旋形な群であるために泄乃数が少くても効果が大きく、
又断面が常に爽円であるために軸の回転もスムースに行
われます

回国
船舶・漁船･ﾓｰﾀｰ鑑-卜
*II1モーター
")1:ポンプ
その他水『I'回転部のベアリング

ｌ
２
ａ
４

住友 電気工業株式會社
大阪。東京。名古屋。稲岡
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三菱造船株式曹祗
下關造船所設計郡

黒潮丸第二十
一
一
一

の漁艇の揚卸作業の如きは初航海より至極順鯛に行わ

れ，以後乘組員の熟練庇を加えて最近では6隻の場卸し

作業は他を1時間足らずで完了して､､るとのことであ

る.本船は鐘くマ〆カスヵル島附近まで出漁し，鮪積載

逓は約270,000麓1日の平均漁塗高は8,000～10,000iX

である．

この第二十一黒潮丸の愛護は鮪業界に非階な反響を呼

び，かくの如きZ蝿が繊出すれば在来船を睡迫するであ

ろうとの鴎まで起りつ､､に街局は今後鮪船の搭載漁艇

は1隻に限定するとの通牒を嚢することになったのであ

る．第二十一黒潮丸の成功は前通せる通り適切なる復原

性と確変なる揚卸装置を兼ね術うることが出來たためで

ある・日魯漁業におb､ては第二十一黒潮丸の賓讃に鑑象

當局の制限措遥の範囲内で計趨建造されたのが第二十三

黒潮丸である．

雨船の要目を列記すれば次の通りである．

第二十一黒潮丸第二十三黒潮丸

長さ（垂線間) 72.00m 51．50m

幅 （ 型 ) 12.50m 10.80m

深さ（ 型 ) 7.50m 4.60m

總 噸 數1，858.27噸 794.8ﾕ噸

主機（ディーゼル) 2,100BHP 1,200BHP

航海速力約11.5節 約105節

漁盤物積載赴約270,030賀約120,000"

搭職漁艇13m艇6隻15.5m艇1隻

進水年月日 29-4-23 31－4－25

雨船を比較すれば二十三銭は二-1--鏡に比し船燈は格

段に小さく，従って復原性能の絶對値は遥かに小さくな

る．その反面搭載漁艇は二-1-三銭はただ1翼で洋上にお

いて操業するため孤獅的な心理状態の影響をなるべく少

くしかつ安全性を増す必要から漁艇はなるべく大きくし
なければならない．このｷ賑した二つの問題を如何に坂
入れるかが第二十三黒潮丸の計謹上の焦鮎であった・

最初全長16m吊揚荷重20麺の漁艇を船尾で場卸し

する計遥を立てて承たが般燈のピッチング等の問題で無
理なことが到った．そこで結論として揚卸装涯は費讃の

ある第二十一黒潮丸その鯉として本船の幅をなるべく礎

くするとともに重心を下げまた漁艇は輕合金製として吊

揚重量を極力少くしなお安全對策として，バランシン

グ・ウニ－1､装遥を設けることとしたのである．

本船は去る6月15日竣功，諸種の試験を無事終了し

1緒 言

幼漁船の大型化並びに鮪漁場の謹隔化に伴う漁盤物の
鮮庇の低下，乗組員の疲努の珊大は鮒漁業界の大きな悩
染であるそしてその解決策として最も効果的なもの

は，出動日数の短諭であるがそのためには，速力を堀大
し，漁掛能率を向上L,なければならないこの二つの問
題につ､､て，總噸数800噸の節船を例にとり，まず速力
について雛ると，本船の航海速力10.5節の時は主綴の

出力約11000軸馬力であるが, 11.5節に塒大しようとす
為と，約1,600軸馬力が必要である．往復の全航海日数

を10.5節の場合50日とすれば11.5節の場合の航海日数

は約46日となり，即主機馬力を600墹して約4日間の

短縮に過ぎなし､、一方本船の漁塗物俄戦逓を120,000貫
としラインホーラー1蕊1日の漁塗能力を1,500貝と假

定すれば魚嶮に浦戦するまでに要する操業日数は80日

を要することとなる．次に何等かの方法でラインホー
ラーを同時に2選稼動出来れば郵術的には採業日数は半

試し40日短縮出来ることとなる． しかし現在の延繩操

業技術では1隻の漁船で同時に2蕊のラインホーラーを

使用することは不可能であるまな捲揚速産の珊大につ
し､ても研究されてし､るが，鮪の口唇の睡さ等の關係から

現状以上に増逵することは困難のようである‐そこで考

えられるのは漁艇を搭赦してこれを津上に卸して本船と

併行して操業する方法である．この方法は今までにも採
用されたことがあるが洋上においての搭戦艇の揚卸作業
がﾖ蹄に困難なるために所期の目的を充分に達し得なか
ったのである．すなわち漁艇の洋上における揚卸作業の

難易がこの問題の成否の鍵である．
搭職漁艇とはl､え洋上で単獅操業を行､､,しかも2,000

賞程度の鮒の搭職能力が必要であるから少くとも長さ
10米以上吊揚重避10麺以上のものでなければ月1を篤さ
ないユ,000總噸未滿の船で10睦以上の漁艇を洋上で場
卸しすることの困難性は想膿に難くな､､・なｵs氣象の急
鍵に際しては暴風を冒しても漁艇を吊揚げねばならな↓、
から漁艇揚卸裟澄並びに本船の復原性能に十分なる確蜜
性と除裕を持たねばならないことになる．
ところで一昨年當所建造の日魯漁業株式曾祉第二十一

黒潮丸（1,858總蜘は長さ13mの漁艇6隻を搭戦し
鮪船としては特に劃期的な試皐として斯界から多大の興
味をもって注目されたのである力鯉次の航海i藍績は識想
以上の好成績を示し特に最も關心を寄せられていた6隻
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目下北洋の蛙鱒の仲讃諾として活躍

中である．

以下本譜の特徴を主鐙に概要を述
べることにする．

2．主要々目

全長 57.28m

長さ（洲雛法） 52.06m

長さ（垂線間) 51.50m

幅 （型) 10.80m

深 ( " ) 4.60m

資幡第二種漁珊
（鮪延繩漁壌）

または第三麺漁諾

睡搬漁船）

船級 NSX(FISHING

PURPOSES)MNSX&RMC

滿戦吃水(型.鮪出港噸
3.卯xn

同上排水壁 ］,561麺

輕荷排水量 856廼

總噸數 794.81噸

純噸数 444.83噸

公試速力 12.60節

乗組員数 54名

魚鮒容稜(ベール) 823m3

冷凍器室 129mS

燃料油鯰 402mS

清水瞼 67m3

主機關

型式

』趣h4サイクルヂィー署ル稜關

過給器および遠隔操縦装置付

氣筒

6筒×430mm".540mm行程

定格馬力×回韓数

ユ,200BHPx300R.P・皿

製迭"『 裁潟鐵工所

主發電機

蕊數 2塞

力垂 各160KW

迩睡×電流 DC225V×666A

原動援 230BI歪ディー

ゼル機關

（翫潟鐵工所）

護魁穣防滴型(三菱電鯛
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用した．船幅の庇､､ために作業甲板が磁くなり，また揚

繩時の操縦性も良く，主機の謹隔観縦装置，自動操舵

装遥，ネプ l､式梱＝ンベアー等の瀦設伽と相俊って本船・

の操業性は極めて良好である．

船尾椣前部に股大な急速凍識室を配睡し，1チャージ

5J000没の能力を有するセミエアープラ宗l､式倒艤装睡

を術えている．

また本船は北洋漁業の仲鋤}fとして充分潅躍出来るよ

う運按船時の浦戦吃水を430mとし賊貨璽逓は900",

を超え，また漁艇揚卸用ブームは迩鍵{:時には絶好の荷

役装匠となっている．

54名の居住室は－段配置側に示す遡り甲板面積の淡

い關係上比較的除裕のある配遜となった．

かくして總噸数は譜首拠を域頚することにより800總
噸を切ることが出来た．

4．漁艇揚卸装遥および漁艇

本装睡は賂圃に示せる通り2本のブームおよびデリツ

クポストと4蕊のウインチから柵成されており漁艇の龍

後の吊金具にそれぞれ2條宛の吊索を取りいわゆる喧嘩』

捲きの方法を噸用したものである．

本装遥の特徴は漁艇の揚卸作業を4蕊のウインチの操、

作の象で完逢出来る鮎にある．作業員はウ,fンチ1蕊に

1人宛づきウ,fンチのハンドルを握るだけで漁艇の揚卸’
並びに出入れが窓の鮭になる．また2本のブームは捜索

にて完全に固純され可"部はテークル装歴の承であるか

ら船燈の動描傾斜のために作動の難易を生ずることは全
然ない．

3． 一般計磁

本譜の計遥に際して最も考賦した黙は限られた總噸数

(800噸未滿）の枠内で錯主希望の性能を如何に調和さ

せるかであった

船主希望の主なるものの條件は次の通りである．

イ．全長15.5m吊揚重進15麺の漁艇を風速15m

程壁の洋上で安全に確愛場卸し出来ること．

ロ．第二十一黒潮丸の場合と異り本船は唯1狸の

搭載漁蕊と併行して漁携を行うから，鮪諾とし

ての性能を阻害しな､､よう老虚すること．

ハ． 急速凍結能力を1回5j000貫以土とすするこ

と．

＝．北洋漁業の仲鋤併､としての用途に適すること．

まず第一に問題になるのは船型で、最初考えたのが第

二十一黒潮丸に採用した全通諾換型である．船幅を除り

大きくせず，しかも漁艇揚卸時の復原性能を確保し，な
お獅頓擶量を行い易い黙では全通船椣型は好都合である

が，－番のt鯉i朧乾舷が高くなるため延柵の操作が困難

になる黙である．j輌上2.5m以上の甲板え60～70貫

程産の大館を引き上げる作業は楽ではない．

そこで種惹稔討した結果船型は従来の鮪船と辰獄の長

船尾捜型を探陥することとし．諾侭主要寸法の決定に特

別の老瀧を挑うこととした

塞尭目に示す通り本船の船幅は従来のこの和醗舶に

比して著しく大である．すなわちL/Bは在来の500總

嘩型上の鮪船では5.8～6.0であるが本船の値は4.82で

ある．

主要寸法決定の際の目標

は漁艇揚卸時の傾斜角を舷

側浸水角度以内に牧妙るこ・

とであった．恢斜が舷側を

超えると波が甲板を洗L､，

作業が困難となり乘組員に

不安の念を抱かしめるから

である．

船幅の珊大は一般に推進

抵抗の婿加，繊励猫周期の

誠少を伴うものであるが，

これ等の問題に鋤して種を

鋤策を施した結果，幅によ

る悪影響を殆ど除去するこ

とが出來た．

漁艇揚卸装遥は第二十一

黒潮丸邇りのプー』､式を探

I

P

I

鋪2圖漁艇揚卸装歴略圖
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深 さ（型） 1．60m

‘總噸数． 19.8噸

主穣械 ヤンー零一ディーゼル4LD型

56BHPx800RPM 1基

魚轤客談 18ms

建迭･"『． 東迭船株式會社

木挺の船殻は自重輕域のため，耐蝕性アルミニウム合

金材.にて鰐成されて↓､る．本艇は約300鉢の延繩詮搭載

し’単濁躁業に必要なる諸設備力詫術されている．

5．・冷凍冷蔵設備

本船の冷凍冷蔵設備の基本能力はZ鯨諭旨力1回5,000

賞,､魚鮠の冷却保持温睡～ﾕ7.Cである．

（ィ）アンモニア睡緋懐

蕊 数 3臺

型 式 三菱電機製高速多氣筒
MA-6C-N型

氣 筒 ． 数6"115mm

行程90mm

回韓数 毎分1000～800

標準冷獺頓 約39.4冷JI"

(1,000RPMにて）

髄動機 75HP直流電動震

（三菱電氣製）

外舷への振出し（アウI､リーチ）もブームの角産の操

作により自由に調節が可能である．

また前述せる通り水盤歴は荷役装班としての役目も完

.まこ果すことが出来る．従って各種の〆ピリ I､式に比

し，作動の安全硴変なること，設陥灘の低廉なること，

,据付甥所が少くて濟むこと等の鮎にお､て絡段に優れて

いろ．本装腿のプー』､朧’木にて漁艇の全砥避'5殖を

揚卸可能なるよう弧庇並びにテークルの能力を有し波浪
中においても安全迅速に作業することが出来る．

ウfンチは主吊索用として57HPx5感×40米/分,補

助吊索用として331正×3麺×36米/分の班動ウインチ

（三菱瓶擬製）をそれぞれ2墓宛装附している．

各吊索は2車×2車のテークルとし鋼索は理20粍と
し6ツ撚りxfl本線の極柔軟鋼索を使用している．

15麺ブームの反對絃に設けた3砿プー』､は漁艇吊揚

時の船燈傾斜を阻止するためのパランシングゥエートの

品下げ用である・パランシングウエー1,は鍛伜キャンパ

ス製とし水平に張り出された3瞳ブームの先端に吊り下

、げる．本船の漁艇の要目は次の通りである．

全長 15,50m

長 さ（漁船法) 14.40m

長 さ（垂線間) 14.00m

最大巾（型) 3.60m

他遡G洲興IFT･10

"メ

i血_＆““ｩ”ｲﾄ糊萄
壼可可萠【 〃 ・繩す】

‘α『
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…
50 57･E'6c w700 30 40
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、

、
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第3回漁場護状態における復原力曲線圖
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’

（戸）凍結装豊

型 弐 七ミニアープラスI､式

能 力 1回の收牙舗陰力5,000Et

凍結時間16時間
凍結棚 5セツI、

邊風儀 31垂電動軸流式模型
10蕊

謹冷哨容積 12ms

（ハ）魚鯰

防熱材は天井および側壁にはイソフレックスを用

い，底部と立上り1.2mは＝ルク板とし厚さは一

般的に50粍3枚とした．

冷却方式はアンモニア直接膨脹式とし保持温庇は

海水温産30"Cの時に-17oC以下とした．

なお冷凍設術は協同燭品工業K.K.,防熱工事は大正

保温工業K.K.の施工である．

6．複原性能

本船の復原性は漁艇揚卸時が最も注意を要する場合で

これさえ安全であれば他は問題でな､､．

第3圖は漁場壷状態における漁艇揚卸時の復原性能曲

線圖である．漁艇を吊揚げた場合は定位置にある場合に

比しGM？値が約16crn少くなり復原力曲線も闘示の
通り悪くなる．本圃より漁艇を舷側に吊揚げた場合の本

船の値斜はパランシングウエーI､を使蹄した場合は3.6．

使用しない時は5.7.で舷端の浸水角庇は8.5.である

上記の値は15米/秒の風を奨繊に受けたものとして算

出したものであるなお本船の操業時の職動揺周期は

8～6秒の見込である．

7．賦運鱒成絞

第4岡の速力馬力曲線園の中公拭運韓時は実測を示し

航海時は推定値を示す．

公試運輔時は風速7米/秒,海上は白波を認め試迩韓状

くり

/5“

虻
這
・
屯

ﾉ”0

ざ”

9 イ0 M ノ2 イ3

本§職態｜排水趾(f) |平均吃水(m)
2.395

3.850

公試浬縛

航海’
8622

1,532.9

第4岡速力，馬力IHI綱間

態としては余り良好ではなかった．

航海時の曲線はシーマージン20%を見込んでいる

推進器の要目は次の通りである．

型 式 4翼1脇迦

直 擁 2.350m

ピプ チ 1.330m

ピッチ比 0・566

投影面菰 1.935m9

展開而稜 2,000mg

材 質 マンヵン青銅

天然試
航海計器第'港新刊

波多野浩箸 A5判上製350頁定個700m(〒50IH)
菫 な 内 容

第1編航海計器概読 第1章磁氣コンパスの概競
第1章航海計器の分野とその分類 第2章磁氣コンパスの穂類と栂迭

第2章航海計器の發逵 第3章地球磁氣と磁氣コンパス
第3章沿岸航海計器概説 第4章船隈磁氣と磁氣ゴンパス
第4章推測航海計器概説 第5章自差の性質
第5章電波航海計器概説 第6章目差の測定と方位測定具
第6章天文航海計器概説 第7章目差修正法
第7章氣象，海象用計器および推測機能指示 第8章目差の詳細な理論

計器 第9章磁氣コンパスの総括

第2編推測航海計器前編 第10章磁氣コンパスパイロット
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最近の漁船事情
(昭和30年度を中心と して）

稻村桂吾
水産鴎漁鉛鹿長

ばかりの無動力船が應紹されて，1隻の動力諾が生れた

計算になる

無動力船の動力化はあらゆる方面に科學化，迩代化の

叫ばれている今日，當然の傾向と、､えよう．

これは陸上で，われわの身近かにあった牛車，荷馬車

が影をひそめ, i･ラックや司・－1､三輪車がこれに代り，

自韓車の何劉かがスクーダーやオートバイに代ったのと

同橡だと思われる漁船の動力化は海上だけでなく，湖

水や河川の小漁船にも進んで､､て，潮来や佐原附近の水

郷で，ふなやこいを遮る小舟まで，エンヂンの鯉香を響

かせ始めてL､るこれは戦前には一寸見られなかった風

景で，まして沿海の4撫船が動力化して，行動匝閲を弱

し，漁礎能率を堀すのは當然の趨勢とL,えよう

次に海水動力船を船質別に承ると，昨年始めて銅船が

1000挺を突破したことは注目に値しよう また，大さ

別の鍵動を詮ると5屯～19屯，の間は減少したが，他

はいずれも珊加してし､るこれは5屯～19屯級の船は

漸次趣化して域少し，5屯未滿のものは無動力船の動

力化で大巾に珊加したものであろう （第3表参照）

海ｵ鋤力船の機關につし､ては，ディーゼル船が5000隻

以上も珊加したのに，焼玉船が約700隻も減少したのは

注目すべき現象と思われるこれは大型のディーゼル船

も増加してはいるが，別型ディーゼル機關が，從來の蹴

着機關，焼王機關に代り，小馬力のものに普及して来た

ことを意味する．

4型漁船のディーゼル化は，一感喜ぶべきことのよう

に思われるが一部舶用でなく農業用撲關を大した改迭も

せずに，漁船に装備し，その結果，事故を頻發させてい

1漁船敏の推移

陸上で大豊作を戒つた昨年30年は，水産方面でも，
戦後最大の漁批を謡げた年であった．昨年庇の總漁礎避

13"800"lltは，空前の大豊漁と郡した昭和27年より

も, 5000"EI以上も，増收となっていた． これは沿岸

漁業でにしんは大凶漁だったが，さんま，かたくちいわ

し，等の豊漁に恵まれ，一方謹洋漁業では北洋さけます

漁業を始め，以西底曳，まく・ろ延繩等の漁撞が飛躍的に

墹加して，この大收礎をもたらした．礫1表参卿

第，表漁礎物生産通 戦後10年を經過し，わが
國の戦災による漁船の復遮も

一噸達せられた今日では，漁

礎の豊凶の原因は，海兄その

他自然現象による要因が多

く，漁船勢力の珊大による珊

收は，終戦直後程，直接的な

ものではなし､.しかし,まぐろ

延繩，さけます流絹等の漁鍵

珊大は各個の漁船の大型化，

装伽の近代化が大bに興って

力あったものと思われる．

昭和30年12月末現在の漁

船敏は，總数似蔑5588隻で

年次|總生産避
１
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０

１
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
３

１荊召Ⅱ I15,968高〆

4･5,016

s6,”0

52509

66j291

68J483

83j741

99,353

1247142

120,633

121,168

130,825

前年に比べ約1"5000隻の

減少となって､､る．これに對し，總屯数は，約6"2000

屯の珊加で總計133萬1312屯である． （第2表参照）こ

の増減を少し詳細にぷると，無動力船が約2茂隻波少

し，動力船が約5000隻墹加しているこれは平均4隻

第2表漁 船 歎

月末現在 ｜ 前 の 比鮫和30 年I2 年 と

頚 目

|馬力数|隻 数|網
-15,4'6 1

数|馬力製|袋 数
4153588

142J263

29156

144,421

總噸数

1,3312312

IJO67,285

37079

1,070,364

噸

62.309

82,501

170

82,771

｜ － ’ ’ 一数
船
船

獅
榊
計

海
淡

總
細
部
ｌ
刊
。

９
９
８

８
９
８

６
５
２

７
Ｊ
ｊ

３
ｐ
心

３

β
β

２
２

5,140 ２
３
５

６
う
１

２
３
６

，

患
．
４

１

１

２
２

162

5，302

無
醐
力

海水漁船

淡水漁船

計

243y457

27j710

271,167

-18,920

－1”8

-20,718

０
１
ワ
ー

６
０
６

う
９
４

１

２
－
釦

’

一

崇
。
１
４

７
！
８

岳
冥
〆
夕

軒
喝
印

２
２ ’ 三
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第3表海水動力漁船珊減比較表

昭和30年12月末現在 の 比 使

噸数|馬 力 数

前 年 と
種 別

数’隻 數總噸数馬力數 １
１

妬
馳隻

l.",265 1 1,067,285 1 2,833,681 1 5,140 ’ 82,60！数’總 214j262

332ｫ201

735,084
２
８
旧
露
循
率
２
５
８
５

皿
陀
ｊ
３
２
１
一
鰯
鎚
釘

匡
〆
耳
〆
一
み
》
句
一

１：:｜
銅

木

1,060

141J205

115,640

I,,190

6戸65
770

33

19,380

459987

75,865

510,325

5J028

7う”93

657》9相

945,856

474,120

輻J580

IJ167,122

1y206.1鍵

414,853

50､ 12

32,589

8》631

-2,908

22,110

54,710

7,553

91,397

-15．403

－945

船
質
一
船 ｜

》
勢
》
》
｜
麺
畢
》
錘

５
７
釣
完

乳
も

７
３１

’ 0～49噸

5～19噸

20～99"

''00噸~以上
蒸 氣

ディーゼノレ｜

|欝 蕃，

６
１
９
９
５
７
５
８

０
５
８
弓
。

娼
妬
獅
砺

β
戸
β
ｐ

も
ｑ
も
Ｌ

８
９
７
１

０
０
２
２
７
８
９
１

２
２
３
３
４
《
１
１

型
壌

鰯

漁船は増加隻数は雌か24隻であ

ったが，珊加屯敷が2"2000斐

に上ったことは，蓮洋かつおまぐ

ろ漁船の急速な趣化が進行した

ことを示すものである．

2． 漁船の建造妖況

漁船の塑監は御承知のように，

終戦直接の昭和21～23年甑を最

盛期として，その後やや低調だっ

たが，昭和128年頃から再び建遥
熱が昇り，昭和30年の建浩量は，
總屯数で，戦後最大の年となっ

た（長さ'5米以上の鵬について）
隻数では昭和22年の1332隻，29

年の969隻に次ぎ，第3位で920

隻を数えた．また特にわれわれに

興味あぁのは，銅譜の建造量は前
年に比べ，隻数，屯敷ともに相苗

墹加したに係らず，木船はいずれ

戸
”

わ

”

知

1 1 1 1／I

Ｌ
ｌ
隅
捧
鐸
（
濡
掻
鍔
》

"ﾄ缶 |膳l l I l l l I l l l r l

ハl l l l l l l l l l ／l lIA I

I./、’ ｜ II l l・ I l l l I l l／｜ I ’ 1
‘
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可1．1審l I I l l l l／｜ ｜／I I J/"｜ ｜：ﾉｰ子

ノ1 箪当髻簔 、ギレ′
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”
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牙 次

年鹿別漁錯建遥遼（總噸数）

るものがあるのは，戒心すべき．ことである・

漁業別では日本近海の底魚資源が年を減少しつつある

ため，底魚の漁塗を目的とする中型底曳船の整理，韓換

がここ数年政府の方針として着為進められて来た．この

繕果の現れとして，昨年は約1500隻, 1麓屯が減少し

て､､る・増加した漁業種類としては， 目下脚光を浴び

ている，北洋さけます流網を中心とした，流刺網が約

1500狸3麓3000屯の墹加を示した． これは上記の波少

した中型底曳の純換先の一つである．またかつおまぐろ

も城少したことであるしかも長さ15米以上の船で銅
船の建造逓は隻敷は全腿の15％に過ぎないが．屯数は
45％を占あてし､る．

現在木船が漁船の大宗であることは，論を俟たない

が，最近の日本の木材事糖は，良質な辮材を得ることが

段を困難となり，遥贈所の良心的な努力にも係らず，優
秀な大型木迭漁船の建浩は益を困難の庇を加えている．

また佃格も銅船と木船との開きが少くなり，耐用年数等
を考えれば，銅譜の方が測安だとの計蝉も生れ，從って
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中には主として中型底曳の中に含包されてL､る．

以西底曳は李ライン問題はあるが，日中漁業協定によ

り，探業が－態安定したため，漁腫壷も墹し，侭絡も悪

くはなく，従って經誉内容を改善され，漁船の新造も追

肴行われるようになった．

その他の漁業については北洋漁業に關述ある運搬錯等

には多少注目すべきものもあったが他は大鐙迩艤の代硲

建造の域を出ない模溌である．

次に漁船の性能，すなわち技術の面では昭和30年に

特に大脅すべき副噸もないが，氣付いた鮎を一，二拾っ
て象る．

レーダー． 回ラン，方探，魚群探知磯，可鍵ピッチプ

ロペラー，等の新鋭淡器が益煮漁船に普及し，沿岸の小

型船には取扱い簡便な超短波無線電話淡力著及し始めた

ことも特筆すべきことといえよう．

昭和30年は前年に引きつづき優秀な官庭錯特に漁業

練習船，調査船等が多數建造されたが，その丙最も大き

↓､のは東京水産大學の練習船海購丸（1387屯）が昨年8

月完成し，わが園で始めてのスターン， トロール装証

が，斯界の注目を集めた．また地方腫所蹄の調蚕旨導鰡
として最大の跡奈川縣相模丸（700屯）が本年3月完成

し，わが函最初のアクチブ・ラダーが装備され，今後漁

携作業上に一大愛革をもたらすものと期待されてb､る．

また，最近完成した水産塵の南方まぐろ調査船照洋丸

(602屯)はレーダー， ロランは勿論のこと，漁船に嬢初

のファキシミル（無線電邊模寓装歴)，新方式による急
速冷凍装証，各居室への冷暖房，播療室，病室等調査

用棲器の完備は勿論のこと，乗組員の雌康保持から進ん

で南方出漁中の日本漁船に對し病院船的役割も果せるよ
うになっている．

民間側の船としては最高速力18節以上を出した第8
および第10京丸(696屯)，漁艇の揚げ卸しに新しい考

案を加えた第23黒潮九(704屯)等，談盈優秀船が誕生
してb､る．

第4表漁船建遥愛護（長さ20M以上）
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漁船の鋼船建溌が盛となって来たようである．一方その

識睡勺現象として，以西桜船底曳等に木鍛交鑑の船が相

雷現れて来たことも，見のがすことは出来なし､．しか

し，この傾向も今後は最迩の遥珊プ声ムに伴う鋼材･の逼

迫と値上りで一嶬足踏蕊となることも想像される

漁業種類別に承ると，昭和30年庇はなんといっても

かつおまく．ろ船の孔峻畠が非幡に目立っているこれは南

方まぐろ漁業が比較的順調な經誉をつづけ，しかもこの

種漁船の大型化に開する漁業法の特例が昨年7月で失効

したため，この特例を極力利用しようとする漁業者が多

數現れて，益煮趨蠅の建迭が珊加したものである．

(第5表参照)

さけます流網漁船は相常多数新造されたが，第5表の
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3．今後の見壷し

わが国の漁業ば御承知のように東西南北いずれに向っ
ても，色衣制限を受けている．北へ向へぼソ通がさけま
す漁業に重嘩を加え，北東腱行けば， 日米加雅業協定が
日本だけの勝手重振舞いは許されません，東方には興珠
貝採取で獣州の御きげんを伺わねばならず，西は李ラボ

ン，日中漁業協定,南方は原水爆渡験と，全くいずれを
向しても自由な海はないと申しても過言ではない

狭い國士に膨大な人口を擁する日本は水産こそ今後大
（663頁につづく）合計’ 7Sal46,2041920186,2I8|40,014137
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1造船ブームと漁船

戦後，膨大な設備と人員をかかえてその進路につ､､て

苦心を重ねたわが迭諾界は，その後整伽・改善につと

め，例えば工作法の研究によぉ熔接工作の莱新によって

國際レベルを凌ぎ，世界あげての造船プー.z､の中に融合

して，わが國ではじめての盛況を迎えたのである．平素

の心柵えが時の利に合致して今日となったことを忘れて

はならない．どの遥船所も，おそらく創立以来の建輩丑

を進んで全力をあげて達成されようとして､､る．このブ

ームによって教えられることは，他産業との關迩と日本

の遥船並びに關述業界の疫力を身にしみて理解されたこ

とであろう

蓋諾事業から承て，漁船建迭は特長と峡鮎とをもって

いる．職零直後は，各迭船所は手持の蚕材･を活月Iして漁

船をつくり，遥船所の進路をそのまま迭船に向けるのに

役立ったのである．當時，大迭船所で罐想されない位屯

數の小さ、‘漁船が多く輩られた． これが2～3年間つ

づけられている中に，造船所の韮礎も固まり，方針も樹

てられた．食糧不足の折柄ではあり．これらの漁船は食

糧増産に役立ち．函民の心に安定感を與えた効果は大き

､､敗戦直後の鍵革の多い時代であったから，これらの

漁船が凡て成功を牧めたとはいえぬ．鑑識"r側について

､､えば，小型船で人エを要し，要求される性能の要鮎が

つか染難く，漁業種類によって大きく異るので．徒らに

船主の要求に従うことになった船主側につ､､ては，未

經除の漁業進出者も多く，乘組員の經験者不足とまっ

て，漁業經誉の峡階がよく表れた．それで漁業者の桑に

使われた言葉“釣沸”が普及するに到った支挑い不足

の分は太平洋銀行から釣上げてお返えしする意味だった

のが，反對に釣れぬから返えせぬとまで發展して来たこ

とは迩憾である．迭船脇係業者の象ならず，金融機關に

迷惑がおよんだので，雷謝堵として不必要な漁船の建輩

を調整して，これら漁艦の潅算を行い，其の漁業者の手

に渡して迩誉させた．それらの漁業者は手堅い經誉を行
って利釜をあげ，新造計識が昭和28～29年にかけて行

われた．戦後第2次の漁船建迭期ともいえよう．これに
よって，これまで淀動した老令雛が新鋭の性能すぐれた
ものに坂換えられた．これに漁業法の特例による“沿津

より沖合へのス画一ガン,”さらに昭和30年の北洋漁業

の大擴張計溌による漁船が建造された木造船"『として
は↓､くっかの原因が重って一度に忙しい思､､をしてこれ

からの樂しみの漁船の屯数を一撃りこ建迭したことにな

る．それぞれの漁業種類につ0,て象ると，まだ船令が残

っているところに，新鋭の漁船がつくられ兼業として入

り込んだので船令内の漁珊も不適格船となって，使えず

残されるこれによって5屯～30屯級の漁船が不適析と

してあきらかになり，これを加えると漁鼎建燈として老
令船が多いという印象を與えることであろう．一産に大

量つくって，侭値ある漁船の許側をおとしたことにな

る．この湖節はむつかしいことであるが，貧しい日本の．

國丙で釣合を破って不適格船をつくる必要もないことで
あろう．以上は現在までの漁船辨情の一硬察である．

今Iﾖ，遥船ブームのあとをどうするか考究されて､、

る3～4年もつづくものをブームという言葉がいけな

↓､のかも知れぬが．鋼船建鑑が手すきになると一消化法

･とし考えねばならぬのが，漁船建迭である．餅が小型で

あるが，人工を要する部分が多い．人工を糊bするには

よい仕班となろう．漁船は食樋とつながるので，他の經

濟到嚇に影響をうけねば漁船の建遥丑は鍵化が少､,漁
船がつくれぬ時期がつづけば.、一産に要求が生じてく

ぁ．銅船は年蓉2～5蒐屯つくっている力・ら， これを船

便で比べると大型貨鋤間の2.5倍以上となるので5～ｴ0‘

茂屯ちかい仕事となろう．いま漁船の変糖を絶えず湖べ

ておくことも必要であろう．鋼船建迭が多忙をきわめて

いると反對に，木造船所は危機にさらされている．わが

園の木船の建迭堂は6～8蔑屯であるこのうち80%以

上は漁船で占められている成長i丑がおそく生産量の少

ぃ木般用材には自ら限庇がある．木船も100屯以下のと

きはまだ樹料も得易いが，最迩の木遥漁船にほ150屯を

超えるものが多い．その屯数になると念に材料寸法が大

きくなって，ハ鯛･として山出しするとき間便となり得難

くなってし､る．恐らくこれ以上の大さとなると禰儲とし

ての都合のよい鮎が失われてし､くのであろう．大きい漁

船は銅船にうつり，これまで手控えの水迭機帆船も老朽
代船として鋼船に切かえられてきた. 100屯末流の漁船
にっ↓､て蕊てもここ3年間に5～6年分をつくったよう

に思われる．わが國の水産および海迩界におL､て木識傍

所を必要とせぬかどうかを考え抜き，これらの工場の存

織について画として考えるかどうかの岐路にたってし、
る一部には,鋼船の迭船所に半は鞠向したものもある

甲板室，機關蕊，油などを銅製糟でつくって､､た部門を
ひろげて銅船をつくらんとしたので，一銭の鋼譜建遊が
感な折であり熟練した工員を得られず，投賓した設術喪
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ころが受引けたので，計謹の杜撰を批難するよりも日本

でつくる漁船は使えぬとし､う悪し綾味だけ残ったことが

あるこれらからも，役に立つ賠償漁船をつくるよう心

がけ，漁業成談が上るようにしたいものである．勿論こ

ちらの漁業技術をたえず進歩させていつも先達として地

位を占めておらねばならなL､、

欧州の蝿皆建迭は卜画一ル漁船であるが，商諾の亜壁
におされていて､､ま注文しても納期は3～4年あとのよ

うである老令船の代船，その他の施策によって建鑑要
求が盛んにおこってL､る．しかし，謡I端もあって，輸

出漁船としてわが函で引受けれるのは極東にかぎられる
ことであろう．

金の鋪却が順調に得られるかどうか明らかでなL､．この

考え方があっても少数の木迭錯所にし力遥用できな､ ・
木遥紹所は他に迩営な純換が可能であるか’そうでなけ
ればじっと冬眠するのいずれかであろう.
木遥船，iに一つの燈を與えるものは,賠俄漁船’輸出
漁船であるこの侭は護くでともっているが’いつ近づ
くか明らかでない近い中と申しながら,木迭船所の存
命中にやってくるとよい．賠悩辮白は木船とは限らず’
また漁船とは限らな､､賠倣につL､て’漁船を希望する
のは，ビルマあり，比島あり，インドネシヤありで’漁
業の先池國日本，遥諾技術のすぐれた日本に求めるのが
安犠であろう． これらが何年計遜で遮施されるにして
も，あえいでし､為木迭諾断にとってよい仕班になろう．
賠憧の漁船計謹抵これから綿密に樹てられるのであろう
が，今日まで發表されているところはきわめて漫然とし
てし､る． どういう計懇から割出されたものかわからぬ
が，船舶でも貨物船は船便の割合に乘組員の数が少く，
世界共通とでい､えるしかしこと削蛸皆となると，船価
の劉合に乘組員の数が多く，航海するとともにその漁業
に横れておらねばならぬ．賠俄衆の"扱いではそれを一
口に漁船と､､えば大瞭同じようなもので’屯数と主機關
の馬力をL､えば唾分されたと考えられて､､る．あたかも
自動車扱､､である巾着網兼延繩漁船と書L､てある・多
角經醤のために多少の不便を忍んでも兼業される難菰が
あるが，巾着網と兼業するのはよくよくのことである．
巾着繩漁船とL､えば，上甲板上に重い大きな漁網をつむ
から重心が昇り，片舷で網をあげるから’船の巾を相蛍
ひろげねばならぬこの漁船を延繩にjUL､るとGMが
大きく，織描迦期が短くなって作業し難くなる．不慣れ
な漁業者はよい成談をあげ難いことであろう．經験者が
参証しておらぬことを示すものである．輸出にしても賠
償にしても灘船を輸出するには，先方の要求にぴったり
と合致し，よい成績をあげるように要鮎を促えてそれに
そう設計をして漁船をつくるべきである．それら漁船で
成讃をあげうる受入態勢がつくられねばならぬ・漁船は
大屋につくられるが，乘組員がその漁艘が乘りこなせる
だけ用意されているかどうかである．まず漁業先進画の
日本として，これまで使った漁船を相溢敷を指騨併また
は練習船として派遺してまず養成をはかり’次に建造す
るのがょ､､、これまでの輸出撫問は，剛職を個人が注文
するのでなく援助賛金に基いてつくられた・設計はその
園の事箭を弁えぬ欧米の設計宥腱よって行われたので，
そのまま正確につくられたとしても先方に滿足な詰果を
得られなかったであろう．それを引受けた日本の遥船所
にも多少の責任がある．わが国の漁船にも經験の少いと

2． 節漁船と鮫

灘雛の中で，ここ5年間に大飛躍したものに鮪延繩漁

船があげられる．戦前200屯までの大さで，漁場として

は赤這までと東は西經175.丁産ミットウニー島までで

あった．戦後はいわゆるマックァーサーラインでおさえ

られたが，誰和騰灼締結されてからその制限が除かれた

ので，その蝿皆の航繊距離のゆるす限り蓮くの好撫易を
求めてすぐ．れた成談をあげた．これが新鋭｡錘1蝿皆を建

造する擬運を促成させた．昭和27年に300屯を超えた

ものが，昭和29年には500屯をこす撫勝が建遥される

急激な飛び方であった漁場も南は25｡Sニューカレド

ニヤ島近くまで，東朧150.Wクリスマス島（目下英國

の水燦鑑せんとする島）をこえて，西は90･E印変ベ

ンガル海までにおよんだ新漁場ではエ日4～5,000m:

の漁礎をあげ，12賞以下の肉の良鍾の鋤を縦堕し，他

をすててくる炊態であった．それと時を同じくして，漁

業法の特例によって沿岸漁業者もこの鋪雛蕊に蓼訓でき
るようになり，70～350屯までの漁諾が多くつくられた．

その誌果，漁盤高は全魑としてましたが，漁謹率が減少

して来た好漁場だった輝或でも1日1500賀を下まわ‘

るようになった．これまで1日でとれた魚を3日がかり

でとることになるから燃料その他費用を要し，採算もと
り難くなる．漁獲率は航海距離庭比例するとぶられるの
で，癖廻誰の大きい船が有利となり，それ以下のもの

は經濟的に睡倒されあことになる漁場もアフリカ東岸

並びにマタカスカル島岸沿までにおよんだ．

それにつけても．漁業韓換として沿岸漁民を集結し

て,農椒魚業の金融公庫の融蚕をうけてつくられた70～

80屯の鋤漁船は．殆んど採算割れして､､ると思われる．

まだ表面化せ砲のは鱗遼の据湿切間内である結局，韓

換しても赤字とわかるのは4～5年後であろう．政府黄

金は全額支出されておらぬので，残額は自己賓金といつ
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ても，詰局造船所や綴關製作所などに釣挑として窪り，

謂汝となるのであろう．漁業者を救えぬの象なら，ず，

翌錨關係業者にも損誇を輿えてし､る．採塊とれぬ漁船が

多くつくられて大婿産した詰果，簡睡となったのであろ

う．孫算とれる漁諸と見込まれた殻の大さに對しても，

赤の信號があらわれてきた．一例をあげると，350屯

,650歸力型が1隻ユ億の建迭費を要する．この金利・鎖

却・保嶮・公課その他を入れて，1日10萬圃にあたる．

港にいても，入渠して､､ても毎日この費用がかかる．毎

鰄毎の仕込魏は屯営り1～1.3蔑圃として400蔑圓前後

となるから,瀧睡日塑が延びればそれだけ蛮用がかさむ．

1航海60日とすれば，支出負据は1000批凹で，仕込み

の中から残油が相當でるこれが90日となると, 1300"

凰となって漁礎の日數が長びけばそれだけ不利となる．

瀕謹金額はこの値を相営上まわらねば乘組員の手溢，艘

主の矛嘘が生れないユ000屯ちかくにすると,燃料ﾕtあ

たりの漁獲高もまして存利になってくる魚鮠容積が大

きくなるから，操業日数が45日以上となるのは乘組員

の繼力から承て苦し､､ようだ.南氷洋とか北洋ではたら

く母船式漁業では鐡晶が低いので4～5月間の作業が可

能であるが，高温産では疲努が甚しくなるので，操業日

薮にも限産を生ずる．この問題を解決するため日魯測錐

の第21黒靭丸に漁艇6隻をつんで， アラビヤ海で試染

て大成功を牧め，その後搭戦漁礎長さ13mのものも生

じたこの方法についていくには，蚕金を巨額要するか

ら蛮行しうる人は少し､その他の鮪延繩漁業者はどうす

るのか．この苦し承解決に努力されてし､るのであろう．

鮪延､撫船は漁場にて1鉢に4～5本の鉤に冷凍秋刀

魚を1尾餌としてつけ，適常の水温帯の深さにおろし’

400鉢以上も入れる． これには4時間ほど要し， 4時間

ほど經てから揚繩をする．これに16時間ほど要するが’

陸上のどの作業よとも努鋤時間が長い．“2率は5～10

％前後である．2000本の鉤にﾕ00～200本鮪がとれれぱ

よL､. 10賃の黄肌鮪とせば200本とれて2000貫という

計算である魚総に收容するのが，マグロ・カヂキの類

であるが，海域によってはこれとおとらず鮫がつれてく

る．繩を入れて4～16時たってあげるから，暴れた魚ほ

ど死ぬ率が高い．その中にあって殆んど生きているもの

がサメ類である．甲板上に引あげて殺すにも手数がかか

る．肝臓と鰭と残して，この新鮮な肉を捨てさってL､る・

雨者は船の習慣から乘組員の』瞳收入となり，毎航海’
蔑圃を下らぬという.昔,新鮮な鮪を近海でとって賞味さ

れ，鮫は相手とされなかった密時と比べて野補が異って
きてLる鋪も副藷として魚輪に入れて園削操業中の鮮

睦像持にたえるようにし，市場も安心してこれを求める

ようになつて，漁場護1週剛帥のものの一部を0°C～

-5oCにもってくる時代となってきた鮪漁船では譜
の大さの許す限り凍結室をもつようになってきた操業

日数を短くするには漁艇を用いるのも一法であるが，す

すめたいのはこれまで捨てた鮫を活用することにあろ

う甲板上でも生きている鮮度のよL､この魚を皮むき機

にかけて，はがし三枚におろしてよく洗い副鑑すればよ

い鮪よりうすいから凍結し易く，白味であるから冷凍
による色の塗化もない節が年間平均貸街り300回に謝

し，鮫は120-130皿となっているが，鮮産のよ､､もの

も同溌に安値で扱われているが，恐らく200画以上に坂
引きすべきものであろう

鮫といえば脚代の昔からわれわれの近きにありながら

いつも僧し象をもたれている．瞳病なくせに思い切った

ことをするからである戦零中は，皮はとられて靴とな

り，身は乱暴に扱われて，配給の鮫はアンモニア臭いも

のと先入感をもたせてしまったが，適切に魔理してあれ
ばうまいものである．パン食が若い･世代に盛となると，
刺身は老人の噌好にあうものとなり，米食よりはなれ動
物蛋白に近づいて､､く鮎を見逃す鐸にいかぬ．フィシュ．

ソーセージの喪行を蕊てもこの一端を示すものであろ
う．これには鮪もいるが，鮫はもつと必要となろう．漁
業者に償格につ､､ての明るさがあればすぐ変瞳すること
であろう．今，いきづまらんとする鮪漁船の危機を和け
る一つの途でもあろう．これは素人の議論である．とか

く飛寵し勝かも知れぬが，それ専門家では身近すぎて氣
がつかぬことも多し､のであろう．何年後かに隣里されて
変現することであろう．

3．船を造る人と乘る入

船を遥るものは，關速するあらゆるものを調査研究し
て，最善と思われる設計・工作を行って船をまとめ，一

方'乘る人から職迎され十二分に消化され，その機詣を

發揮し鐙されて完全と､､える漁船づくりの相手を長年
やってし､てつくづくおもうに’設計は取扱者より数歩進
んだ船が良いと思う．船主・乘阻員の疫力を知って，そ
の人煮が淵bできる施函に改善されたものでよい．どん
な諾でも，船に長所と短所とある．これを造船者の側か
ら乘組の側に謹め知らせておくと’注意を怠らず成功を
收めて､､く船が多い．

最近，いわゆる僅秀船をつくりたがるようである．漁

船の進水や竣工の式で述べられるように，文字通りに最

新雅檸の梓を集めと↓､うことになって’このために船の
採算の基礎となる，魚鎗・油艫の釣合までに彰響をおよ

ぼすものもある．それだけ梓を集めても設備の不十分。

662



が，波による動揺をうけず，速力のおちが小､､ようであ

る．船力鋤龍するたび，船の行き脚がと龍るように思わ‘
れる．この匡数の多､､ののほど，速力がおちることにな

ろう．このようなときにどう船を魔理したらよいか，最

も經諏りな通航方法については，造船の方からも航海の‘

方からも盲鮎として残されでいるのでな､､かと思われ

る．航海の面におL,て，船の位狂を求めるには種為の航．

海器賊の進歩で容易に正しく行われる風浪潮につ､､て

はどうなっているのであろう．帆船時代はこの矛蛎が主

なものであった魏在主機關がｲ討剥されると，磯關の回

鱒にまかせて弧力に走る方法の蕊にたよるようになっ

た．經濟速力といい，鰐斜消塑逓の小い黙に重難がおか

れた．風浪潮にさからわず，これらの力を利用して，主

淡の馬力をあまり無駄にさせずに譜を進める方法がない

ものか．帆船の時代は去ったといわれるが，練習船とし

て帆装が残されて､､るのは，風浪潮の作用と潅用を知ら

しめんためと思ｵつれるが，識極的に浩船･航海の雨面か

らこの盲鮎をうめたいものである，鮪潔酷瀧2400浬の

マーシャル漁場から一日運､､て歸港の途に:ついた．同型

船であるが，華也の三崎に同日入港した．蹄りであるか

ら主機は全力としたのは歯然であろう．この差は速力で

10％，鴎力で示せば35％近くなる．上手に走るとそう

でない場合との差であるこの場合,M.C.R(マグネ

チック･＝ンパス・パイ画ツト）をつけたものが一日早

かったが，自動認陀との比較であるから，熟練の船員が

扱ったらもつと差ができたであろう．浩諾だけで、､え

ば，苦心して改善しても5％以上よくできぬが，このよ

うな盲鮎はどこにも残されている．

器械の不安定と乗組員の不熟練と重って故障と謝上不良

のために使えず，完全に使い切れるまでに1～2年要し

たものもある．設計・翫迭船としてのアクセントをつけ

る意味での新し､､設術1～2は手熨であろう．それも乘

組員の腕との相談となる封しい設伽についてぷると，

近彦i漁船が試隙蕊となってL､るようだ・一方商船で成功
したものでも，4型にするためと，振動で漁辮こ格別の

注意をせねば故障がちであるこれらの設術をつけると

き再考せねばならぬのは，このために收入にどれだけ役

立つかである．經醤にゆとりがあれば，斫究として取付
けおのは論外である．鮒漁船の飛躍した初期には，利益

立つかである．經奮にゆとりがあれば，斫究として取付

けるのは論外である．鮒漁船の飛躍した初期には，利益

が多いときにレー〆－， 口ラン何でも取付けると、､う琉

行が，後よりつくる漁船にもおよんで探蝉面を苦しくし
ているようである．

漁船設計を行うとき，船燈自身の鋼材･につ､､ては規程

の許す施函で重避職域，重心を下げる工夫が行われてい

るが，臓装となると明碓でないものが多い，船主供給も

あり，上部孵迭勅に取付けけられるもの多くて，横傾斜

や重心上昇の原因となる．機關部にっ､､ても，鯉氣部に

っ､､ても同溌のことが起る．設計のはじめにこれらの重

逓・重心位歴につき協議してまとめるかン設計主任一本

蓮として取りまとめ，不要のパラエI､をつまぬようにし

たい．さきの新しい設術がいつも設計の伏兵となってあ

らわれる．有効でない趣を船につむのであればその代

りに，船の保存に役立つようにﾀ版を厚くするか，あと

の手入を易くする方面にまわしたい

船の挫力をますために，水硝試験を行って船型，フ･ロ

ペラなどえらび，一定速力に對して般小馬力を得られる

が，理想に近い静水面においてである．疫際の海面とは

著しくへだたっている漁船となると船が小さいだけに

水袖試敵の成読を変際に移すのがむつかしい．漁船で航

海していると向波には，さからわず軟かにうけたもの

以上，霞者の目にふれぬ問題について，感ずるまま記

したが，多少とも柔か承をかくところがあれば，暑さゆ‘

えとお許しねがし､たい、 （1956.7.23）

（659頁よりつづく）

いに認混を期すべき蔵蘂とであるが，四囲の事儲は必ず

しもわれわれの希望通りにはゆかぬようである．また，

事変水産蚕源は無限のものではなく，永久に灘崇を繼談

するためには年産蚕源に適應した漁礎を行い，濫猫を戒

めねばなるま､､．従って，これに對應する洲職は今後飛

躍的な増加は考えられぬが，未だ戦流堕水の船が5屯以

上で，銅船は35％木船は21％(いずれも屯数で)もある

から，代船の叉睦だけでも棚雷逓には上るはずである．
また，この蚕金の裏付けとしては，政府蚕金力鍵林漁業

金融公応に本年産分として28億回の遜卯が託上されて

いる．

以上述べた所より推定すれば昭和31年産の漁船建塗

垂は前年に比べ，多少の域少傾向は挙られるかも知れな

いが，漁船の専門工場と承られる一部銅畿造船所は800

~1000屯級の漁船建造で多忙を極め,引合いも到来して

b､る事変から，漁業者の優秀船建鑑熱はまだまだかなり

睡いように思われる．
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捕鯨船第十京 丸 岡本方
翫洋捕蛍綜式合吐

ジー

イ丁

建造所大阪造船肝
起エ昭和30年11月11日

進水昭和31年2月28日

竣エ昭和31年4月22日

＝ 要 目

<1）船暖部

全長 63.435M

長(L;>I)) 57:000M

幅 9.500M

深 5.100M

浦戦を水(zF均) 4.344M

瀞戟排水愛 1’246.0砿
・總嘩錘 695.55T

純嘩鍾 203.79T

速力（公”茂大) 18.02K(同型皓第十一京丸
18.15K)

航綾距離 14K×11,000浬
燃料油庫 281M;

其水庫132M3(外=妻騨辨ｸ;雛
潤滑油庫 25MG
糧食庫 16M$

認食冷藏庫 10M;

鐇綱庫 19M:3 (片舷分）
火薬庫 16M3

一段倉庫 148M:3

居住施設 士官11名，腕員19名計30名分
船型係数（浦峨状態) Cb 0.52

CE, 0．62

Cqi 0.84

Cw O､82

（滿戦） （靭淌）
KM 4.922M 4.880M

KG 4.019 4.474

GM 0.903 0.406

舵面俄比（滿峨状態） ユノ25.9

旋回性能（公試成讃）

旋回圏 左舷右舷
DTﾉL" 2．57 2．90

DA/Lp:, 2．39 2．55

旋回所要秒時

回頭角庇左舷 右舷
ユ5． 7.2sec 7.6sec
60 ユ6.6 17．4

90 22．8 248
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180 45．2 46.8 140KW×230V(15KVA×115V附)×2蕊
（密士晒溌

原動賎250BHPx600rpmディーゼル×2蕊
（館山)‘

主補淡室氣睡縮淡80M:;/hrx30kg/cmg×2蕊
（各25HP)

主穣趣肋用空氣描3M$×30kg/cmgx2佃
補磯遇狐獅雲玩備125立×30kg/cm2×ユ伽
海水冷却水ポンプ110Ma/hr×20M×ユ蕊(15HP)
海水冷却水ポンプ 80Mz/hr×25M×1蕊(15HP)
溌附冷却水ポンプ・ 110/80M3×20/25M×1蕊

(15HP)●

潤滑油ポンプおよび同遜伽鑛ンﾌﾞ

85M"/hr×45M×各1蕊（各35HP)'

清水冷却器 1蕊（冷却面欲ﾕ45M2)
獅珈I冷却器 1蕊（冷却面欲90M2)
補助縦 1蕊(大阪ポペラー)ヤ

型式 竪型俄獄式
直匝×長 915m/m×1.830M

蒸氣睡力 4kg/cm2

推進器マンカン黄銅四翼一魁
i唾§×ピッチ 3.650M×3.120M
ピッチ比 0.855

(3)傭 考

（ィ）船殻総造

全熔接

ただしピルヂス1､レボキの上部シ一望､および』
シーヤスI､レイキと異I、リンガーフ･レ

㎡との結合は鋲鍵

（ロ）船型として特に考慮した鮎

旋回性能をよくするため船尾部カブ I､アップ・
を出来得る限り大ならしめたこと．

推進性能並びに舵効きをよくするため船尾船
型を躯逐艦型としたこと．

（ハ）復原性能調節のため特に老噸した黙

操業時（大砲發射と船の動描遁期との關係）
あるいは荒天航行時等各状況に噸じ職の復原
性能を調節する目的にて⑦船橋下船底に別
佃にパラスI､タンクを設け②船橘のサニタ

リータンクの容I､二を必要以上に大きくし③
後部燃料タンクおよび奨水グンクを上FF二唾
劃に仕切りこれ等により船の重心鮎の高さを
適岱に鋼節出来るようにした．

（＝）交洗發電機装術

本船の主電源は230V直流なるところ

これに15KVA×115Vの交流發""(主發
"磯によるベルト駆動）を附加して船内黙澄
用並びに交流諸計器用M.Gの節滋を岡つ．
た．似上）

諸施設

捕鯨砲 90m/m砲一門（ミロクエ作所）
揚嫁ウインチ（飛揚錐溌） （富士髄機）
型式 遊動式

能力 6.2Tx30M/分

電動磯 50HP(各舷各1蕊）

操舵機 （宮士晒鋤
型式 電動式

能力 12T×Mj35.→35｡×10秒
電動殿 20HP×ユ蕊

キャフ･スタン （大日および明電）

2T×25M/分(20HP通勤鋤×1蕊（船首）

1.5T×10M/分(5HP砥動機)×1基（船尾）

冷凍機 フレオン式(3HP)xl¥(大阪金風）
無纏装霊 （日本無線）

遙信機 200W中短波×1蕊

50W中短波×1蕊

受信機全波(11球スーパーヘテロダイン)×ユ蕊

中波(5球オーI､ダイン） ×1墓
短波(17球スーパーヘテロダイン)×1臺

無線電話 10W超短波一式

船内指令装涯 一式（日本無線）
船内電話 ノーペルボーンー式

方位測定機 一式（大洋無線）
レーダー 一式(RCA)

ジャイロコンパス（スペリー式）一式（東京計器）

自鋤操舵装遥 一式（ 〃 ）

磁氣顯針鱗 一式（布谷）

遠隔喋舵装錘G､C・P型一式(操舵室）（東京計器）

押ボタン型一式(前綴見張所)(富士遊機）

測深儀 一式（古野電氣）
航跡自彊器 一式（北辰髄機）

(2)機關 部

主機城 （三菱日本重工）

型式 繊濱MAN(G8Z),2サイクル,躍動

氣筒数×直座×行径 8×520m/m×900m/m

定格出力×回韓数 3,500BHPx180rpm

平均有効延力（定格) 5.72kg/cm2

ビス1､ン速匪(") 5.4M/sec

シリン〆ー丙最高睡力(") 57kg/cmg

冷却方式 シリンダージャケツ I、 清水
ピストン 油

燃料弁 清水

排氣回純弁 潅水

過負荷容逓 20%
發電機
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流綱兼秋刀魚棒受網漁船 齋藤俊文

株式合杜新潟壷エ所
迩綴工署捜肘騨基第21曉丸

壁損を防ぐよう考慮した．船尾の上甲板は流網の反数が

近年非儲に堀大して来たので縮遜場としての面積を充分

とり得るように苦心し，また譜首裡から甲板室前端まで

の距離も甲板作業の鮎から大きくする必要があるので甲

板室の長さを極力域じ岡示の如く小じんまりとまとめる

ことが出来た．

甲板室横の通路も甲板室の巾をつめることにより充分

淡くとり使い易い船とすることが出来た．磯械室函壁は

必要最小限の高さに止め，このため一段配澄間に示すよ

うに甲板室は中央部の凹入した擬特の型となった

本譜の操業海面の北洋は荒天の日が多く従来復原性の

不足により遡難した譜も少くないので復原性の確保には

充分意を注いだ．すなわち上述の諸注意を排ったことに

より璽心の降下，風睡側面稜の波小を來し，また大なる

舷弧と”｡なる乾舷により後述の如く浦足すべき成讃を

納めることが出来たのである．

トリムにつも,て象れぱ流網の重最が大ありで(約14t)

かつその搭赦位置が船尾であり，また本船は秋刀魚捧受

をも行うのでその鍵化が著しく流綱にて船尾トリ･Z､が大

となりすぎまた賑受時は船首I､リムとなり易L､ので，重

心の推定に特に意をもちいまた灘#踵油タンク(-設配

冠圖の第4重油タンクがこれである）を設け流縮時には

これを用いず，棒受時にはこれを使用して1､リミングタ

ンクとしての役目を果させ各状態を通じ適営なI､りふを

得ることが出來た．

1．緒 言

最超世間の話題となった北洋漁業は獅削半ばを過ぎ各

溺航船とも盛に操業中と思うがそのうちの1斐第21曉

丸につき概略を述べ御参考に供した､､と思う．
本船は北海道内藤漁業部殿が髄赴に發註され31年2

月17日進水，3月14日に引波しを了し，4月末男厩波

荒き北洋に出漁した流總兼秋刀魚棒受綏漁船である．
本船は從業制限第1種で，鋼船柵遥規程，鋼製細皆栂

遥規程案，漁船特殊規程，船舶安全法等諸法規に適合

し，特に北洋の荒天に湛えうるよう充分な復原性を保持

し，またこの麺船舶としては鷲鋤勺なﾕ1.4節の最大速

力を有する優秀船である．

2．菫要寸法等

全長 28.80米

長(漁船法) 25.70"

巾（型） 5．50〃
深（型 2．50〃

計遜滿戦吃水(型） 2.00米

總班激 84.73噸

細級数 37.20〃

乘員 22名
雪菰城掃高速力 11,39節
隈車一名－－■-

航海速力 10"
主機械新潟鍛工所製ディーゼル機關

340馬力 1基

灘'偽 ヨ溌謬繁
魚鮒 78．1立方米

3． 一般配置等

本船は流網を主として行うが秋刀魚捧受も行うのでそ
のいずれにも適するよう苦心が挑われた．

上甲板下は圖示の如く冊宿より錨鎖庫，重油タンク，
魚鮠，清水鮒，淡械室,重油タンク，船員室および懸備
重油タンクの諸厘劃とし，船首換下には倉庫，甲板室内
には船員室，賄室等を設けた．

魚鮠は3亙劉に分ち更に中心線に水密鋼塗を設け，秋
刀魚の水氷漬を行う際の遊動液面による復原性への悪影
響を輕滅し，また水の移動による柵迭物および漁換物の

4．船圏構造および船髄鵬凄

本船の船殻構造は關係規程に準操し充分な遜鹿を有す
ることは勿論であるが冬季北海道海域における氷中航海
を考え特に補狸がなされている．すなわち船首附近は中

間肋骨を設けるとともに正規の肋骨はﾀ版に鋲接とし事
変上肋刊.心距を減じたと同じ効果をねらってL､る．また

中央部も1本冠に誕力な肋骨を配し充分な耐氷性を與え
て、る本船は一部の鋲接を除き廠範函に熔接を採用し

重逓の輕滅につとめまた甲板室の板厚は睡庭上許し得る

施園で域じ重心の降下重丑の減少を固った．詳細につい

ては中央切断岡を御覧頂きた､､．

次に船遥艤装上の概要は次のようである

揚錐機は7.5HP電動式である．操舵装置は手鋤スピ
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ンドル式で容易に操舵し得るよう各

部の溌柵に考慮を梯ってある魚鎗

は前後よおび左右6厘劃に水密に仕

切られ6箇の舶口を有する．その内

部は底部を45粍取外し式杉板敷と

し側壁は下半部まで25粍の杉板を
張ってある

漁盤装廼としては疏網および秋刀

魚棒愛網の2種類を完備している．

流縦装廼としては四野貝式ネッ I､赤
鐸

一ラー2華を闘示の位遜に坂付け，

また網邊り用ローラーを甲板室南側

に設け船尾には芦一ラーを設備して

いる．前部甲板には鎗口と同じ高さ

に假設敷板を張りつめ漁塗物の蝿乍

の便をはかってし､る．秋刀魚捧受装

澄としては縮受臨浮踏集魚遼．誘

導澄，棒受砺ウインチ等ユ式を倣え

て､､るなお上記ネッ I､ホーラーお

よび棒受月]ウインチば7.5馬力電動

磯1蕊にて共通に躍動されるよう傳

導装遥を完術してし､る．

その他，村山電磯製電氣水温計お

よび日本無級製魚群探知機各1式を

術え魚盤能率の向上に蚕してL､る．

5．機開礎装

主磯城は新潟鐵工既製単働4サイ

クル排氣惚性式6氣筒ディーモルニ

ンヂンである．本機關の信頼性と獅

特の勘顔慣性方式による高出力は斯

界の驚異であり船型の良好なるこ
ぐ

とと相まってよく擾速を誇ることが

出来た次第である以下擬關および

電氣航海磯係の主要貝を示せば下表

の如くである．
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各種試職が船主殿代表者および監

督官御立合の下に行われたがいずれ

も満足すべき成競であった．

以下その摘要を表記する，

註輕荷重造の内課は次の通りであ

る．ただし§鍔鋼材以外は計算重遼
戸

であることを申し添える．
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中央繊賊面岡

|數｜ 型 式 ’ 要項 目 目

主 機 械

う･ ロ ペ ラ，

主義砥機

同上用原動機

補助發電磯

室氣睡縮機
ピルヂ兼雑用水ポンプ

主機起動用室氣補

補磯 〃 〃

重油動力タンク

輕訓I 〃

M6F26R型ディーゼル

3翼 1 体型

面流防滴型

L3B型ディーゼル

直流防滴型

水冷2段陛縮式

歯 車 式

340BHP. 385R/M

"1.600m,螺距0.“5m" -マンカンプ向ンズ製

，.C、 105V 35KW 750R/M
し

55BHP. 750R/M

D.C. 105VlOKW800|～1350R/M主機ベルト躯動，
30kg/cmg, 465m3/h2.5HP石油機畷騒動

2HP鰕珊健直誌，口狸2〃

30kg/cm2 125I

30kg/cm2 75I
400Z

I50Z
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速力試験電氣および航海機器
一

風力’ 2
海面状況|静獺
排水壁 I220t

0.523

0.925

165mg

頭 目 ｜数 zF均吃水| 1.66m! C,
トリム| 1.30ml_"
Co iO.357m糯囑’

要 目

詮信機

受信磯

ラヂガ・

方向探知機

FM通話
スピーカー

探照燈
〃

投光機
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１
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357.5
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413．5

旋回試験

嬢
船殺銅材

木甲板

セメント，ペイント等

固定齊術品

術品

船瞳蟻装

重心試験成讃

砿
〃
〃
〃
〃
〃
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流 秋刀魚棒受網し

輕荷
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7．結 言

以上簡単であるが本船の概要を述べた．優秀なこの種

魚船の出現になんらかの御役に立てば幸と思う．

絵りに雷り本船の建造に種を御指導を頂いた關尿各技

官並びに内藤漁業部の方全に厚く感謝の意を表する次第
である．計 116.4"
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魚群探知機について 西村一郎
海上窓峻株式合就

1． まえがき

人間の耳に聞えな↓､香のことを超香波というが， 『何

サイクルから超需波になるか」と-いわれると，変はハッ

キリと課を引くことが出来ないのが本歯であるが，人間

の耳に聞えても日滞生活に役に立たない香の周波数を目

安にして’ブ禮10,000サイクル以上の香を超晋波と呼
ぶことにして、､る．

超香波の工業が野における噸〃の研究は，近年におよ
んで↓､ろ↓､ろな方面で試ぶられてし､るが，変用面で最も

効果を渡揮してL､るものば，魚群探矢職の右に出るもの

ほないこの魚群探知機は，ここ錘年來急速な發展を逢

げ,魚具の一つとして峡くことの“ﾐない段階に童で逹
して､､るといっても過言ではなく，わが図では推定6000

蕊以上のものが全図各地に普及している現況である．そ
して利用面においても各菰各漁業に亙り，その結果とし
て季嘩的合理陸に韮ずいた新らしし､繰業の方法が生れ，
従来の漁法を腕して面目を一新しつつある．

第 1 回

電氣的振動電流を供緒する發振器，受波器に義生した碓

睡を珊巾する珊巾群，水深および無難等を記錐する記錐

器等から出ぅIﾐている．

記録器では，徐煮に一定の速さで繰り出される記録紙

の上を，ペンが左から右に等迩浬動をしており，ペンと

紙の裏面の金囲板との間に遮睡がかかると義色する．ペ

ンが錘i:から少し進んだ基鮎すなわち零位歴に来ると自

動的に霄波が邊出され，その瞬間，遥波器から受波器へ

の砥氣的誘導砺唾でその位遥に色がつく次に海底ある

いは魚群からの反響があると，その深さに比例した距離

に記錐が現われる記録紙は一定の速さで移動している

ので，記録マークは述織した一速の線になって記錐紙に
霊かれる従って船が走るとその航路に沿った海底の断
面剛が得られ，またこれによって魚群の分布状態を知る
ことが出来る．

記録式には沃度加里澱粉反雌を利用した潔式のもの

と，カー兼ンで導盟性を持たせた紙の上にチタン白等の‘

絶縁性の薄い膜を塗り， これを火花放蹴によって破壊し
生地の色を黒く出す乾式と二種類ある．

鴻式と乾式とにはそれぞれ得失がある・漁式の優れて
いるのは，感陸が良い鮎で，僅か1．5ボルト程庭で着色

を始める(ペンの速旋が毎秒30～40漣),また電流と色と

の階調に富んでおり，その巾が庇く，色が飽和するのは

約30ポルI､である・從って小さな魚群をも良く記録し，

濃密の程庇を忠変に再現仕沫る．なお増巾器も極めて簡
単であるため，一部を除くタI殆んどすべての魚探機は羅

式を用いてし､る．峡鮎としては長期保存性に難鮎がある

ことである．乾式は潔式と較べるとその長所峡鮎が逆で

2．原 理

霄波が水中を偲播する速さは1826年コラドンとシュ

ツル･塾､の雨人が，スイスのゼネパ湖で測定したのが耀初
であり，その後錘多くの人達が変駿を葹ね,水中の温庇，
密腫睡力，睡分含有量等によって若干の相進がある
が,普通の状態では，毎秒1500米と考えて差し支えな
1'､こと力鯛らかとなった．

従って船底から水中に向って，特殊の装澄で香波を發
射するとこれが海底に到達し，そこで反射してもとの位
置に戻って来るので，その間に要した畷聞が到れば水深
を知ることが出来るｵつけであるいわゆる“香響測深
機''はこの原理に基ずくものである？魚群探知磯も，原
理的にはなんら塗りがなく，海底との間に魚群がおれば

同じ理窟で魚群までの距離が求められる．香波に指向性
を輿えることと，背影雑香の影響が少い等の利鮎がある
ため，現在愛用されて↓､る魚群探掬職では，10～50キ
ロサイクルの超督波が使用されて､､る．

3． 構成と働作の概要

第1個ば魚探機の一例（日本砥氣製フィッシュグラフ）

で船内の装備瞬兄を示したものであるこの外に香波を

遥出する邊波器と，香波を受ける受波器は船底部に取り

つけてある．一般の權成は，遥波器，受波器，邊波器に
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け船底下に突出する方法である，この場合，水の乱流
を除くため突出部には整流悪を坂りつける．

(d) キールマウント式

木雑の場合には硲底キールに邊愛波器を装着する方法

がある．その場合も整流狂を必要とする

(e)龍骨･内職式

比較的龍骨の巾の庇い木船の場合には，邊受波器を

龍骨の中に内職する方法が取られることがある．

(f)昇降式

使用しない時りこは邊受波器を船内のダンクに引き上

げ，使用する時だけ必蕊量船底下に突出する方法で．

氣泡の影響を避けるとともに，上架時の不便もなく，

すべての鮎で最も合理的である

4今－2氣泡の影浬

飴が走ると船底下に鍬流境界屑を生ずることは流魁

力學の面で明らかにされている鮎であるが，識流境界

屑の發生によって水中に溶解している氣池が分離され

る．その結果として超霄波が吸收されることになる

が，無泡府の厚さと力鐙，大さ等に關しては未だ不明

の鮎が多く今後の解明さるべき問題である．しかし現

変の問題としては魚探磯の性能を左右する重大な事柄

ああ，故に乾式は腱に保存を必要とする詩殊用途（測避

その他）とか使用頻庇の少い商船等の測潔磯に適してい

る．

指示機椛としては．記録式の外にブラウン管の噸H1軸

上に光を振らせて距離を蹟欺取る方式のものもある

4装備上の問題

記録器，珊巾器，發振器等の本随は，船内適宜の場所

に保守員の便宜の庭を猟走する．ただし發振器は出来る

だけ遥捌賎#とうli接することが望ましい．遥波器と受輝罷
の装怖は最も注意を蕊し，装伽の適否が性能に亜大な影

響をおよぼすので，取付方法，取付位遜等に充分注意を
要するこの撰定は，船腿の椛悲，大さ，船速，使剛海
域の献況等の誌條件を併せ考えて決定L.なければならな
、、、

性能に影響をおよぼす要素としては､､ろぃろあるが，

細可一識鼠妙な影審は船底下に發生する氣泡である・氣
泡の發生によって超喬波が吸收されるので邊受滋感度が
低下し，陛だしい場合には全然記録が得られな､､ことす
らある

従って如何にして燕泡の影響を鞭激するかと､､うこと

が装備上の問題となり，この對策として諸種の方法が考
えられまた祇究が行なわれてb､る次第である‘次に現在
蜜施されて､､る装術の方法とこれに開する二三の問題に
っ､､て記述する

4－1装備方法

（イ）舷外装術
パイプの先端に詮受波器を装着し，舷側に取りつけ

る方法でジ鄭らｲ型船に多く用いられている．装miは
簡単であるが，掛業不便と接岸時には邪腿になる
（ロ）船底装術

船底装陥は邊受波器の坂N場所，隷式等によって次
の通り分類出来る．

＠）船底タンク式
水またはヒマジ油を充滿した銅鐵製のダンク（ヒマ
シ油を使う理由は後述）内に邊受波器を收納しこれを
船底下適密な堀所に取付ける方法であるこの場合荻
ンク底部に鍛板を張るが，この鐵板は罰虻の透過に損
失を與えるので出来るだけ”方がよい
(b)露出式

香波の透過に損失を與える鍛板を除b､て邊受波器の
輻射面を水中に露出する方法であり’普通の場合タン
クを二重にしている．

(c)突出式

船底下の氣泡を避ける意味で遥受波器を適常寸庇だ

進堂巡駐畏蝋
蚕
Ｕ
う
ｔ
閏
．
今

、申
ー 凸 一一一一■

第 2 岡

である．第2間は邊受波器を船底下に突出して，その

突出趾を鍵えた場合の一変験結果を示すもので，突出

しない場合には海底の記録が消失し，突出登を漸次多

くすると海底記録が明瞭になることが伺われるであろ

う．

4-3ヒマシ油の効果

水中に超看披を邊出する場合には，持談波での笈験

で確かめられたことは，邊波器の鮒射面積（青波を發

射する部分の面穣）によって香響出力が制限され，そ

の限界は毎平方糎當り0．33ワットとなっているこれ

以上になるとキャビテージョン(空洞現象)のために，

’
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第 3 圖

水の中に溶解してL､る氣泡力錘生するので議皮の出力
は飽和状態になるしかしパルスの艇繊蠕mが短くな
るとf鰯1黙ｶﾐ上る傾向があり，また水の代りに油類を
使うと，油の粘性のため氣泡の發生が抑睡されて限界
出力が多くなり永の場合の2～3倍腫なることをBrig-
gSとJOhnSon等がf蝿的にこれを蜜鐙した.第3岡
はこの繕果を示す．

4－4昔波の鐡板透過率

邊受波器を船底水階丙に取りつけて青波の邊受を行
うと，晋波が夕販を透過するため遥受いずれの場合も
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勢力が損失する．これはA.B･Woodが詳

しく解折しており，その結果を整理すると

第4岡となる．岡に誤る通り，蝿反透過損

失は，鐡板の厚さ，香波の周M“等によっ

て異る．

5．魚操機の利用

現庄わが函でどのような洲簾に魚群探知磯

が使用されてb､るか．そしてその用途はどう

かと↓､うことにつ､､て述べる．

5－1魚群探知機の普及妖況

魚探授は各方面の漁業に矛晦されており，
年煮珊加してし､る．水産態の調査による昭和

28年12月現在の状況を示すと第1表および
第2表の通りである

苦
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－

第2表魚群探知機の年庇別普及状況
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5-2魚群探知磯の用途

魚群探知磯の朋途は多方面に亘るがこれを大別すると

次のようになる．

a)魚群の探知

底炭魚群の記録を得てその存在を確認し撹業の適否を

誹り定する．旋網，ホ蝿等にお､､てその体力を發抑し，累

績された蚕料と經験により，魚群の丑と力種別を推定出

来るといわれている．第5岡は片口イワシの浮遊魚群の

記錐例であり，錐6岡は沈船の上に鯛がいる状況を記錐

したものであるこのように魚群の分布状況と,海底の

溌子が一目で判るので操業上極めて有力な武器であるこ

とがうなずけるであろう．

b)海底地形の判定

魚群を画妾承ることが出来なくとも，海底の地形が詳

細に判れば，その鍵化の犠相によって漁場としての條件

に適するか否かを判断する鍵となる，すなつち瀬の確認

は，う･ランクI､ンの集誌し易い地形であることを物語

り，従って漁場としての適確性を意味する鰹漁業では

海洋中の瀬を頼りにして，いわゆる瀬付の魚を求める漁

法は探っており，また底曳漁業においても，地形の鍵化

を巧に利用して，操業の場を決定してし､る．走睡網を設

歴する時庭は，その場所の地形を充分調査することによ

り，最も有効な設置位澄を決定出来る．

c) DSL・の判定

D.SL (DeepScatteringLayer) というのは，

水中における潮目，温度の急激に塗化する潟所， フ・ラン

ク1､ン等からの反響であり，これを知ることは漁業上有

益な意味がある，一般にD.S.Lは日岡鍵化をすると

いわれ，笠間は沈下し，夜間は浮上する傾向があり，從

來發見された深度は400米におよぶものもある．

DS.L.を手掛りとすれば，その近傍が魚の集り易

い條件を伴うことを考えると，より能率的であるといい

得る．北洋の蛙鱒，南方の鮪延繩等にお､､ても盛んにこ

のD.SL・を利用して､､る．

d)水中における漁具の探知

水中における漁具の形状を知ることが出来る．第7圖

は， イワシ刺網を投網した時の網なりを記録したもの

で，あぱ(浮）とゐわ(銅が歴然と記録され‘ この例で

は網がうまく設遥されてb､ることが到る．

e)航海器具としての利用

水深岡力鴇られるので，航行中の保安，出入港時の測

一一一
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声

鐸一段航液蒔I器として利用出来ることはL､うまでもな

、、．

f)その他

魚群の遊泳方河の歓知，沈船の探査，等水中における

諸現象の解明に使われる面が多L､．

び6 結

魚群探舛綾の登場腱よって，水面下の謎が次第に明る

蕊に出て来た．魚群の生態を剛察する足掛りを提供する

本穰は，珊食今後發展するであろうことが懲知され，既

に特定の漁種に對して導門の機器が生れつつあり，漁法

についても從来の観念を脱去した新生面が開拓されて行

く傾向にあることは心強L､．

第 9 岡

中間浮遊魚群の稔知ほ，これまでの方

式のもので効果を充分雛げて､､るが，底

櫻魚の發見は困難である，如何にして海

底と分離して底懐魚をハキブリ示すこと

が出来るであろうか，新らしい魚探淡の

現れとして，これを巧桑に判別するもの

が登場した第8剛は従来の方式の記
錐，第9圖は特に底魚を記錐上に明瞭に
示すようにした方式による記録である．
この方式は，海底からの反響を抑離し
て，海底線は岡にみる通り淡い細MXに示
し，底魚を浮き立って確然と記録するも

第 10 岡

が蜜に明確に表現されるから，網の損耗を自前に防止す

ることが可能である． これは一例に過ぎないがこの種の

新考案がどんどん取り入れられて益冷優れたものが生れ

ることは誠に望主しb,ことである

ので，珊巾器に特別の識篭を桃つたものである． （この
方式の嬬巾器の商品名をマジツクアンブとL,い海上
駆謹で特許申請中)，底撰魚群が海底とよく分離して到
ると臓時に，本方式によると第10個の通り海底沈澱物
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イ カ タB型機關 株式書祗新潟鐵エ所二

（1）各部寸法の卸詰めによる靭逓化

（2）磯關回轄数の上昇

（3）平均有効睡力の上昇

（1）は獅日安全法等の法規および海燕協會船叛等によ

り，クランク軸等の機關主要寸法が規定されており，か

つ淡關の耐久性，信頼性の見地より限度がある． （2）は

回縛数の上昇に.伴い機關の吸入効率，機餓効率が認じ

し，かつﾌ･ロペラ効率も低下するため，一該船舶には燃

料經濟上有利でなL､． （3）の平均有効唾力の上昇は舶困
主機の高性能化の最適の方法である、綴關の摩擦損失馬

力はz隈均有効雌力が域ふしても殆んど愛化しないから，
機械効率は平均有効歴力に伴い次式のように上昇する．

§1緒 言

舶用機關を高性能化することにより，機關重避の減少

と，種開室の諦小を変施出来れば，船速と識職避が珊加

し船舶の能率が向上する．

株式會祉新潟鍛工"では，昭和29年に, 4サイクル

ディーゼル機關に，いわゆるr排氣弧性方式Jを適用し

た磯關の舘一段階の研究を完了し，過給機を使爪せず
に，15～25％の椴關出力墹加と， 5～10％の燃料消避率

の減少が得られる新技術を碓立して，これをrニィガ鋲

R型磯關」と呼秘した．

「ニイガグR型機關」（以下R型磯關と脇記する.）

陣褒表以来本年5月に至る間に，主機として95隻の船

に装着され，その總馬力敷は40,0COHP以上であり，

各船にお､､て充分浦足すべき使雨変散をあげ，好評を得

て、､る．

32. R型機關は，平均有効璽力を上

昇せしめて出力を増加している

舶用に使用される, 60～2,00)HPの4サイクルディ

ーゼル機關は』遠洋を郷軌する漁船ある↓､は4型貨物船

の主機，または大型船の補淡として装術される場合が多

く蕊一荒天時洋上において，これ等の機關に故障が溌生

すれば最悪の場合には人命に關する災甕をも招来する恐

れがあるので，機關を高出力化する際にも，備弧性と耐

久力を碓保することが絶對に必要である．

一般に重逓容俄を堀さずにディーゼル機關の出力を

鋪加するには次の三方法が考えられる．

可"'ゞ=,+(渦)加” ……..……･･……．．…．(1)

ただし可Bn":平均有効睡力上昇時の駿賊効率
"m:麹尽機關の機賊効率

基本磯關の平均有効睡力
α ： 出力珊加時の平均有効睡力

従って，機賊効率の上昇により，燃料消費率も低下す
るR型駿卿趨ド氣タービン過給機付機關と同様に'平
均有効睡力の上外により機關出力増加を圖って､､る。

§3．R型機關の作動原理

從來の4サイクルディーゼル擬關では排氣カスはビス
l､ンで押出されるが曾願行程の経りにピストン頂部とシ
リンダーカバーとの間の隙間容穣内に残留ガスが残り，

そのまま吸入行隆の隙轆脹して新しい空氣の吸入を妨げ
る更に残留ガスは吸込まれた室氣の温鹿

をも高めて空氣を膨脹させ充分な室氣量の
吸入を妨げるので二重の妨害作用を行し‘,

変際に(‘まこの残留カヱが排氣温鹿にも影響
し4サイクル．ディーゼル機調の出力の限

度をも定める結果庭もなっておるR型

機關では吸氣弁および排氣弁がともに開L、
ておるオーヴァーラップ・の期間を長くし，

かっこの期間に排氣管内部の睡力脈動が大

氣唾以下の負嘩となるよう排氣管系統を設
歴して置く．間隙容積内のガスは完全に排

氣符内の負睡に惹かれて吸出され，新氣の

一部は智ストン頂部を通り抜けて排氣管に

流出し，完全な掃氣を行L､，シリンダー内
M6F26R,340BHP,シリン鋲一浬260mjm',スI､ローク400m/m)

385R/M,6シリンダー
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1 ‘
I と ､ｲ 蚕

I 、
ド
リ

る．管内型力脈動の自然週期は割顔簿形状により鍵化す
る．二三の具燈例につき，この關係を示す．

(1)単シリンダー機潮における唾力脈動と管形状
(a)シリンダー出口より，開口端まで同一断面戯の排
氣管を配符した場合

一端を開口したオルガンパイフ式に近似する．

T=4J/a・････……･……･･･････…･………･…(2)

ただしT:符丙雌力脈動、自然趣m sec

J :排氣弁一開口端の符長 m

a：管内氣柱香住 m/sec

－(332,/署禁， ＊:窺往鱈腫｡c)
(b)シリンダー出口に大容錘のダンクがありタンクか
ら更に篠が延長されている期合

へルム水ルツの式に遜似する．

排氣慣性1,000B.H.P.M6F43AR型裟蒲
第二東水丸（東邦水産株式禽赴）

涯は新氣の承が充鎭されるこのことにより上記の従来

の4サイクル・ディーゼル機關の峡黙を除去し，充演効

率力鏑加し燃焼が改善され，平均有効睡力が上昇して出

力が墹加する．

なお，弁および燃焼室周邊の熱恋力は捕除空氣の通り

抜けにより輕滅する．

(q,)

從來の4サイクル・ディ
ーゼル機關のタ《ミング

R型ディーゼル機關の
タイミンク◇

(b)

溢勝』 ,磯綴ゴ､

第2岡排氣街形状具燈例競明間

。｡t:¥-:盛………………………(3)
ただしV: ダンク容積 m3

ノ ：排氣延長管長 m

f z釧氣延長管謝面祇In2

(2)2シリンダー以上の排氣カスを一木の排氣智内に流
出させた場合

各シリン〆一の曾甑弁より開口端までの平均長の排氣
管を持つ単シリンダー機調と大膣等しい聴力脈動を生ず
る．

なお排氣管内の自然辰動振動週期とうI気の流出する適

期が一致すると，同調して吸い睡力脈動が發生する．

§5. R型機淵に利用される墜力脹動の週

期と，それによる排気個性方式

(1)クランク軸が240庇回鱒ずるに要する時間を週期と
する睡力脈動による#願慣性方式1

排氣管内腫力脈動自然週期をクランク軸が240度回韓

A=g-－ヴァラッフﾟ
期 ｼﾘﾝ狭一

第1岡従来の4サイクル・ディーゼル機關と
R型機關のカムセッチングと排氣管内

歴力との關係

ゼ4．排氣管内歴力眠動と菅形妖との關係

曽康弁が開く際のシリン〆一丙懸力は4kgﾉcm2以上
の高睡で，排氣弁が開くと燃焼ガスは排氣管内に噴出し
管内躍力を高めるこれはいわゆる「ブロー〆ウン」と
蕪せられている現象である．更に排氣行程の中央部では
排氣を押出すビスI､ンの逵庭が犬であるため，再び唾力
が上昇する．

排氣管の省端が大燕中または大容讃の容器中に開口し
ている際にはこれ等の高睡の睡力波は割賦管内を晋速で
‘鱒播して開口端に達し， ここで負睡となって反射され
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するに要する時間と大磯等しくなるよう考廓管を設歴す
る．釧氣弁は普通下y盛鋪160～20度で開くので,お願弁

出口では下死鮎40庇～下死鮎前後より，クランク軸が，

120旋回鱒する期間中高歴となり，それに談く120庇の

間では,-0.15～-0.25kg/cmg程庇の負睡となる．多
シリンダー擬關では排氣管を多群に分ち，各曽顔管内に

流出する排氣の鯉發間隔を，クランク軸の240庇回輔所
要時間以上にする．すなわち

1，2，3シリンダー機關 1本

4，6 〃 2本

5，9 〃 3本

7，8，10 〃 4本

の排氣樹群を装着しこれを各冬開口端ま延長する．吸排

氣弁を負唾の發生する上死嬰揃後'20度の間共に開いて
充分な掃氣を行う．特に3,6,および9シリン〆一磯關
では，排氣の流出される遁期と，符内睡力脈動の自然週

期が同調し，睡力脈動が多少亜められる．ただし符丙睡
力脈"は赦表が相雷大で，掃氣に利用される負睡は殆ん
どそのシリン〆一の排氣によって惹起され先に爆發した
ジリン〆一による影響は少､､、第3,4および5個は3，

4，および5シリンダー機關の排氣符配列と各シリン〆
一釧額弁出口部の睡力脈動を上死鮎位歴を合せて比較し

たものである.

丘刀

岬ハ2131f I同坪 ／-2-牟-3

－〃'｡／シルダー排気;良度“"℃
民力 一一一一物･4 "
雛鍔

八’
！ ！

第4間4シリン〆ー機關，排氣管配列と管
内睡力脈動(240.波）
シリンダー煙160m/m#

スI､ローク 220m/m

回韓数750R.P.M

/得型皇え趣』錘-と皇二菫重

隙'2131季l5l

物.／ｼﾘﾝﾀﾞｰ
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第5岡5シ･リ〆グー機關，排氣管配列と管
内溌力脈動(240.波）
シリンダー極160mﾉm# ･
スI､ローク 220m/m

回鱒数750R.P.M,

動より弧く従って反射による負睡も弧い5‘ ･6または7

シリンダー嬢關の全シリンダーの排氣を1本の排氣管内
に琉出せしめ管内氣柱の自然撮動の趣､をクランク軸が

720/N鹿回鱒するに要する時淵と大腿等しくすれば,躯

い唾力脈動を生ずる． ピストン作用による高睡はブロー

第3岡3シリン〆一機開，排緬芽配列と管
内睡力脈動（240.波）
シリン〆一狸160m/m"

ス1､ローク 220m/m

回聴数750R.RM.

②5，6および7シリンダー機關でクランク軸が
720/N"(N:シリンダー数）回鞠するに要する時

間を迩鯏とする脈動を利用する排氣恨性方式
プローダウンによる睡力腕肋ばぺスト‘ﾝ作用による脈
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ダウンによる高浬郵より大鎧90～120度遅れて發生する

ので次のシリン〆一のプローダウンによる高浬郵と大燈

同時に發生し，鯉發間瞭を趣削とする唾力脈動を更に躯

める．このため_E死黙前後約60庇の期間に-0.2kg/cmg

以下の負睡が發生しその間吸排氣弁をともに開いて置く

ことにより掃氣を行う．第6，および7岡は6および5

第1表R型磯關のカムセチング
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103。
シリンダー機關の睡力脈動を示す

匡力

吟
矧
慨
す
寸

(3)ピストン

ピスI､ン頂部のパルプ匙を深くする．

(4)燃料猫射弁砿口

普通は從來の穣關と共通で間に合うが,R型の際讃

口而哉を珊した方が性能の良い場合もある．

｜

27． 皿型機關装着方法

R型機關を変諾に識装する場合，機翻位遜と化粧煙

突の位盃を考慮し，これに對睡して磯關の割顔管の立上

り位涯も「船首出し」r船尾出しJおよび『機關中央部

出し」等の考瞳を要する．遮雑においては各諾毎に機關

の排氣立上り位涯とデッキサイレンサーとの間の距離が

異るがR型機關では.デ・キサイレンサーをも含めた排

氣管系統内の睡力脈動自然週期が所期の迩期と一致する

必要がある．全排氣管長が所期の睡力脈動を得るため必

第6団6シリン〆一磯關，排氣管内遮力
脈動,No. 1シリン〆一拶庫管

"(120.波)
シリンダー狸370m/ml
ストローク 520m/m

回斡数320R.P.M.

圧力

k:/tm2

婆な#願管長より短い場

合には屈曲した排氣管を

内職する特殊俳鋪肖香器

を使用し不足の笹長を消

香器内に設冠するまた

必要長より長い場合に

はう管路の途中に大議赴
の排氣膨脹用タンクを置
き’このタンクと撰關と

の間で睡力脈動を發生さ

第7岡5シリンダー淡關，排氣管内砿力脈動，
No. 1シリンダー排氣管砿力脈動(140.波）

シリンダー径160m/mp
ストローク 220m/m

回鱒璽750R.P.M.

§6. R型機淵と從來の機翻の橘造上の相違

第8間特種デツキサイレンせるか’あるいは排氣管
サーを用いたR型機關長を延長して卵醐の趣班の織装

の2倍の自然握卿を持つようにする

58. R型機關の機淵性能

(1)磯關出力の珊加

機關回韓數が同一の場合出力は15～25％珊加し，從
來全力時5～5.5kg/cmgであった平均有効雌力を楽に

6～7kg/cm2まで上げることが出来かつまた20%の過
負荷出力に對して充分な安全性力;ある．第9岡ばR型

機關と從來の機關との性能比較を示す．

R型機調は夕噸上殆んど從来の機淵と大差がないが
下記の部分が異ってL,る・

(1)排氣管

急激な曲りや徴面俄の急鍵を避け，特こ240度の雛力
脈動を利用する際は#I氣管を多群に分ける．

(2)吸排氣カム

錆氣期間のオーヴァラップ･のカムセッチングの標雄値

を第1表に示す．
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されかつ騨焼も極めて良好であって，馬力毎の燃料消溌

率も5～105波少し，これに伴いi醗測1消費率も同穰に

滅少する．

(3)耐久性の不塗

R型壊關の最商爆發睡力は従来の機關と同一で排氣

温産はむしろ下り氣味である．かつ充分な婦氣によりシ

リンダー内部の熱睡力も低下するので弧鹿上の無理がな

く耐久性も従来の機關に比して鍵化しない．

@9. R型機關の寅船における機關性能

R型機關を舶用に使用する場合ﾔこは機関回鱒數の愛

化による影雲が大でな､､かと不群を持つ向もあるが，舶

用主椴の機關出力は回純数の三乘に比例し磯關回純数が

塗れば排氣温庭従って排氣管内蕊力波の傳播速度も愛化

して，睡力脈動の趣､中にクランク軸の回鱒する角度は

各負荷において線り愛化せず，全負荷に亙って良好な擶

氣を得ることが出来る第10岡および第2表は各負荷

の睡力脈雌上較と，その際の回鍵数と排氣温産との關係

を示す

遙太椴向
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第9間基本機關と#蹴恨性機關性能比較
（舶用特性）
シリンダー礎260m/mp
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回郷数 385R・P.M.
6シリンダー |M
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第10岡排氣鋤生機淵各負荷時》こおける排氣脊丙蕊力脈動
シリンゲー極2apm/m""スI,画一ク380R.P.M・

回軸数380R・P.M・出力300H.P.卜

第2表舶用特性各負荷における機關回轌數と管内雷逵壁0 3” 弱り 郷、

出力 B〃

第9岡茜鉢機關と排氣損性機關性能比較
シリンダー狸250m/ml
ス1､ローク 290mm

回紳數600R.P.M、

<2）燃料および潤淵油消費率の減少
R型氣關は平均有効睡力上昇により機械効率も改善

震關爾膳翻辮｢習癖度1灘蕊 a/N
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阿波國汽船納入rあき丸」主機
第11岡海上お

菊地長右門氏納入r第二日木丸｣主機
よび陸~上公試時機關出力比較

また一番問題となる1､ロール漁船等の変績でもあらゆ

る運航状況下に優れた機臨性能を示し舶用生機として極

めて適合して、､る

初期にR型駿關を船魁を賊装した場合，麹削した機

關出力が發揮出来ず問題となったことがあったが，これ

は排氣系統の配符が打合せと相運しておったためであり

配管を改善することにより所定の性能を得ることが出来

た.R型駿關装着時の排氣管系統の寸法打合せは，遥

船"i側と當吐との間で特に入念に行い工場公識亜鱒には

変船と同一の配管状態でデッキサイレンサーをも装着し

て運鱒の上．機關性能を確認し疫紹に納入後エ場公試運

鱒時と相違した機脇性能を示すとL､うようなことを未然

に防止して､､る．

第'1圖はR型機關の海上公試と工場公詠の機關出力
の比較を示す同一擬關回鍵敷で海上航走時の機關出力
が多少低下しているがこれは室船のためであり漁船時に
は雨公試時の戯bが一致すること.となりR型磯關は疫
船におL､ても從來の機關より高出力低燃蛮で浬韓されて
し､ることが判る．

補磯として迄速回鱒で使用されるR型機關は軽負荷
時拶艤温度が下り從って香速が低下し，負睡の發生する
位領が遅れて擶氣状態は多少悪化するが，従来の機關よ
りは吸入空氣丑が多量で，全負荷に亘って機關性能が政

善される

@10.從來の機關のR型機關への改造

既に変硲に装蒲された機關の吸釧索カム，排氣管およ
びデブキサイレンサーを交換し，ビスI､ンのパルプ逃を

再加工すれば，簡単にR型機關に改造可能であり，出
力を墹加出来る街肚より客先に納入濟の機關でﾌ･ロペ
ラの過大により規定回輔数にお↓､て耕氣温庇が異常に上
昇してb,た船に對し，船燈およびプロペラを存來のまま
何等改迭せず機關の承をR型に改迭して問題を解決し
た疫例を第3表に示す．

第3表蝿皆において基本機關装蒲時とR型
改遥後の釧氣温庇の比較

機開T6EK型

氣筒挫250m/m 行程380m/m

氣筒数6筋 回蝿放380R.P_M_

基本IH"250馬力

（千葉闇三郎殿納入第六千鳥ｿ[注磯）

割;8蟹謬慶厭瞥･臘嘔

普懸蕊’
Ｃ
Ｃ

Ｏ
○

８
２

娼
謁

Ｃ
Ｃ

Ｏ
○
３
８
５
９
３
２

なお主機を_R型に欧法する際には，スクリューアパ
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－チ1．－，および船型等を考慮に入れてプロペラを大型

となすことが必要であり，安全法により刺j系寸法を計算

するとともに，推力軸受クラッチおよび逆純機の容祉を

再撤討する必要がある．

§11．R型機關の使用賓統

R型機關は一稀滕納入以来醜に1年半以上經過して

↓､るが，機關の販扱方法は從来の機關と何輔拠らず,R

型となったことによる故障や不具合個所の發生は全くな

第4表舶用主激闘R型機間納入遮鏡

（昭和31年5月蓑で) (改迭は含まず）

くあらゆる海上状態の下で安全に運航を識行し，同馬力

の4サイクルディーゼル機關を装着した船に比し，識戦

逓の墹加と，燃料消班の滅少を得て關係方面の好評を得

てL､る第4表に本年5月末までに舶用主機として納入

した機關の変談を示すが，この他に舶用補機あるいは陸

用機關としても数多く納入濟である．

§12．結 言

現在までに納入したR型機關は. r排氣損性方式」

を画I1して釧索管内の睡力脈動を利剛して鐇氣を改善し

たものであるが，更に誹氣管内とともに吸氣管内の嘩力

脈動をも矛晩して，菰極的に充賦効率をも増加せしめる

いわゆる｢吸排氣悩性方式』を適用すれば-屑高庇の出力
増加が可能である街吐におl､て談行中のその後の魁蕊

では． この方式により醜に130％以上の吸入効率と，

30％以上の出力増加を得ている．近い將来過給機を装蒲
せずに．30％以上出力が珊加し，かつ現在のR型機

關より更に燃繋職費率の少L、rニイガタR型機關」を

發表出来ることと思う． （以上）
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天然註・海技入門選書

商船大皐助教援鞠谷宏士A5130頁更220 商船大學助教授聖田浦治A5 未定
既刊船の保存整備 推測。天文航法

商船大學助教授鞠谷宏士A5160頁霊300 商船大躍敦授鮫島直人A5 未定
既刊船舶の構造及び設備風具 電 波 航 法

商船大學助教授－上坂太郎A5160頁蓮280 商船大皐助教授野原威男A5 未定
既刊沿 岸 航 法 船の弱度と安定性

商船大學教授横田利雄A5140頁鼈230 鮮撫京曇鴬'1，方愛朔A5 未定
既刊船 海 法 規 内 燃 機 關

商船大學教擾田中岩吉A5 未定 海抜試験官両田寛A5 未定

近刊雛欝篭鶴鱒 職檸勤議鐙野原職男A5 未滝指塵圖・推進器
商船大學敦援田中岩吉A5 未定 商船大皐助教浸伊丹潔A5 未定

，唾刊繕寄薑ず:聯驚 舶用電氣工學'上巻）
商船大學助教授伊丹潔A5 未定

商船大學助教愛中島保司A5 未定 舶用電氣工學（下巻）

鰄運 航 實 務 商畿大學助教麗宮嶋時三A5 未定
商船大皐撞激潅井榮菱A5 未定 燃料・潤滑油

海 洋 氣 象 商船大學教授賀田秀夫A5 未定
商船大學助教授ノj、山流一

商船大學致授織田利雄A5 未定 舶用機關材料・
海 事 法 規 應用物理大意

商船大學助教授嘩司和民A5 未定 商船大理助教壁清宮貞A5 未定
航 海 計 器 蒸 氣 機 關

商船大躍歌授米田識次郎A5 未定 〈筆者交渉中)舶 用 汽 罐
操船と 應急 （錐者交渉中)舶 用 補 機
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南極調査船宗谷改造の概要（3） 水品政雄
海上保宏迩魁舶籏承郁艮

1V船藍部

1構造

1）諾首材

砕氷のため新に鍔銅製の船首材を滿載吃水線上約

ユ.8米まで砿付ける．現在壱水線部の船首傾斜は基継

に對し35度であるが，新船首材は韮磯に謝して27度

の傾斜になるように寂付･けられる． このため55米の

平均瘤水線で約0.8米前方に延長されることとなる

砕氷時におb,ては約1.4米の「I､リム」を有すると

溌想されるので，この船首材は水ZF線に對しては約28

度の傾斜を有することになり，前號の通り國鍛宗谷丸

･の麓談およびルンネベルグ氏，シモンソン氏等の砕氷

・能力に關する式等より推算して1米の氷は充分昨くこ

とが出来ると考えられる．

船首材は上rF二材に分れ，相互の接合はﾀ凋を熔接

詮で支持された逃散梁と考えその中の1肋骨心距に合

計200屯の静的な等分布荷重が，垂直に加わった時に

も充分な弧庇があるよう設計されている

重迅は上材下材の合計6.6屯である．

2）尾端材

砕氷時陵逃した時の舵の保謹のため鋳鋼製の尾端材

（第2間）を〕”･け:る．後進時鱒舵することを考え左
右雨舷に約10庇の間,､舵を保漣するような形状とな

っている船膣にはﾀ舷，肋板及び燃迩材に熔接によ

って取付けられる．この尾端材は先端部に談ぢ向から

270屯，後方から390屯の静的集中荷重が作胴した時

にもその根本部は充分な弧庇を有する．霊逓は約3.3
屯である

3）舵および船尾材

氷海での操甑性をよくするために現在の単板舵を取換

え溌しく流線型不平衡複板舵を袋術する．遮舵面職は

約6,3zF方米で， これを約9.6平方米とし浦戦時水中
側面秋（約418平方米）に對し約1/43.5とする.舵心

し念のために鋲を併用して↓､る．船魑との坂付ばﾀ賑

肋板とも熔接を用いる．

寸法は第1岡の通りで，これは船首材を各肋板の位

尺厘．
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える設計をされかつ

各「ピントル」が補

Ⅱ紬寸に支持の目的を

果すものと考えられ

て、､る

亜量は舵頭材が約

2.8屯，舵心材･が約

4.2屯，後部の舵骨

が約1.8屯で舵至鑓

としては約11.8屯

である．

雑尾材は爽燭篭堕

器孔を有し，鉈柱が

巾210粍，厚さユ50

粍，踵部は210粍×

190粍の方形聯頂に

なっている．

船尾材は舵軸およ

び睡部をそれぞれ外

板位遥にて固定され

下部壷金位壁涯て剛

維された組立梁と考

え，舵に付て計蝉し

た3場合腫つ､､てそ

れぞれの反力が各部

蛾一座中心初断
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第21,珊尾 端 材一

材と舵頭材とは水平「フランジ」接手により接合され
る．

舵心材.は4個の壷金を有する鋳鋼で「ピントル」を
介して船尾材の壷金に嵌合する．舵頭材は下部の舵刺I
支えの位澄で直匝300粍，上甲板の舵頭受位置で直座
270粍を有する蝦鋼製である、
なお舵後綴にも鋳鋼製の舵骨を坂付け上FF部にて舵

心材と熔接および鋲によって接合される．舵腕の厚さ
ば16粍の鋼板，綻板は厚さ18粍の銅板でそれぞれ主
.として熔接によって各部の取付を行う．
舵心材‘と舵頭材とは1笹のものと假定して次の3通

‘りの状態について計算された．
a)前進速力14節にて舵角35庇を取った時．

イ）各「ピンI､ル」位遥および舵軸支え，舵

頭受の合計6鮎にて支持された場合

ロ）踵部にて支持され，舵軸支えにて固定さ

れた場合

‘,b)理部にて支持され舵騨皮えにて固定された舵中

心に飼喋力2屯を受けた場合

誌局舵心材は'一番SeVereなa)のロ）の状態に耐

に加わるものとして遜吏を計算した誌果，舵柱につい

てはその南側に巾1杯に18粍鯛板で2重張を施しその

前綴には12粍銅板で整流板を取り付けかつ18粍2

渡板の外側に8粍の整流板を取付けることとした・室

た踵部につし､てはその南側に下部壷金の周函を含めて

25粍の2重張を施しその・嘩砿舵往の整流坂に談げ

て14粍銅板で補狸材を取付けることとした．

現在の推進軸注は推進靴孔の部を切坂り，この部で

rスペクダクル・フレーム」に熔鍔こより取付けられ

る．

4） 「スペクダクル・フレーム」

現在の1軸を2軸に改めるので護iこ「スペクタル｡

フレーム」鰯3岡）を取付ける． この碗は氷片の吸
■

込承をさけるために水平とし,前端部鋳物との間は18

粍銅板製の船尾簿で速結するまた船髄とは'8粍の

タI駁を介して熔接によって坂付けられる．

船艦中心より本軸中心までの腕の長さが1.92米の

左右’腿の鋳物で，腕の先端に約100屯の静的集中荷

重が加った時恨部の弧庭が充分であるよう設計されて

ある．

‘
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段
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第3岡スペクタル。フレー』、

綴は平銅を介して熔接により順付け石．なお前後部で

は直接『ブロック』を外に熔接で]RM･けることとし

た．またその前後の前記2重板と「バルヂ」も熔接に

より迩絞せしめる.(第4岡）

なお通ﾀ賑の肋骨は1肋骨おきに袖狸することとし
た． 「バルヂ」の弧腿計卯は次の2通りの方法によっ

たまずrパルヂ」肋骨を第5圖の遡り肘板位睡で固

定された梁と考え，肋骨の中央部に上記氷睡を受けた

場合につL,て機討し更に第6岡の如き『ラーメン」を

考えて各部の應力を調べたが，それぞれの場合につい

て充分な強鹿を有する．

6）熔接
寺、ﾜ ｩ

酒纈澄が鋲溌迭であるので，敦鑑工聖1fを鋲でやるか

熔接で行うかにつ､､ては種蓉橡討した水防，工作お

よび麺吐の鮎等からすれば燭妾の方が有利であるが，

酒材料が熔接性の黙で迩雷かどうかが心配された．こ
れを調べるために夕販，上甲板から「テス1､ピース」

を探って化學分脈引張試験"rビード』曲げ試駿を行
い，かつ制料の切倣脆性を耐くるためにrシ･I･ルピー」
価娯試験等も行った．

これらの試験の結果を綜合的に判断して，熔接性は

特に良好でばなL､がまた不適雷でもないという結論に
したので，茜科料と取合う部分についても殆んど全面

重量は約10.5屯である

5）外板補弧および『バルヂ」

船鰡が氷に閉じこめられた時氷から受ける鯉力は，

米國造船遥機學會誌等を参考として吃水線の長さ1米

について約75.5屯と想定した．よって氷の厚さが1米

の場合は睡力は75.5屯/平方米となる． この匪力に對

抗するためrバルヂ」外の前後部の氷滞の上r下に豆っ

て約750粍の間隔に深さ約400粍の船側縦迩湖を頭N･

けるとともに．藩夕販の外面に2重張を施し合計の板

厚が26～28粍になるようにした.2重板は熔接によっ

て取付けることとしたこの板厚の決定は肋'丹と側船

縦迩材で周園を固定された矩形板に75.5屯/平方米の

睡力が加つたものとして計算してこれに充分耐えるよ

うにした． また船菌尾の新設部外板は25粍の鋼板を

使用し，全て熔接によって工作することとした

「パルヂ」のタ賊唱上述の嘩力に耐えるため25粍鋼

板を使剛し船側縦迩材･も深さ250粍のものを800~
1,000粍の間隔に収ｲJ-ける． また「バルヂ」肋骨は
2言0×gOx11×1|4.5の不錯遜山形銅を使ﾊ］し，上甲板

および下甲板位涯にはそれぞれ「パルヂ」にも銅甲板
を設け，肋骨を肘板で固着する．醤夕販との砿付けは
‐附板および甲板を熔接によって取付けこれに「パル

ヂ」夕販「ブロック」を上線は山形鋼により鋲で，下
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無組員の壷は餐科長以ﾕﾆ症ユ入室， ＝上宮娃2人宝

および3人茎ミ准三吃宮は6入室．科負【主2人皇苣，

4入室， 6人室および28人菫とする‐

醗測溌員の室は隊長副隊長および教授は1入室と

し，他は2入室4入室6人室および8人室とす

る．なお乘組員および襯測隆員内に1名ずつし､る

懲師は2人室として同一の室に居住する．

端挺甲板上前部に船長,掴測副隊長および航海長

の室を，船尾襖甲板(醤雑橘幽甲板)上に通信長，

航空長および士官(2入室3)の室を，上甲板上前

部に捌測嫁長,機關長,主計長士官（2人室2，

3人室1）科員(2入室ﾕ,4入室2）孤測醗員(1人

室2,2人室1）および醤師の室を，上甲板上後部

(rへリーフ・ター」謹着所として溌設された甲板のー

下）に棚測隆員（1人室2,2人室4．4人室4,6人

室2,8人室1）の室を，また下甲板上後部に准士

官，および科員（6人室1,28人室1）の室を設け
る．

b)公室

船尾酸甲板上前部に士官食堂を上甲板上に硬測除

食堂を，下甲板後部に科員食堂を設ける．

なお観測隊長室は剛測除の事務室を錐ねるように

老通されてある

c)調理室等

上甲板上に調理，流し場および湿倉小出庫を設け

る食事は乗組員および襯測職員とも同一のもの

とする

調理室には電動バーナー付重油随（焚口2， リン

グ2，オープン1付うを2個パン焼器,および調

理墓を設ける．

流し場には「ライ采ボイラー｣3畑(1.ﾗ斗焚,1斗

焚,7升焚）％馬力電氣冷凍機付冷砿庫，豆漉製

造機および流し場を設ける．

下甲板下後部奮船鎗に冷蔵庫および樋倉庫を設け

る．

冷藏庫は冷凍室2室よりなりその内容韻はそれぞ

れ約3ﾕ立方米および24立方米で内に約435立方

米の冷凍食（肉類および野菜類）を収容し7.5馬

力遜氣冷凍機2蕊により砿氏-18庇以下に保た

れる細倉距は米麥庫，副食庫，漬物庫の3室に
， 分れそれぞれの内容積は約26立方米， 60立方米

および23立方米でこれらにも内面に似熱丙張を

施して‘7.5馬力電氣冷副嬢1蕊により，冷氣通

風をして掘氏＋'5度以下に保たれる．
d) その他の諸室

正旦7切堕r忘葹

4第‐岡パルチ

的に熔接によることとし，念のため

その第1府は低水素系の熔接棒を用

､､，かつ分析の結果比較的炭素の外

にﾀ版にっb､ては強熱を行うこと

とした。

2．磯 装

1）居住等

a)癌室第5IN

ﾗK

圧

津
呼
雄） 第6側
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，溌線救命艇
11氷第2級
發動機付･救命艇 8.5米救命艇 ’ 7．5米救命艇

木 木製丸型鎧張

”5米

300米

1.20米

約4屯

型 式

全 長

巾（最大）

漆 さ

排水避
(振 出）

排量水
(浦職）

吃 水
(浦赦）

主機械

型ｖ
米
米
米
屯

０
０
０
７

製
叩
却
準

約

木製丸型鎧張

8.50米

2.85米

1．15米

約2.“屯

木製丸型燭媛

7,50米

2．編米

1.00米

約2屯

約5屯

＝

一

三

40名

ラッフィング型

Ｉ
Ｊ
Ｉ
Ｉ

約13.67屯 約8.85屯 約7.1屯

ノ

ー

ノ

59名

ヅフィング型

q70米

50馬力ディーゼル磯關
1基．

(滿戦）6.5節

90名

重 力 型

＝

30馬力カソリン機關
1韮

(滿職)6節
71名

童 力 型

力
負
鉤艇

速
走
端 ラ

イ）治療室

上甲板上後部に設ける．小手術の可能な設伽，

×線装歴および病人用癌蕊2個を設ける．

ロ）洗濯室および乾燥室

洗濯室は上甲板後部に設け洗濯器，遠心分離

器およびアイロン蕊を兼ねてア師戸･ン蕊を設

ける．乾燥室は船尾甑甲板圃癖に設け蒸氣ヒ

ーターにて乾燥する．

ハ）硬測室

（6月戦に記戦濟）

匂通風および淫房

これら諸室の通風は原則として嬢動拾風，自然排

氣とする．暖房は「サーモタンク」による．ただ

し後部の『へリーフ･タ･一」發着"i下の腫遜は直上

に自然排氣孔の設けられなし､ので穫動俳氣を設け

る．また調理室および流し場にも機動俳氣を設け

る．届住厘は通風皐位を3唾劉に分け，1厘劃は

変容積約400立方米で，それぞれ3馬力シロブコ

型通風機)『サーモタンク｣付）により給氣される．

「サーモタンク」の議量は1蕊1噸閉6100,000kcal

である．

勤船艫

慨測陵用物品約400tを收容するため第1,第2お

よび第3船鎗を圃澗Iに設ける．

第1船鮒は内容穣約450立方米（ベール以下同じ）
で,軽質油を錐戦する謹走であって,3馬力の機動俳

氣装錘を設け，また上甲板上より船内のカス撤知お
よび温度測定が“ﾐるようにする．また消防管より

支管を出して，この鮠の上部上甲板上に散水し得る
ようにする．

第2,第3船脆は内容讃それぞれ約460立方米, 610

立方米で他の孤測器材を搭戦する．なお第3船脆の

1部には犬小屋および後部細食庫に入り切らなし､1

部の柵食を搭戦する場所を設ける．

3）招戦艇

（6月鑛己戦後次の通り鍵更された）

搭載艇は4斐とし，右舷に9米第2級發動催付救命

艇および8.5米救命艇を,左舷に11米大發型第2級

救命艇および7.5米救命艇を搭赦する．その要目は

上の通りである．

3要目

|改篭前 改鑑後
主要・ 目

總屯数

全 長

垂線間長

船 梱

滿赦排水透

同上時吃水

同上時1，リム

（1）

噸
米
米
米
屯
米

唖
趣
癖
唖
皿
郵
一

２ ２
Ｊ 噸

米
米
米
屯
米
米

０
２
３
０
０
１
２

１
９
５
８
０
６
１

率
廻
況
瞑
祭
具
Ｌ

約
約
約
〃
〃

｜

’
(註）改造後の垂線間長は船首形状が塗るが

I､リムが付くので殆ど塗らない．
△
■
Ｄ
■
■
■
Ｉ
■
０
３
０
Ⅱ
ｌ
Ｊ
８
Ｊ
ｔ
Ⅱ
Ⅱ

驚熟錨
速力（全力）
〃 （航海）

航綾距離

辿縦行動日数

重油搭敬量

蒲水搭戦量

(2）

14節

12.5節

約IU"000浬
‘0日

638屯

407屯

節
節
浬

、
顕
皿
轆
三
三

４

０
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大谷幸太郎
特許遡審姦宮最近2，3年における船舶關係

特許の傾向について

B船魁の形状，描迭

c船舶の織装

D船舶の躯動，曳航

E推進

F船舶の舵，舵取り装遜

G船舶の安定，浮力装遥等

H水難救助裟冠

J ポート，その他の水上用具

K迭船，船舶の修理､

L潜水

M沈没船引揚げ装澄

以上が船舶の中心をなす類であるが，この他船舶に閲

するものとしては舶用機關は第49類畷氣鰡」第50類
r蒸氣原動磯」第51類「内燃機關」等に， また航海計

器は第100類｢髄氣的諸挫涯」第107類「距離方向位睡

の測定」等にそれぞれ分類される．勿論この他船舶に闘

係あるものは多々あるがこれらは細かくなるので本荊で

は省略することにした．まず舶用機關については,前記

第49類～第51類には特に舶用磯關と↓､う補助類はな

く，しかも内容的にも陸用舶用の腫別をつけ蝿､ものが

多､､ために舶服のものの拳の正確な統計を得ることは困
難である．従って舶用機關につし､ては前回同綴に最近舶
用機關出願の主流をなすと見られる舶用内燃機關につ､、
ての蚕料を示した次に航海計器についてはそのうち特

に出願の多い音響測深磯,魚群探知磯，羅針儀關係とレ
ーダー，ローラン，方向探知磯關係とにつL､ての賓料を

示した．なお航空計器でも自動操瀧装澄は前記第84類

のF船舶の舵，舵取り装遜で取扱っている．

1まえがき

最近2，3年における特許，変用務案の出願は特許制

始まって以来の盛況を來し，逐年珊加の一途を辿って､、
る．すなわち昭和29年における特許出願f鯉は26,369
件，変胴新案登録出願件戯は47,665件でいずれも戦前
戦後を通ずる最高件歎を示したが，昭和30年は更にこ
れを上廻り特許は34,508件で前年より17％職盗用新案
13g60,933件で変に8%堀となった．出願件欺のこのよう
な珊加は戦後わが画の經濟が急速に回狸し，殊に産業韮
鯵が戦前以上の蛾大を見たことによるものと考えられ，
前記の傾向は今後も持絞されるものと恐想される．
錐者は本識召和29年2月談において昭和28年賦まで

の船舶脇係塒許の傾向につ､､て既に説明したが，ここに
その後の状況につL,て述べて象ようと思う．本稿は主と
して昭和29年頃から後の分について述べるが，統計蚕
料には比較のため昭和28年の分も揺げた.･昭和28年の
査料は前回の記事にお､､ても掲戦したがその数値は前回
もお噺りしたように昭和28年10月までの分であり本稿
I乙蛎ける数値は年間のものであるから後者が増大してい
ること勿諭である．昭和27年以前の分を御覧になりた
し､方は前回の記事を参照願いたい．なお本稿は初めて御

覧になる方苓のためを考慮して一噸順序を追って競明す
ることにしたが， この蝿i回の記事と重複する所もあ
り，従づて前回の記事を御覧になられた方にはくどい所
もあろうが悪しからず御了承願､､た､､、

2出願の分類

船舶工業の施園は極めて腿いが本稿におb,ては前回の
記事におけるとほぼ同糠の範囲(本柵こおい丈は,航海
計器において方向探知器を逼加した黙の象が前回と異
乙．なお前回の記事における香響測深儀には魚群探知磯
を含んでし､る.）について論ずることにfする．従って前
回の記事を御覧になられた方はこの頚はとばして次の喪
へお進み願いたい

特許歴で受理された特許，愛用新案の出願は各専門の
,蕊査官により審査されるが,特許鴎ではこれら出願を大
きく第1類から第135類に至る135の部門に分類してい
るそして船舶に閲するものは第84類の「船舶，潜水」
に分類されここで審査されるが， この類は更に次のﾕ2
の補助類に分けられて↓､る．

A用途別による船舶類

3出願の妖況

まず船舶關係の中心をなす第84類の出願状沈を示せ

ば第1表の通りである．この表で出願件数の上方の〔 〕

内に示したものは外國人出願による件数であり，また出

願件数の右方の（）内に示したものは公告されたfi:"

でいずれも出願件数の内敷である， ただし昭和30年の

出願につ､､ては目下審査中のため公告件数は示してな､、

が，昭和29年の出願でも審査未了のものもあるから同

年の閃願に對する公告件敷はこの表より若干上廻るもの

と見られる． また昭和29年の出願で審査中のものが多

いところは前記の公告件数を掲戦するのを差控えた
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第1表船舶 第4表レーダー， ローラン，方向探知磯關係

許） ’ （武川新案）｜ （特 ｜ （変
｜
和
年

諦
昭
釦爾

一
昭
”

用新案） (特

昭和28年昭和29年昭和30年昭和28年昭和29年昭和30年

{%(60)| I;;] |%:1 !8(,!) !" | ,110(‘｡) !” 10． 18(,!) !‘ ｜，

|鰹
昭和
28年 隠禦|獺

4

';"
〔3〕
8(4)

｢21

13(4)

〔31

19(8)

〔21
3(1)

〔4〕

29(3)

〔2〕
15(6)

〔1〕

4(刃

11(4)

夕(1)

〔2〕
5(2)

「
１
Ｊ
、
１
Ｊ
、
ｌ
グ

３
２
６
８
今
４

ｆ

２

１

ｒ

２

Ａ
Ｂ
Ｃ
Ｄ
Ｅ
Ｆ
Ｇ
Ｈ
Ｊ
Ｋ

21(12)

〔5〕
23（2）

〔9〕
25（7〕

1〕
3（0）

〔9〕
蛇

〔2〕
13

７
２
４
△
２
０
３

１
１
２
２

Ｄ
幻
、
の
の
幻

Ｉ
く
Ｉ
く
く
く

く

く

8(1)

(1
20(10) ｊ

ｊ

４
２
０
ｌ
５

ｆ
３
Ｅ

舶用内燃機關にっ↓､て承ると出願fi錘は他の部門にお

ける傾向とは逆に最近波少して､､るが， これは昭和28,

29年甑に多かったドイツ，采イスなどからの戦後協定に

よる出願が一噸片付いた結果と象られる．統海計器では

年により若干の鍵励があり特に昭和30年は変III新案が

誠っているが播別の原因はなさそうだ第3表に示す殴

字のうち鰯洋探知磯に開するものが最も多く總数の60

～70％を占めてL､る．羅針儀淵係の出願は年に10件内
外である．

レーダー，ローラン,方向探知機では例年著しい塁鋤

はなくその總計で100～130件程庇を上下して↓､る． そ

してこの数字は船舶關係のものの承で航空磯粥のものや
船舶に無關係のものは含まれてし､ない．前掲の数字のう
ち各機種の占める比率を特許出願につ､､て大略示せばレ
ーダー，方向探知機， 画一ランの肌に昭和28年は6:3.5
?0.5,昭和29年は5.5:3.5:1，昭和30年は3.5:4.5:2と

なってv､る．航隻織月lのものを含めばレーダーの比率は
ぐっと上昇する．

一方ﾀ画からの出願につし‘て単ると第84類の關係で
はイギリメが最も多いが媛近ドイツからの出願も堀えて
きており，次↓､でアメリカ， フランス，スエーデンの順
となり，スイス， ノルウェー，オラン〆などからの出願
も若干翠られ珍らし↓､ところではモロッコ，スペfンな
どからも出願されている舶ﾉ1I内胤機調ではスイス，ド
イツからの出願が多く，その他の各國の出願は雌かであ
り，航海汁器關係の出願はアメリカからのものが多い．
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以上の表からお分りのように船舶關係の出願も他の産

業部門と同様に年を増加してし､る． 昭和30年における

賓用新案の出願は前記に比して約40琶珊と大巾に上昇

したがこれは救命具關係の出願が念塒したためで，その

他のものではそれ程大きな塗化があった鐸ではない．な

お4年前の昭和26年と比べて象ると昭和30年にお↓､て

は特許出願は約2借に，また愛用新案の出願は約3倍に

達した

次に舶用内燦機關，航海計器につL､ての出願件数を示

せば次の通りである

第2表舶用内燃穫關
4出願並びに特許の傾向

船舶關係の特許出願で最も多し､のは推推關嬢でこの顔
向は維戦直後より現在に至る寵で塗ってb､ない．この稲
出願には外國からのものも相歯あり， ド､イッ，スイス，
アメリカ，その他の國念から出願され内容も手堅いもの
､が見受捗られる般近の傾向としては可鍵ピッチプロペ

ラと""j推進に關するものが非常に多くなってきてい

る．可鍵ピチプロペラは戦後からかなり出願されてい

るが，特にここ2,3年優秀なるものが多く，従ってこの

菰のものは特許される率も珊えてきてL､る．また墳鮒雄
進に開するものでは（1）座縮筌氣を噴射させるもの
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<2)Wnkを吸入しこれを噴射させるものと(3)排氣ガ

ニを砿射させるもの，と大きく3つの型式に分けられ，

件数もそれぞれほぼ同羅座に出願されてL､るが未だアイ

ディアとして注目すべきものは少く特許される率も低b、

ようである．最近特許されたもののうち特許第219,654

銃（特公昭30-7,656號）の發明はﾌ･ロペラ先端からガ

メ暖を吸射させることにより吸射作剛を有効に利月Jした

ものである.前記の特公昭30-7j666とは昭和30年特許

出願公澁第7,666銃の略で以下同様である．以上の他で
は舷外椴に閲する出瓢が目立ってきた．螺旋推進器に閲

するものでは最迩寺に坂上げる程のものはな､､ようであ
､る．和船等の舟WWぎ挫澄に開する出願は毎年必ず出て
ル､るが最近のものでは特許第216,182銃（特公昭30-
.3,766）の「単爽繼幽器』は癖衆の作動膜僻を胴しるこ
とにより有効推力の珊大を岡つたものでこの菰のもので
ば優秀な發明である．
猟錐關係と共に例年多く出願されるのは職裟関係であ
るが，この菰のものでは從來より〆ご『 卜と鮒口蓋に關
するものが雛倒灼に多い．ダピツ ’､には昔から多敬の特
許が存在するが内外の造船愈祉は年寒薪い､タイプ･のも
､のを研究し特許出願している。そしてその内容も恐るべ
きものが多く特許される率も高い國内からの出願の大
郷分は有名識船翻il:からのものであり，佃人の出願も若
干あるがこれらも法船愈耐t關係の人からのものであるよ
うだ．鍛近特許されたもので鯉れたものはし､ろ､､ろある
が1例を翠げれぱ特許第203,504銑（特公昭28-4,373）
のものはボー1，の最維振出時における面繋を受けないよ
うIこ工夫されたものであり また特許第212,704"(特
公昭29-8,382）はボー1､の重量をほぼ水平方向に私用
するようにし〆ピッ ’､の高さを職域するようにしたもの
でいずれも注目すべきものとL､えよう．舳口蕊は4,5年
前までは殆んど外國人出願で占められていたが'ここ2，
3年來國内有名迭船曾祉からの出願が急速に珊加してき
たことは慶ぱしL,ことである．しかし内容的に桑るとな
かには從米の鮒口薙の設計的な改良に過ぎな､､ようなも
のもあり，總織りに象て優秀な溌明の出願は今鈎こ俟た
ればならな､､ようだ．錨およびその附闘具に開する出願
も毎年仲盈多､､が特筆する程のものは見當らない
この2，3年の間に急激に珊加したものは救命具關係の

出願でその珊加率は蜜に目墨ましL､ものがあり．この菰
出願は昭和30年には特許，愛用新案合せて約150件を
.数え第84類ではI､ツブに立つに至った．これは洞爺丸，
紫雲九をはじめとする最近の相繼ぐ遮難事件の避雷も多
分にあるものと考えられる．この關係の出願は殆んどが

佃人出願でアイディアとしてゑるべきもの少く雛迭につ

、､て改良を施したものが多い．愛別議案の出願の多L､の

はこのた鞠であるが，その椎避も從來の公知文献に記載

されたものと類似のものが多く出願件数に比して特許さ

れる鞍ほ少b､、救命具關係で最近許されたもののうちで
は特許第206,458號（特公昭29-1,623）の救命衣が注

目される．最近救命画一ﾌﾟの發射装涯に關する出願がよ

く見受けられるがこれらのものは内容も堅蛮なものが出

ている．この種のものでは特許第208,382談（特公昭29

-3,363）は樫れたものであろう．

船舶の種類に開する出願にはL､ろbろのものがありそ

の程産も割合に商1,．この菰のものでは淡喋諾．土運諾

が多Lことは例年と鍵りな､､、漁船に關するものも特に

地方からかなり出願されそれ相営の効果を學げてL､るよ
うである船獄装腫に關するものも漸次塒えており特に
外國人出願が多くなってきてしる最近のものでは特許
第210,694銑（特公昭29-6,337）の土運話は排泥I職こお
いて自動1勺に船魁が顛倒し排泥後は綜合復元力により自

動的に原位涯に復蹄するものでアイディアも優れ変施成
談も良好なようである．

船澄に閲するものでは媛迩各菰抵抗を職域するように
した船艦形状に開するものがかなり見受けられるが，明
細響にその理論鱗成が寸分になされて､､なかったり，ま
たは変鹸証明なども提出されていな､,ものではその効果
の確認が困難である．この種の出願ではその特定の船燈
形状に韮く効果の確認が重要であって，これを証するに
足る説明なり蚕料なりを付きれするようお願､､したい．
高速艇に關する出願も間煮あるがこれは外國人出願に優
れたものがあるようである．最近わが國にお､､ても鑑リ
ーステル樹脂などの合成樹脂で作った船避が研究されて
L,るが，この方面の出願もぽつぽつ承られるようになっ

た．船瞭構造では特許第215j170M(特公昭30-2,120)
の二重船燈は一寸お面白いものであるがその査用性につ
L､ては目下の庭何とい､えないようである．
舵に開する出願は例年件数は多くな､､が優秀なものが

比較的多､､、最近の傾向としては油歴操舵装躍の分配
弁，追從！に關する出願が多く内容も良L､ものが出てい

る．船の自助操舵装践に開する出願朧このところ割合に

すぐない最遜特許されたもののうち目ぼしいものとし

て特許第206,117號（特公昭29-1,020)の舵，特許第

211,996號（特公昭29-7,769）他の動力操舵装睡などが
翠げられる．

潜水關係の出願は特許では深海用のものが多く変用新
案では漢海月Iのものが多いが全般的に深海用のものが増

え為傾向にあるようだ．深海潜水磯では特許第208,743
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號（特公昭29-4,520）特許第214,881跣（特公昭30-

2,125）などが露し，浅海用のものでは特許第199,268號

（特公昭2←176）の摺永マスクが良好な笈施成績を翠

げてL､る．

水上遊戯具關係は愛用新案の出願が活溌であるが，こ

れは水上スキーや水泳袖助具に開するものが多く，程庇

ほ概して低い．これらのものは昨年逢りから急速に変施

化されこの傾向は今後釜奇助長されるものと考えられ

る．しかし単なる思いつき程度の出願も相關多く拒絶に

なるものが多い．この類ではモーターポーI､に關するも

のも珊加しており，また最汚國内の有名會杜からゴム浮

舟に關する出願が堀えてきたがこれはアイ莞イァも仲・々

スマートで愛用的なものが出てし､る．

亥は舶用内燃機閲について述べると，この關係の出願

はデイ一壱ル稜關とガスターピンの出願が主力をなし焼

玉嬢關，逆鱒装遜などの出願は極めて少､､、ディーゼル

震關では外國からはズルツアー，マン，パーマィスター

などの世界的なメーカーの出願が多く，國丙からは一流

遥鐇會赴が優秀な出願をして､､るが中小メーカーや個人

の出願は概して程庇も高くなく從って特許されるものも

少､､ようである．外國でもわが画でもデトーゼル機關の

大型化，高出力化につL､て研究力錐められ，そのための

過給，鋪氣に關する出願が數多くゑられるこの方面で

は從來ズルツアー社の發明が高く評便されて､､ろが最迩

わが函のメーカーでも特許第220,674號（特公昭30-

8,553）などのユニフロー型の大型機閲に關する發明が

なされ資施化に成功したことは見藩ずととができない

ガスターピン關係につ､､て象ると外函人出願はス甜寡

のテクニシエ，スツデイエン証の出願が多く，同賦は

密閉サイクル型の室氣タービンについて特許第219,360

號（特公昭30-7j301)をはじめ数多くの優れた特許を

とっている．わが函でも一流會赴では競争的に研究が進

められてL,るが未だそれ程の成果は祭っていないようで

ある．從來画内からの出願は例えば翼の固定装匿とかタ

ービン外厘などの部分的な改良が多かったしかしこの

1,2年における出願内容は研究のあとがうかがわれるも

のが次第に表われ今後が期待される．

次に航空計器關係について述べると，まず魚群探供職
では従来の記錐紙上に記錐する方式から船の至周園をブ

ラウン管上に示すようにしたPPI式に移ってきてb、
る外里出願は多い年と少い年とありzF均してL､るが殆
んどがアメリカよりのものでありその技徳程庇も高い．

雷響測蕊儀は浅い海底でも糒碓に測定できるようにした

もの，船の進行方向の深さや地形を測定するようにした

ものなどが増加してきている．最近のものでは特許第

216,524號（特公昭3L-2,437)などが目ぽしいものとい・

えよう．羅針隣では最近の傾向として誤差防止を!則った

ものが多くこの種出願の約半数を占め，また磁氣瓢針隣

と韓鯰雛とを組合せたものが多くなってL,る．そして殆

んどが肱氣的なもので捜械的なものは少い、國内からの
出願は有名計器曾趾からのものが多くその技術ﾌk準も外

國に比べて劣らないものが出てきたことは心弧､､・外図

よりの出願は殆んどアメリカからのものでイギリス, r.

イツの出願が若干見受けられる．最迩特許されたもので

はスペリー杜の特許第214,190號(特公昭30-1,485)F

イツの特許第217,311號（特公昭30-3,“2)などが注目‘
される

最後にレーダー， ローラン，方向探知機につ､､て一言

すると， レーダー， ローランに開する發明は昭和25～26‘

年頭に重要なものが出願され，その後は大きなアイディ

アで重要なものは少く部分的な装歴に閲する發明が多・

､､、外國人出願ではアメリカよりのものが多く程庇も高

いが國内會祉からの出願にも最迩僅れたものがあり外國
人出願に比して遜色なし､ものが承られるようになった．

方向探知機ではブラウン徹に直覗するものと自動方向擁
知機に開するものが多くその内容も商級である．最趨寺
許になったもので優れたものを二，三示せば，図丙の出
願では特許第203,878M(特公昭28-5,522)のI無線方
向探釘職」特許館207,917號（特公昭29-3,161)のr周
期信溌珊幅装涯」特許第21“58號（特公昭30-1,9ﾕ1)，
のr髄波方向計測方式」外國人出願では特許第208,353．
銑（特公昭28-3,559〉の「非混合式信跳組合せ回路｣、
など力認げられる

5むすぴ

以上で最近における船舶關係の出願並びに特許の傾向I
につ､､て概競したが，ここ2,3年め出願についていえる

ことは単にそのfi"が珊加したことの象ならず，函内力彰
らの出願に質的にも次第に催れたものが出てきたことで

あって，この鮎披に明るいものが感ぜられる・最迩とな
えられている生産性の向上が企業合迩牝により一時的に

は可能としても基本的には技術の發逵に俟たなければな
らないものであり，技術の發逵，特にその飛寵的發逵を
筒すものは發明であって，今後釜をこの方面の溌展が望
まれる次第である．文章も生硬であり不十分な筒prも多
六あることであろうがこの鮎は何卒御寛容を､､ただきと

の小文がこの方面の何等かの御参考になれば箪者の砿び
とするところである． （了〉
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談が亥冬と得られる．

よって第2岡の如くリング回路の各奨筌管の負荷に，

歪計Bridgeを接談すれば歪計はパルス朧分割信鑑で鴎

紅u【ⅡER心IuElⅡⅡⅡ11ⅡIⅢⅡⅢⅡⅡ【lⅡ【ⅡⅡⅡⅡ1Ⅱ皿IIp冊lllHIlⅡI】【ⅡⅡlHIHIIIⅡⅡ』ⅡⅡ11ⅡIⅡpII

電子管切換10現象歪測

定装置ご測定例
至言↑ブリリテ匡霞

石山一郎
弧総技獅研究所瀬馳僻遮祁

塞議匠守

4

卜

J一
測定装魁．

1. はしがき
第1mbrockdiagram

これまで歪,振動等の多現象測定装涯は髄磁オッシロ，
ペンォッジロが睡倒的に使用されてきた.併し1鑑室，
工場'現場などで迅速な測定結果を必要とするとき，砥
磁オッジロは現象の操作を必要とし,ペンオッシロは直
接記録されるが'機蜘勺な振動系を使用するので測定周
J"k帯域に制限をうける不便があった．
また,髄氣工學の分野で庇く使用されているCathode-

Rayrubeによる多現象測這炭遜は,多くの人盈により
試みられているがその方式は概ね次の如く分けられる.

1）同一管内に多数の電子銃を封入する
2）砿子流の分割を行う

3）走在(Scanning)回路を設ける
1，2はﾀ掴で8現象く．ら､､のものまで愛用になってい
るが，わが画では最近2elementのCathodeRay
'rubeが作られるようになった
3のものは一般にelectricswitchと秘して2ele-
nnentのものがよく使用されている．
今回3に厩する切換方式Iこよる10現象盃測定装遜を

完成し・應力，振動等の測定に浦足すべき結果を得たの
でその概要につ↓､て述べよう．

雀計brid9c｡〉<8 38[><B 84

_｢L

PI ):p2)-(P3吟(P; 4

Pう）一く砥
h 'ルダ''ロ鰐PI

P6）＜B6

PIOHP9)-(P8HP 7

0＞<8 4 砿＞く8781

鱒【I鱈Q●■と＝＝

mthME-Rαソ功"

第2岡リンク・回路

動される．故にBridgeの出力を10個並列に接叙して

も互､､に他のCIwmnelと干渉を起すことはなく，ユ組

の増巾器で墹巾を行うことができる．

第3岡Aで作動の設明をすれば次の如くである。

a) はBridge印加パルス信溌

b)はBridge出力信號で，歪による抵抗鋤このため

パルスカ娠巾鍵調される．

c) 100KC發振器信銑に同期した10個のstageを

もつ階段波形で，パルス信號と同期してし､る．

d) bとcの合成信號で各信號の間隔は階段波信號に

2．装置の概要

木装置のbrockdiagramは第1間に示す.パルス回
路はリングに接談され, selfrunningを行い，その發
振周漉政は凡そ100KC附近に選ばれている．
従って100KC發振器の同期信號をこの回路に適溌に
印加すると，正確に100KCに同期したパルス時分側信
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E ｣I I I I 麺庭愛調信競 第4岡パルス方式と交洗ブリッジ方式におけ
るケージ祗流の比較

しているので交流，直流方式に比較して出力，安定性に

有利である

すなわち第4岡に示す如くbridgeに印加すあ泄雌が

等しい場合その平均髄流はパルス方式の方が遥かに少
い・このことは更に商い迩腿が盃計に印加できることを
意味する．

次に測定に必要なのはパルス波形のzIZ坦部のレベル蕊

化であるが，導線，歪

｜ ； 篝

I

ブラウン管映儀信競

第3EI (A)波型作動岡

F

B魚

' ! ' l l 'l' l ' B'“

部の中央が輝鮎として

仰f郷． 映際されるから，容駈
の影審は測定上現れな

い．從って木方式では

影噂 交洗方式の如く篭遜，

抵抗の平衡を鯛節する

銅鐸。 必要はなく抵抗の承の

A輝鮎をX軸に配列 B流産をY軸に配列
（入力零）

A'入力状態で振動采ぺ B'波型の直覗
クI､ラ･Z,を示す

第3岡(B)波型作動間

より自動1勺に分離される．

この信鑑は切換SwitchによりX軸,Y軸に印加

することができる． （第3EIB)

e)諏庭鍵調信號で100KC信競に同期されている．

従って階段波形と同雛にパルス信競と糖に位遜が一

致し，この信號はCathode-raytubeの制禦格子に

印加される

Cathode･raytubeにはdの波形が映験されるが,狸

め輝腿鍵捌信競の尖頭値で， ビームが射出されるごとく
Cathode-raytube調節すれば,Fのごとく各現象は尖

鋭な輝黙としてCathode-raytube上に映蝶される以
上が本器の概要である．

3． 本装錘の特徴

本方式では既に述べた如く，歪計にパルス電唾を印加

ﾘ脈 I

笹〃

郷戊誕調備2 ．ｰ一・・､.｡． 、昼』'u~~"~ハマ
平衡をとればよ↓､・第

5岡に以上の説明を示ム

ヤ 輝具 す． ，｡ ‘
ヤ

記録部にCathode-
第5岡謙量の影響 Tavtubeシイ‘肘雨、一

記録部にCathode-

raytubeを使用して
いるので,波形,位

相，振幅が直覗で
きる．また電磁ｵ
ﾂｼﾛの振動子の

如く過大入力によ
る破損，感庭の不

同,加速鹿,振勤の
影窪が全くない．

卿
がＩ

γF、 X

l/f
第6岡
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までは超使用できた．4．切換周波敏と測定周波数の關係

ユ0鮎の現象を順次走在して測定を行うのであるから各

現象は難の述識で現わされる．

従って測定可能な周波数限界は切換周波数の醗數とな

る．

被測定波形を』W純な正弦”診と般走して取扱って象る
と次の如くである．
IMI線の長さs･周波數f.波長I･師鮎の樫dとすれ

ば切換周波数f乳は

蝿一号f

で求められる．
Sば銘6岡に示す如く波高Aによって愛化するがs
とノとAとの畷係ば

・雲懲IW!､/H(-::)｡ d=

-41:',/H(2irAc｡s2藤子)｡d=
y=Asin27zx/J,2冗x/J=tであるから

5． 記録器

記録器（弧餓撮影装遇）は現在2種瀬のものを使用し

てL､る．第7岡は35rnrn巾フィル上または印鑑氏悪阻

であり，第8間は35mxn, 120mmフィルムまたは士

ツシ戸紙粂用である．また一枚鴬しもできる．

第8m35mmフイル.ﾑ" 120xnxn

フイルム兼用器
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第9EI Cantilever歪計配涯

{隷縄/,-Kgsin"t),, 1s=4,/(Jt )'+｡曾‘ dt

となる

輝黙の狸を1mm.Jを50mm.Cathode-raytubeの
口樫な130mm(有効征をその80%とすると約100mm),
切換周1"100KCとして測定限界周波数を求めると約
400cpSとなる．礎際の測定例からみても概ねこの限界

第10岡卸黙を横軸に配列した記録

第l1岡同上振動状態

市
‘
。
且

－

第7M35mmフィルムの専用器 第12固滅表振動雁力記録
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第15岡進水時船鰡睡力詑錐

1

､
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第13岡激衰振動態力記録
12rnm記錐器による記錐例
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第16岡進水時惣力測定例

使用中の術況で，3蕊で30職の睡力を測定中である．

7． あとがき

木鮭遥は耀切5Channel.から研究を進め，現在10

Chgnnelのものを完成し菰之の遮験に盛に使理してい

る．

取扱の容易さは2x,20輪の計測をほとんど1人で変

施可能であり，また振動方面の研究，変験が多くなって

､､るが．木器は泌蔭，位相，分布が直覗できるので誠に

具合かよい．今後の歪汎腱器の進む一方向とも思われる

が，御批判，御教示を戴ければ幸である．

第14岡衝繋懸力記録

6．責験例

第9岡はCfmtileVerの歪計配遜剛で，第10団は麺

黙をY軸に配列し振動零の場合．第11図は振動状態

で振幅がその黙の振動惣力に比例する從って被測定戦

艦の振動スペクI､ラムを現わすことになる．

第12岡ばCantileverの減褒辰動記録で第13岡は

120mm記録器で同波形を記錐したもの．

第14厩は衝撃應力記錐で現象は約100cps.

第15回は進水時般艦睡力記録の一例で最大約7kg/

Tnrngの睡力値を示している第16岡は同変験に本器を

昭和31年科畢技術研究補助金被交付者一蕊，。 蝋位(1,000m) 1956.6.27
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推進器翼狸麗の資測

船舶の波浪中における復原性に關する疵究（第3年度）
2スプール型過給器顛プ向アーの試作研究
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森〃 左 近BLOW7 BY
三井識蜘一懐開国

垂質油使用時総料弁の不具合でかつPistonRmg不

良化して鱸漁睡力の低下(32kg/cmg)をきたし燃焼が

AfterBurningとなってこの現変に画面した瞳験を筆

者は持っている．いずれにしてもBlowBy防止は取扱

Engineerとして重大關心時であらねばならな&､ ．

はしがき

Blowbyとは何かと問われることがしばしばである

が，これは別にBloWbyと単濁に切はなして論ずる問

題でなく，突きつめて行くと結局はPiStonRingの問
題であると思う．故に取立ててここに特別諭ずる必要は
ないとも思うが，以下述べてぷるも

BlowByの状態および原因

在来船舶の主綾でCylinderLiner磨耗が氣筒直經

で1％磨耗するまでは使用可能なりと蕪せられてきた．

氣筒狸750粍のCylinderでは7.5粍磨耗までは使用出

来ると、､うわけであるしかし4Cycle溌淵ならとも

かく2Cycle機關走は最大磨耗が煙で4粍な､､し4.5"
が限腫であると思う．

今ここに氣筒狸750粍のもので氣筒上部に鴎する部分

の最大磨耗が直睡で5粍ある時，識らし､､PistonRing

を装備する． しかし:てそのRingのButtClear"nce

を4粍とすればこのCylinderの還大磨耗箇所でButt

Clearanceは約20粍近かくなる．またRing摺動部で

3粍磨耗したことになるからこの折最大のButtCle-

FMTZ1nCeは38.5粍となるPiston上に最高睡力が加わ

る折はこの間隙からG2sは吹き抜けて行く． しかして

Pistonが上部死鮎に在るI畷上部より2番3番のPiston

Ringの慨置にお↓､てCylinderLinerの磨耗が大職に

お↓､て巨きL､から上部から1，2，3番のRingBu#CIe-

aranceは非鴬に瓦きなものである．

第1岡は或る船で費測されたCylinderLinerの磨耗

状況とPistonRingの關係磁置を示したものである．

BIowbyとその害

BIoWbyとは往鍾肋磯關においてCylinderLinerが

鱈耗IﾝたりPistonRingが不良でCng測曳の程庇が
’鯵しぃ状態をいう．
Pistonを抜き出したまま承るとPistonの下部Ring

切口附近にCngの吹き抜けた後が象えるが， これが
'bloWbyである．

Diesel撰關でBIowbyが起るとCylinderWall

.の潤i碗hが吹き飛ばされて澗滑が不良とな.りCylinder
Wall WこAbrasionが現れてCylinderLiilerの磨耗

をきたすが,一般にこれをCylinderWallにCylinder
-Oilが乗らないというのである

またTrunk型機關でば高睡の燃境カスがC"nlE

'Chamberに吹き抜けて行きBearingOilを汚損せし
めて早期衰退を招来せしめ，結局は通勤部の磨耗を大な

らしめる．陸しき折は高温ガスカ馴蒋なVelocityで
PistonとCylinderWall間を吹き抜けて行くから高

温のHighVelocityGasが通過して行く時は自己の有
する駕睡をPistonRingGroove(RecesS)に與えて
Ring蕨入瀧の山都を焼損せしめる．

I ’

¥j/WZﾜ〃ｸｸｰｦ詞ｱｰｰｱｰブﾗ方っ”クヶ尭苧声
＝一二 一｡■■一一一一一一

一

CYLINDERLINER

〃ｸｸ髭〃‘〃・ も′ ′'′／／〃 ，‘， ‘ ，/，，．I ／／ノ ノ

第1団鱒耗 曲 線
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すなわち氣筒錘澱O粍行程1600粍の機關でCylin-

derLinerの最大磨耗が4.6粍を示す折Pistonが上

部死黙時におけるCylmderLinerとの關係位澄岡であ

るこの型で磨耗しなL、CylinderLiner下部を埜準に

して4粍な、､し6粍のBu"CIearanceを與えねばなら

な､､．故に上部より4番目のRingでPiston上部死鮎

時すでに20粍,最下部6番目Ringで14粍なL､し165

粍のButtC1earanceがあることに深く恩､､を致さな
ければならなし､、

こればPiStonRingが全然磨耗しな↓､折のことで

Ringの擢動面部が磨耗する現変を考臘して収扱者は重
大關心を排うべきである．

Ringが折損ある↓､は磨耗，固着(StiCk)等した折そ
の鍔が基しいが，その原因は

1 PistonRing材料並びに工作精度
2．燃焼

3氣筒内部油の不適正

4. PistonRing敬入灘の問題

5. CylinderLiner磨耗過多

6． 螺油虚理問題

等である．故にその對莱として，次の

1．諜備PiStonRingを下部に新設する

2． PistonRingの形状

の2頚目を加えて今少し突込んで黙たい、

B1owBy對策

1． PistonRingの材料

材料はPistOnRingの象ならずCylinderLiner

においてもなお巨きな要素であるか，収扱考とし

て生半可な智識では却って不徹底になる恐れがあ‘

るので，金闘材料の問題は鄭門家の論に待つこと

にしてここに取上げない．

ただ磨耗の早いRing等の材料は下の窟翼でも示

す遡り睦だしい物がある場合があるから，留意せ
ねばならなL､．

またRingの片面は高雛に暴露さるから工作が不

良であってはb､けな､､，特に旺ingおよびRing

Recessのいずれも下面の仕上げが大鞭である．

2．燃焼

これはすべてを包含したことで全磯に亘るが，こ

こでは燃料弁の優劣並びにその恋1く通を取上げ

る．燃料弁から吸射される燃料油は重質になる程

汕の性格が關係してくる．すなわち誼質油になれ

ば如何に油温を適正にしても燃汕のGurY,および．

Lacquer朕がDieselOilより大であるようであ‘

るからこの黙留意の必要がある．堂た唆孔数を堀
7
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加して瞳孔煙を小さくした方が宜しし､燃焼が悪

1，と正ingの固蒲が多くなるようで結局BIowby

の原因となるから燃料弁は充分研究すべきで未だ

研究を要する個所が多くあるようである．

3．氣筒内部油の問題

氣筒内部油の迩正およびその使用超:はBIowby

に彰響する所が甚大であるが，この問題はすでに

『重賃燃料油使加時における氣錆内部潤滑關係に

ついて』にて識いたからここに省く．

4. PistonRing似入漉の問題

PistonEing.の上面(燃焼室側)は間歌的に高雛
力に暴露されているからどうしてもRingRecess

の下部面は磨耗する．この詰果はRingがRecess

内で毎行程毎に認る(Jump)ことを意味するか
ら松分な應力をRingが受け折損の原因となる．

Piston才鎚は而撰鱸鋼材一脇型あるいは鋳鋼で
ある．この材料は大髄RingRecessの､婚識生
が低いのでその對錐を識ぜねぱならな､､，すなわ
ちRingRecesSの下面を精密仕上げ施行前特別
虚理する必要がある．
M､AN・趾においてはこの面だけ特別虎理して

硬度を上げて､るのがあるから注目に値する．
筆者は重賀油中の騨分(Calcium)はChrome

に對して難物であるからこの除去を行し､，その上

でPistonのRingRecess部下面上Chrome

鯉金を施した↓､と思って､､る
また最近PistonRing恢入溝部が磨耗した折こ

の部分だけ換装出来るようなものが出来ていると
のことを聞くが，もし剖竣なればBloWby防止
に對し非徽に有利と思われる

5CylinderLiner磨凝抵多
CylinderLiner力轌耗する箇"rはCylinderの

上部すなわち高睡ガメ睡力に暴露される行程期間
部で下部に行くに從い少ない
第1剛で上部死製iの附近状態を示す通り｣二部第一
Ringの相對する位涯から260粍行程附迩は急激

なるLiner磨耗の鍵化を示すPistonRingは
この位遥を_ピ下する際曲折力の反復荷重下にある
ので早期折損することになる‘調奇すぺてのこと

は睡縮騨力保持とBIowby防止にその目的を置

き,CylinderLiner磨耗對鎧を立てるが,その

磨耗そのものがまた原因となり悪結果を促進して
､，ろ．

6燃料油の魔理

重鍾燃料油を使蔚するとCylinderLiner,Pi-

stonRingが早期磨耗する．従ってBIoWbyは

不可抗力問題なりとあきらめている有謙が一該通
念である．

原油の性絡によって然ることも確かにあるが，こ
んな燃油（例えば中南米ArubaOriginの如き〉

はそうさらにない

對策さえ講じたら世間一般の通念と相當のへだた
りがあることを張謝したい．重質油になり残留淡

素が多くなると，何んとなく油中にざらざらする
異勃が在るような鉛挺を起こしている人がある
が,このような燃料油は現在のMarineFuelOil
市場にはない

不純物として汕中に含有されいる物質がざらざら

と感鯛にて感得蝿ﾐるものなら非稚に具合宜しい
が，汕中にとけ込んでいてCentrifugeにても
Filter類でも除去出来難し､物質がある． ここが
溜出油すなわちDieselOilと異なる所である．
その他例えばCetain償の如きものは大型低速擬
關に考慮する必要はない．この不純物中でcyli-
nderLiner,PistonRing磨耗に一番有謹なもの
は確かに璽分(Sodium-Calcium)である．
この完全除去が現在化學的にも未發見である
A.通.L比重でﾕ30(0.9792at60｡F)以上位の

ものなれば水洗いしてすなわち武蔵に清水を投入
して璽分をうすめ水分のままあるいはSIudgeと

なしてCentrifugeにより蛮涛ない程産まで除去
出来る力鈍重が大になると現在の遠心分離器では
水分除去が出来な､からこの黙が重質化が進むに
つれて取扱､､魔理が面倒になるわげである．しか
し遼心分離器のCIarinerは異物除去の承はその
目的を果すから氣長に出来るだけ回数多くかつ燃
料油中に故意にSIudgeを形成せしめて塑分除去
につとめて行くべきである.Mk分､は加熱中V.apour

となし楽に除去出来る方法があるから問題でな
･ ､，、

臓底琵重質油』という題名ですでに述べてL,る
通り鯉分(Calcium)さえ除去出来たらDiesel

Oilと何等梨なる所なく使用出来ると弧調する・

滴司重質油を使用してPiStonRing, Cylinder

T.inerが早期磨耗しBIowbyを起こすと↓､う
ことは燃料油の虚理を識研究すべきである．

7．溌備PistonringRecess新設
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睡力均衡を計りRingRecessの磨耗防止になる

故に上部Ringの切口 (ButtClearance)を矢

雌に氣にして小さく小さくと刺經をとがらす必要

もないわけである．

S.Lock型はRingの上下およびRingの背面

ともに雌力の吹き抜けを極否する1綴島である．

『舶用磯闘士の承たるPistonRingとCylinder

Liner磨耗について』という題目で韮に述べて亜

復するが一つのPistonに6本もRingを有す

る目的はPiston上の最趨僅力の荷亜を段階杓に

雌力を下降(StageDrop)せしめて燗冬Piston

Ringの片面適庇荷亜雌力緩和を計るためである．

故にPiston上部にはCrossCut型を下部には

S.Lock型を装附すべきが本来の對乗である．

もし6本のRingを有する折6本ともCroSSCut

型を装附しても､る磯關力獲りとすれば，この鮎に

密意せずかつB1owbyに全然關心を有せないの
であるとb,える．

I /"／

！ ー ’

第2岡

「
「
．
）
’

一
一

一

。

■

己《一正耳 ｝
〆

i l

一一一*｣
R I

Ｒ
Ｉ

Ｉ
」

--~..~~<ミー、

第3岡

第1岡に示す遡りPistonの~F部近き箇所で相對

に在るCylinderLinerは割に磨耗が少な､､故

に上部相對關係繊壁のCylinderLinerが磨耗し

てB1owbyが錘多になれば圖中黙線で示す如き

謹陥とも秘すべきPistonRingRecessを始め

からPistcnに作製して置きここに新Ringを入

れてB1owbyに對虚すべきである

その折上部RingはただScavengingのTiming

節にあるものと考えて行けばいいわけである．

かくすると T.iner磨耗は新たなる箇所から始

まりT.5nerの涛命は伸びかつBlowby防止に

なる．変際上部Ringを坂り去っても吹き返し等

の不具合は全力蓮鱒時洩れてこなL､．しかしこの

吹き返しとかあるいはまた鵬精睡力低下を氣にす

るならFootLinerで5粍位Pistonを上げら

れる．

8. PiStonRingの形状

Ringの形状は種盈雑多であるがRmg切口部の

擢遥により

(A) CrossCut型

(B) S･LoCk型

の二種に分けられると思う．第2岡は前者で第3

岡は後者である．

CrossCut型はRing_上面の睡力がRing切口

よりRingの下部に吹き抜けて行きRing上下の

結 論

Blowbyということは時折耳にするがしからぱ如何

にしてこれを防止するかと↓、うことは除り關心が持たれ
ていないという感を塞者は受ける．このことは歌米でも

殆んど同溌である．

油屋はCylinder内のCylinderOilおよびCrank

CaseのBearingOilの問題から盛んにB1owbyを口

にするがさて如何にするかという問題になるとEngine
の栂法に關すことであるから限変が左り，その蜜鎧に飛
び込んでこない・一方EngineMakerは潤滞油の問題

をまず坂上げて自分の甑分､は充分研究しようとしない傾
向があるのでないだろうか．

換言すれば互に自己の領分外のことを攻めて自己の領
分を等閑に附しているような感を世界各地で受けた塞昔
であるからいい過ぎた感があるかも知れないが，敢えて

苦言を呈する次第である．要するにB1owbyとはむず
かしい問題でない, PistonRingは高延ガスを次き抜
かさないために装術されているからその目的を采せしむ
ればそれでBlowbyは解決するわけである．
BlowbyとはPistonRingJpCylinderLiner"

耗問題で取り上げられている問題でBloWbyとして特
別に取り上げて論ずることでな､､と思うがB1owbyと
は何かと､､う質問に接することがしばしばであるからこ

とさらにここにBIowbyとL,う題目を並べたわけであ
る． （以上）
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あ か つ 当 丸一

一ウォータートラクター型更船一

高木敬太郎
腐川魁亜~に粟･歴塗諜木.没含i雲鰹

1． 藍えがき

ぁかつき丸は東京港海局の御發注により岱謎において

韮造した曳雑蛾交通船であって，昭和28年12月起工，
翌29年5月竣工,引渡を完了し,現在東京港において
港内曳船錐交通雑として活躍中である・
本船はプォイI,シユナイダーフ・ロペラを別圖に示すよ
うiこ月雛前部に装伽しているいわゆるウォーターI､ラク
クー型拠船であって'曳船として高性能を有している.こ
の麺曳船はドイツ図においては多数孤鑑され就役してい
るが，わが國においては本船をもって噛矢としており，
ドイツ画において現庄迄に建迭された船と比較しても本
雛力鍛ブ錘1，最大馬力のものであると信ぜられる・
あかつき九は曳船として使用される外，乘客定員50

名の推内交通紺として使珂せられるため，庇慨な客室の
ﾀ感為の乗客設術を設けており’さらに我國首都の玄開
口たる東京港において活雛するにふさわしく，軽快優美
なるﾀ卿を有している。以下本船の概要を紹介し参考に
供する次第である．

2． 菫 要 目

主要寸裁等
長 25.64m

全

般舶法による長さ 23.80m
垂線間長 23.30m

巾 7.00m型
2.95m

:,,"(繼謹鵬,趣赫輌ょD) 3.52m
瀧戦排水量 195.11t

‘噸数および賓絡等
總噸数 128.00噸
純噸数 4ｦ．00噸
甲板下穣器 299.70ms

格 第四級船賓

航行唾域 平水逼域
救命設術 第三種船扱

・船型舷弧，梁矢等
船型，甲板暦数 平甲板船,一層
絃 弧 月癖1.10m,後部0.30m

，甲板磯城
揚錨機型式憂數電動淡型’壷

力愛 1.35t-9.0m/mn

＝

一
言

里
リ

『
．
《
菫

一
一 e巳

ー

／

回頭中のあかつき丸

式童数髄動竪 1基

ft 0.4t-20.0m/mn

式墓數葡蕊農’塞
避潟HP, 10mVmn一三6mwn

第1岡回頭中のあかつき丸

繋船機型式童数髄動竪 ’

力逓 0.4t-20．0m/z'

通風機型式墓數葡蕊農’
力逓；§HP, 10mVmnーお

乗員数

乗員数船長 エ名

淡關長 ユ名

尉 貝 6名

計 8名

乘 客 50g

總計 58椅
主機械

型 式過給機付

4サ望fクルデイーゼル磯淵

蕊 数 2蕊
力 量述綴最大馬力 450HP

同上回純数 600rpm

儲脳馬力 360HP

同上回轤數 E00rpm

製作所 タ・イハツエ業洙式禽赴
推進器

型 式 フルイ1､シュナィダーフ･ロペラ

18ES型

蕊 数 2基
翼聞直径 1.80m

翼 長 1.15m

翼 数 4

速力および曳航力

701



’

濟伽品

大錨無鐸式 2.30t 2"

中錨有鐸式 0.40t 1個

大錨鎖 スクツド付 18mm"225mm

中錨索，大索，挽索 1式

傳馬謂 4m×1.42m×0.50m l斐

諸紛容菰

燃料油鮒合計 15.98t:

清水紡 11.16t.

船首水脆 14.04七

前部倉庫 6.76nf
甲板倉庫 2.05ms&
後部倉庫 12.20m3･

3 －段配錘および臓装

本船の一般配躍は第2剛に示す通りである上甲板以
下は水密隔壁によって圃示の如く6唾釧に分たれ船首部
よりそれぞれ船首水翰，倉庫および錨釧庫，推進器室，

試運鱒速力最大

航海速力

航綾距離 9節

最大建岸曳航力

航海用具等

シュナイダーフ･ロペラ操箭装歴

磁氣砺針儀6吋卓上型修正式

篭氣式主穰回韓計

推進器油睡計

深照燈20cm, 500W逝球式

読海燈

諸装置

救難排水および消防装睡

暖房装羅

客 室遜氣式

控室および船員室石油ス1,-ﾌ・

通風装置

上甲板下居住匿に對し，給氣式

10.08節

9節

1100浬

10.50t

基
基
基
基
基
式

１
１
２
４
１
１

1式

式
式

１
１

1式

国.L

－－－

零 一

〃－－頭

鍵

二つやす

｜諄』伽一声Ｌ｜’

瀞鶏 ＃
椴

一七

垂
一二

獄
、

第2回 一般配睡 画
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･鰕員室，機關室．海水鯰および倉雌韮躍船機室となって

いるシュブーイダー推進器は推進器室内に二麩装伽さ

れ，解放瞼在その他所要の場合には､上甲板に設けてあ

る寂外式ブロペラハ叩チより推進器を船外に]反出すこと

､が可能である．本推進器は機關室内の主機により駆動せ

られるものであり，主軸は機關室より船首部へ向い船員

室-1零部の軸室を通過して推進器室に至っており，この軸

室のi卿!I朧燃料油輪になっている．また推推器下部には

茨型の推進器保護材.が設けられてあり，保謹材としての
1目的とともに推進器推力を珊加せしめる機拒を有して↓、
る．

本船の前後端および雨Ⅲﾘにはそれぞれ防舷材･力勺反付け
てあるが，船首部のものは大型ローラー式の特殊形状の
ものであって，特に本船が他船を押す作業に從署1Fする場
合の便を計っている．また上甲板前部および後部には電
動揚雄機および繋船磯が配証され，ポラード，ピッI､等
，『要の繋船装遜力詫附している．また甲板室後端には最
大勝則力避10tの曳航用大型フックが取付けてある．
上甲板上にはすべて木甲板が張りつめてあり，甲板室

月榔には偲馬船を絡納し得るごとく鯉馬ダピットが設け
てあり，また必要に懸じ乘客月】長椅子を伽えかつ天幕を

展張し得る装置となっている．
甲板室内にはその§職に乘客30名を收容し得る客室

が設けられている木室は遥代的擾美な装飾を以って栂

成され，室内には椅子’ ソーフア，テーブルその他所要
の接客設術が設けてあり，電氣式暖房装倫が施こされて

ある．周囲には客車式大型角窓が配され東京池の眺望を
充分楽しむことが出来る．機關室開口南側には岡示のご
とくそれぞれ男子月]および女子用手洗所，便所等が設け

られてあり，その他冷蔽庫，厨室が配冠され室内にはそ

れぞれ所要の設術を完伽してし､る．

甲板室上部には輕快なﾀ慨を有する操徽室および煙突

が配置されてある操I室は本殻の優秀な操縦性:脂を充

館4間 操縦室

分躍使し得るごとく特にその覗界を良好ならしめる所要

の配慮が加えられてあり，室内にはシュナイ〆一フ・ロペ

ラー操欝器，主機回韓計およびﾌﾟ戸ペラー胴油睡計を坂
付けた計器盤，海圖蕊， ソープァ等が設けられている．

またこの甲板の後部には乗客用座席および天幕装錘を完
備してL､る．

上甲板下には岡示のごとく船員用居住設備ならびに控
室が設けられており，疫蕊， ロッカー，椅子， テーブル

等が完附され,特に木匪劉は機動通風装錘を設け換氣を
充分ならしめている．木麗劃の暖房は石油ストーブによ
っている．

本船には上記諸装遜のほか，他船救難刑として排水な
らびに消防設術を有しており，機關室内に装術の主軸ペ
ルト騒耐間防兼救難ポンプ･により夙要の作業をなし得る
ごとく，甲板室後部にホース接讃金物が各舷に設けられ
てある．

また木船には出力50Wの擴謡旨令装遥が装備され

ており，操隣室｣郡にトランペット型スピーカーを取付
けてあるほかレコードフ・レヤー,2Wスピーカー3個，
等が附闘せしめられている． さらに出力10W超短波
無線鯉話装澄が装備され陸上その他との連絡用に使用さ･
れてし､る

4ウ万一タートラクター型曳裾の特徽

ウォー.タートラクター型曳船とは，主としてドイツ函V

にお､､て建遥使用されている特徴ある曳船であって，岡
示のごとくシュナィダーフ･ロペラーを船鎧前部鍋底に坂
付けた曳船のことをしし､，本船型はシュナイ〆一フ･画ペ

ラーの與える曳船としての菰全の性能上の利鮎に加えて

フ・ロペラー装陥位遜のもたらす若幸の特徴を有してい
る．

シュブーイダープロペラーを装鮒する船の特徴としては

いうまでもなく， これを一定方向に走速回韓せしめっ第3個】 客 室
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つ，推進器翼の価斜その他を適宜かえることにより，こ

の推力方向ならびにその大きさを任意に鍵え得ることで

あって， したがって船魁の發進および停止，後進，旋

回，等がきわめて敏速かつ容易に行われ，極微速または

停止中においても，その場旋回，繊推等が可能であっ

て，螺旋推進器船の到底およばない勝れた操削性能を得

ることが出来，低速におb､て種を位睡ならびに方向の蕊

更を要する港内曳船にとってはまさに理想に近､､ものと

L､い得る．またシュナイダーフ・ロペラーは船橋より直接

操縦されるため，主機脇は發髄機用機關と同溌に紗に一

定回鱒にて作動せしめておけばよく，逵力珊波，前後進

切換發進停止等のために主機の操作を行う必要がな

く，本船操作の敏速ならびに確度化を計り得るととも

に，機關の簡易化および磯關員の減少等の利鮎を察げる

ことが出来る．また低速曳航時におし､て推進器の失脚の

大きい場合は，固定翼を有する螺旋推進器装術のディー

ゼル船は，回聴力率により制約を受け主機回韓数の低下

を朧儀なくせられ，淡關の全力發揮が閥雌であるが，シ

ュナ証ダーフ･画ペラーの場合はこれが可能であって大き

な曳航力を渡揮し得る

ウォーターI､ラク撰一型曳船は上記シュナイダーフ･ロ

ペラーを通儲装附せられる船尾部より船瞳中央部船菖寄

り船底に移したもので，蹄攪形状もまたこれに適合する

ごとく特別な形状を有しており，シュブ･イダーブロペラ

－の輿える卜記各特徴に加うるに次のような利職を有し

てL､る．

迩総の曳船にお､､ては，推進器ば船競後端に装術さ

れ，曳船鈎は極力推進器より離し，その前方の船の旋回

中心になるべく通く取付けるのが通例であるこの理由

は､､うまでもなく曳船が船尾を振り旋回する場合，船尾

が曳索により拘束されるのを避け，曳航時の旋回性能を

向上せしめ操縦性を良好ならしめる目的である．この結

果推進器推力は船繼後端に作用し，曳索による反力は，
その前方船艦中央部附近にその着力鮎を有するため，不
安定な鉄合となり曳船が曳航時に進路を保つためには常
に適切なる操舵を行うを要し，皮索方向と曳船の船自方
向が一致しない時は喪索張力により曳船は傾斜せしめら
れ，この結果，i要曳航力に鵬じ適営なる復原力を要し’
曳船に装備する主機關力逓に對し目からこれに釣合った
船膣の大きさを必要とするものである・

ウォーター1､ラクター型曳船にお↓ては，推力發生位
冠が船首部にあり，これに對し曵索は艦尾にあるので曳
航中の曳船針路は曳索方向と勝に一致し易くかつ安定で
あって，繊曵きのため曳鑛を傾斜せしめる恐れはきわめ
て少なく，このため〃霞密航力に對し船燈の大きさをあ

る程匪縮少することが可能である．また本船型は他船の

俄抱航行および押船が容易である．

あかつき丸の船臓寸法は客室設睡により多少の制約を

うけ，上記船魁寸法鏥少の利鮎を充分活かしても､ないが

純曳船として計謹すれば，さらに若幸の新型鏥少を計り
得るであろう．

5．綴 圖

本船の線剛は第5岡に示す通りであって，フォイト社

より，邊付を受けた原案に謝しI･リム調整その他の見地

より，街赴において若干の修正を加えたものである．推

進器位匠は本譜に現在装術の位遜より若干船尾へ移動す

る方が船首下部形状を良好ならしめるので好まし↓が，

客室設睡の都合から岡示位置を選んでも､る・推進器は極
力水平に装術する必要があり，繊倣面における船底厩斜
は6庇を超えないことが塁まし､､

ピルジ部分が稜角をなしてL､るのは，推進器失脚流に

よる耀擁抵抗珊加を極力船底部分の象に止めこれを郷M
におよぼさな↓､ための配賦であり，船底部パI､ヅクライ

ン形状も極力この趣旨に沿って水平になるごとく決定せ

られている．また本削魍は比較約簡取であるため建遥上

も有利であるが,比較的低速にて徽時使剛される機會の
多b､この菰曳船に對してはきわめて適切な計識であると
↓､えよう．

船尾船底には充分な面談を有するスケグを坂付けてあ
り，本船直進時の進路保持を充分ならしめて↓､る・

推進器には翼形状を有する推進器保護材が涙付けられ
てあり，船底下部に凸出して､､る推進器の保護に任ずる
とともに後方に對する推進器推力を珊加せしめてL､る.

本保護材上面と推進器蕊尖端との間隙は倣少であって充
分精密な工作を要するとともに，振勅功止上充分な防澆
性を附與する必要がある．

本船岡のニンI､ランス角は本船の最大速力に對してや

や過大であり，これは岡示位遜に縦方向に推進器2基を

鍵術する結果であるが，船首波高さは推進器吸引流のた
め若干波殺せられ，このため迭波抵抗を滅少せしめ得る
と云われて↓､る．

推進器を水平に装陥する必要上主淡と推進器を結ぶ軸
心は，軸室内にお↓､て若干の折角を有するが’この部分

には後述のごとく，タッフカッフ・リングを使月Iしてい

る．

6． 船彊悶造

本船の柵迭は銅船僻迭規程に準鱸し固着はすべて逝氣

溶接によっている，肋骨･心距は全長にわたり EOOmm
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第5岡 線剛および

てL､る．本船の上部鱸豊勃はすべて近代的軽快なﾀ”を

有しており曲線をもって構成されて､､る．

7機關部および電氣部

主機械としてダイハツエ雛型6PST-25B型無氣噴

射四面程過給機付ディーゼル機關二韮を装備し，この出

力および回興趣は前述の通りであって内經250mnl,行

程320xnmのシリンダー6個を有し，冷却水ポンプ．，

ピルジ鎖ンﾌﾞおよび潤iWihポンプが附厨している．本磯

に使用されて､､る過識幾は石川島重工業製排氣ガスター

ピン式(IEG-27型）であって韮羅津は29%で，ター

ビンP.C､Dは210mnl,邊風機蒻車夕經は270nlm

となっている．また毎分回鯉汝は13000回韓，計遥最大

吐出蝿詮毎分39立方米，睡力1275kg/cmgである．
拙誰器としてフォイI､シュナイ〆一プロペラー18ES

型2基を装備しこの要目は前述の通りである．主軸は鍛
銅燭澄軸で“は110mmJ中間軸受は汕鍔式であり，

軸[訴角部にはドイツタツケ耐製のタツケ・カーブドツ

ースヵッフ･リング各1個宛を使用してしる

以上のほか第ユ表の通り捕機を装備して↓､る．

8．諾試騒

公試運縛は昭和29年5月18日に施行せられ，迩力試
験，旋回力試験（航走中および停止中)，後進および箔

（714頁につづく）

で恥蝿雨側の船底部に燃料油輪を設けてb､るほかすべて

照底柵遥となってL､る． ピルジ稜角部には直浬381nm

の丸棒を使用し，これに船底および郷Iﾘﾀ賑を溶着して

いる・本船はディーゼル船であり，かつ4型の船膣に比

騨勺高馬力の機關を搭戦するため振動防止には充分留意

したが，完成後の変紙に徴するにきわめて振動も少く浦

足すべき結果が得られて↓､る．本船の舷側には200mm

x150mmの聯防舷材が坂付けられてあり，船首部特殊

防舷材取付部，曳船鈎順付部等は充分な補弧が施こされ
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従って，原動,『の經識生の比較は，次の項目によって行

うことになる．

1通鱒幽2．維時班および修理災3蚕木灼没

加a､利益b.減慨償却Cc保織4.燃料聾

従来の船舶用原動’fの運郷避のデーターは，入手し易

L､のであるが，原子力機關の遮縛斑は入手できないの

で，これら2つの原動ﾂrの運韓灘は同じものとして考え

る．この推定は，燃料の個辮こ，猿戯料の取扱に伴う特

別な費用が含まれるなら,ここでは大した問題となら画．

リアクター原動所

この論文において， リアク’一原動所と、､うのは，従

来の油焚きボイラと入れ替えた蒸氣發生装匠で，クアク

ダーとその附脇櫛聡を含めたものである．第1岡にその

概略を示す． リアクター内の原子核分裂により義生した

熱は， リアクターからクーランI､によって熱交換器まで

運ばれ，そこで蕪氣を鍵暦するのに使われる． リアクタ

ーは厚い隔壁で覆われ， リアクダー丙の核分裂によって

渡生する放卿罐から操縦者を防謹する． リアクグーは，

リアクター中心に制御賑を差込んで制御する．原子力原

動所における難鋪タービンは,従来の油焚原動所のもの
と全を同じものである

今までの研究によると，製一目的のためのリアクダー

で，同じ蒸氣状態印opsig乾飽和蒸氣を發生するもの

は，上記の推定価絡より約10％すなわち120蕊ポンド

タンカーにおける原子力應力の可能性

[AtomicsMar二1956p.97-p､99]

緒 言

アメリカにおb､て，タンカーに原子力を使用すること

について興味ある論文が發表されたこの問題の對象に

選んだタンカーは, 20,000SHP(走陶18ノ” 卜のもの

で，その推定の悩韮は，第1表に示す遡りである．ポaf

第 1 表

軸馬力（定裕） 20,000

經濟速力（ノブ I､） 18

鷺氣睡力(Jb/ingg) 600

〃温陸(｡F) 875

燃料消蛮量((lb/hr) 10,460

燃料發蕊殿(BTU/hr) 18,500

ポイラインブッ 1、 （百蕊BTU/hr) 194

ボイラ効率（％） 88

ポイラアウトフ・' 1、 （百龍BTU/hr) 171

ボイラ出力(M､W) 50

ラは, 600pSig,857｡F(過熱器出口）

の迩糟の形式のものでぁ･ろ．この船の

全船燃料消費愛は，總計10,460ポン

ドすなわち0.52Zb/SHP.hrである．

賊貨量は33)000トンで經濁生の解脈
は，次の推定に従って行った・

年間17,000マイルの航路を8航海
し・片荷航海として扱う貨物遼を

280,0001-ンとする．

航海時測は,7,5601"Hで,年間燃料

消溌途を232,000バーレルとする．

經濟性の解析におし､て，誤イラおよ

び鑛イラ用材嬢の価格を190,000:盾ン
ド(Oと推定した． この数字は『ア

メリカのC－4マリヅーー級貨物船の

4/hpと同じ数値を用いて算出したも
ので，高し､ように思われるが，本論文ので，高し､ように思われるが，本諭文

MA

，

W師ER

第1EI Atypical reactor plant

（2）安く送られるということを示している．また鴎上

のものの償格のうち約30％は，舶用の場合に必要とじ

な､､ものであるということも解っている．すなわちヤー

における償格としては妥潜である．タービン， コンデン

サ，軸，繼僅器等の便格は，ボイラを核クアククに瞳換
えた掛合においても鍵りないものと推定した

706



Fワーク，發掘，建物，保濡池等の作業は，蹄こは必要

としな↓、 ．

熟出力のちがうリアクターの侭絡を推定する場合，便

格ば，熱出力の0.6乘に比例するものとして推定され

る．この法則は．化學工業iこお↓､て，出力を函数として

設怖の価絡を推定するのに､卯られる．これと同じ法則

が，まだリアクター原動所について確立されてはb､ない

が， リアクターと化醍工場との間の類似性は，両者の侭

格が同じような価向をもって愛ってb,｡くことを示してい

る （鋪2岡）
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ofheatoutput

リアクター原動所が經濟的に優れているなら核燃料

による蒸氣發生の蛮用は．燃料油による喪用より安､､に

蓮､､ないU輯の年iHIDr麺を決めるためには，熱源と

してのリアクターの原動ｦ勧率を考慮に入れなければな

らない．強想計卯によると，榎原勤ﾂ『におけるボイラ出

力は，油終き原動，『のものより15～25形高くなる．変

際の出力は，濁聡に關述し，その背理は， コン.デンサの

容積，給刺k加熱の段数､給水温廃，タービン排氣損失等

､によって制限される．本文ではこれ等各頂について群細

に述べることができなしので，熱のlﾂf塑辻を内輪に25％

堀加するものと推定することにするこれによると, 50

MWの迩稚の誤イラの出力は, 62.5MWに珊加される

ことになる， （第3岡）榎原勤所は，隔壁を含めると恐

らく迩傍のボイラ原動ﾂfより重避は重くなるがしか

し．原動所と燃料の合計重遥iこつ､､て承ると，正味軍陣
は，原子力原動ﾌ『の方が少いであろう迩銃距離の長い

タンカーの場合，重避の輕減は，それだけ貨物の丑を多

くとれると、､う利益がある．

第4岡は，第1表の條件のダンカーの航海距離に對す
る燃料所要通の線圃で，この間でわかる通り，航海距離
8,500マイルの場合，燃料所郵士はJ 20001,ン以上にな

／
／ ASSUMEDONE－

WAYDIS私NCE
ASSUME［
WAYDIS

'

／
0 2 4 6 8 IO

CRUISINGRADIUSINTHOUSANDSOFNAUTICALMIIEE

第4MTankerfuelloadingversus
crUiSingdistance

る．原動所と燃料の合計重量が少くなることは，それだ

け積戦貨物鮭がふえるので，明らか腫經濟的に得をする

ということになる．この利益ば、距離の長い程多く，熾

料を余計に積む必要のある船ほどよ､､．

結 言

この論文では，陸上原子力原励所につ､､て公開されて

いる養掛によって原子力原動所の艘舶に使用されるこ

との可能性につb て述べ，新しいニネルギー源を運統距
離の長､､タンカーに噸河することにつし､てかなり詳細に
述べられている．そして最後に‘極力ほ，今すぐ稚來の
原動所にとってかわることはな､､であろうが， リアクタ
ー工學の進歩に伴って，この新しいニネルギー源は‘優
位な地位を占めることになるであろうと結んで1,る
〔参考〕

（1）著審W､E.Shoupp,R.L.WitZke44Nuclear
fWerP1antsforMarineTankerSenise,'
Apri1.1955.
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水槽試験資料67 船舶編集室

(M.S.116×M.P.96,M・S､117×M.P.971

－小型貨物船の模型試験一

今回の資料は長さ50米級の貨物船で方形肥fir係塑が

0,73蔵度の場合の試験成綴である．4型船は肥溶係數が

比較的小であるから，この程庭の値でも相溌肥型と象て

よいであろう.M.S.116は垂綱剛長さ53米の,M.S,117

は57米の変諾に鋤腰する5.5米および5.0米趣船で，

雨殻の主要貝は,M.P96および97の要目とともに，

変船の場合に換算して第1表に示す．前者ば5001.H・P．

×188R.P.M・の，後者は6501.H.P.x150R.P.M.の

ともに往鍾肋汽機の搭戦が溌走されたものである．正面

綱罰および船首尾形状間は熱1剛および第2I剛に示した

が，雨船とも船尾は巡洋艦型で，舵は反動型である．

試隙はM・S､116に濁しては滿赦および試迩鱒の2状

態につきMS.117に對しては滿戦,牛戦および識亜鱒

の3状態につきそれぞれ笈施された．その成績は第3岡

および第4間に示す．
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坐
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一
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鈴
天

ノ ノ ノ 瓜
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第1M M.S 116正面線画および船首尾形状I剛
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表第 1 表 要 目
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船舶局造船謀船鋼建造状況月報（31年6月）

(昭和31年6月末迄に報告のあったもの）(イ）錘エ 船

船所｜諾番|船 |起工年月日主’ 總噸数｜主 護｜用 途
理に
狸

１
１

藤永田迭船
三井船舶

石川島迭船

幸陽船菜
〃

來島船渠

名村遥船

三菱迭船，下關
〃

函館ドック

日立遥譜，因島
ﾉ11 時重工

三菱造船，長崎

〃 庇島
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大阪迭船
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〃
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三保法船
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2”
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6兇

237
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〃
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〃
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密
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〃
Ｄ
Ｔ
〃
Ｄ
〃
〃

4)700
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600

1j300

3,640

800

〃

8J200

6,600

5.200
f

17,600

7j150

6J600

500x4

15)000

8,100

1,100

1J250

1,200

貨物船
〃

〃

〃

〃

〃

〃

油槽船
〃

輪出船（貨）

ク （ 〃 ）

〃 （ 〃 ）

〃 （油）

〃 （貨）

〃 （ 〃）

〃 （踵運搬）

〃 （油）

〃 （貨）

〃 （油）

漁船（鮪）
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31 5. 11

31．6．27
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〃
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31 6. 1

〃
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迩
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船
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迩

マ
け
ャ

一
平
業

他50隻（500噸味滿)“元噸

合計 71隻 151,571總噸

響術艦

迭船所|製造番競注文者|排噸|主 磯｜型 式|起工年月日|備考
三菱迭船,長崎’ 1噸|防術庭| 370 I D | 2,000x21z型騒漕艇' 31.5.23 1

合計 1隻 370排水噸

(ロ）進水 船 (昭和31年6月末迄に報告のあったもの）

迭船庇|船番|船 名｜船 主|總噸数|主 機|用 途|進水年月日
三菱遥船，下關
日立鑑船，向島

川崎重工

岸上遥船

幸陽船渠

来島船渠
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日立鑑船，因島
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警備鑑

造船 〃『 ｜製造番號|鑑名｜注文者|排獅|主 機型式|進水年月日|姉考
|‘00‘鑑|防衞歴| 60 1DI 2000x2 1丙型躯謝卿3L6. 41東逵船1

合計 1隻 60排水噸

(ハ）竣エ 船 (昭和31年6月末迄に報告のあったもの）

造船所｜船番｜船 名船 主|總噸數|主 機 用 途竣工年月日
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－－グー一

以下図面につ↓､て認明すると，第1岡，第2画ま認索

の張カヤこよって扉を閉鎖させる例を示すものである．各

扉1は扉群の上部中央に設けられたスライデングロブド

3にチニーン2で更嬬され通常はスライヂングロッド3

の爪4がストプパー5によって支持されている14は

ステイデングロッド3と朧別鎧のラックでドラム11の

ピニオン13と噛合う． ドラム11にはロープ10が艦か

れその先端のう，ク7に曳索6が誕艤されるユ2ばド

ラム11のブレーキである．排泥時におL,てストッパー5

を外せば扉は開放されスライヂングロッド3はラック14

と無關係に鋸首側に移動し，スライヂング官ヅド3後端

の爪8がラツクユ4の對識に接詞する土運船が曳航さ

れてし､るときは曳索の張力ブレーキ12で保持されてし、

るが，排泥後におL､てブレーキ2を弛めれば曳索9の張

力によりドラ.ﾑ11は回鱒しピニオン13によりラ．ク14

が船尾側に移動するラック14が爪8を後退させるこ

とによりスライヂングロッド3は船尾側に移動し扉1ば

閉賦されるのである．

第3岡は曳索の張力によって扉を開放する例を示す．

霊鳶~~一診一…一一駕許解説 §6M
＄ 。”・大谷幸太郎M
礫＝勇窒＝窪＝＝急＝毒鍔:勗塞謬鐸盈霊鐸菖藏昌鼠豊圖鮒

曳船の曳索の張力を利用して扉の開閉歪行う土運船

（昭和31年特許出願公皆第4〕631銭， 出願人・發明者

職田雅彦）

泥土および扉の垂肚によって開かれる底昴を術えた土

蓮船においては排泥後の扉の閉蝋は人力によって行われ

るが，このような作業は相岱頃わしいものであった．ま

た排東される場合に放出されるエネルギーを空氣を睡繍

させることにより吸收し，これを閉扉時に矛堀する土迩

船では泥の粘潜力が大きい場合に閉扉に必要なエネルギ
ーを吸收させることが困難で服扉が不可能になるおそれ

があった・本發明は以上のような閉扉時または開扉時に
曳船の曳索の張力を利用し極めて能率的に作業を行おう
とするものである

排棄される泥土の位涯のエネ

ルギーにより筌氣を塵鋪しこ

の唾鏥室氣を閉扉時に利用す

るようにした土蓮諾では開扉

時にスライデングロ，ド3の

ストッパー5を外しても睡力

梢18内の強墜のため扉は容

易iこ開かなし．このような場

合曳索6をスライヂング画ブ

ド3､餓胤のフック7に懸けれ

ば曳索の張力によって扉ほ容

易に開放されるこの曳索の

張力は座力補18内の睡力の

釣合いの差だけを加えれぱよ

L,から曳船が小さく曳船速力

が小さくてもよ、、ものであ

る．
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船舶用逼電式防蝕装置

（昭和瓢年愛用新案出願公

告第4,125談，考案者・中

西啓一郎，出諏人・日立遥

船株式會祉）

從来船燈の腐蝕を防止する

ため推進識付近の船燈および

舵に蛾より甜才ン化傾向の大

第3図
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完全に防止することはできなかった．そして

防蝕効果を珊大するには亜鉛板の数通を燗す

以外には方法がなかった木考案装睡輔箙己
伽鋤を除去し綴れた防蝕効果を畢げようとす

るもので以下圖而につ↓､て説明する

糾耀，舵および推進器より商髄位に保つこ

とができる炭素陽極板1を絶諜板2を介し絶

線簡5，コ．ムワッシ･1･6,絶綴剛充龍紡7iこよ

り絶識したポル1，4で91罐3に装藩し，淡素

陽闘板1の一端に船舶内の直流泄源の陽睡側

に接識する導綴10を陽極板1の海11門を通

じ接談金具12を介して接談し，前記瀧11丙

に絶識物13を充斌したものであるこのよ

うな装姪にお↓､て髄源より炭素陽腫板1に確

流を通じ海水中に防蝕遡洗を流せば髄位差お

よび防蝉u流の弧弱の噸整は任意に行うこと

ができ極板の數蛍を珊加することなく船艦お
よび舵の防蝕を完全に行うことができる．更

タ

8 」『7 3

第 1 岡

第 2 岡

きい保護亜鉛を装着し海水中におし､て保護亜錆から船

瞳，舵および推進器に向う目然放f世現象による電流を生

じさせる方法が採用されてし､る．しかしこのような方法

では亜鉛板ではその能力に限度があり依然として部分的

に船騰より推進器に向う微弱な電流が残り船膿の腐蝕を

に陽極板1の砥位を推進器表面より商掘位に保つことが

できるから推進器表面の閥独を防止することができる．

また陽極板1は防蝕髄流によって海水中に藩解すること

なく班流消盟量も雌少です承經濟的なものである．

おける旋回試織においては本船船首の謎く旋回軌跡匪輕

30myこれが本船垂線間I長との比1.29とほとんどその場

旋回をなし,360産回頭に要せし畷H1は57.5秒であった

また陸岸曳統力試験におし､ては4/4全力においてテン

ションメーターによる木船曳抗力は10.5麺であり，2/4

全力においては6,6麺の兜抗力を示した．

さらに祇進,斜進零ド譜の操撒性能に開し種煮試験が

施行せられ，それぞれ本船の操縦性のきわめて良好なこ

とが確認せられた． （完）

（705頁よりつづく）

力試鹸，繊進試鹸，睦澤曳航力試験が施行せられ，それ

それ良好なる成績をおさめた．

速力試験糎おける本船単濁航走時の速力は定格出力に

おいて10.08節を得，また認全力にて航走中後進を發令

し本船停止迄に要せる嶬間lは18秒，§i鮭距難は4.3nl

に止まった旋回力試験においては,謁全力姉と中旋回

ハンド､ﾉﾚ操作量30藍におし､て，旋回悶直錘49m,これ

が本船垂線間長との比は2.ｴ0であり，また船艦停止時に

第12次中型貨物船適格船（追加） 31年7月8日付

期一
造船所|船主|用途|船種|船型IGT, IDwl主擬馬力速力(節) |邇至T謹一宋1竣工
名村東京郵船

呉 ‘東和汽船

迩談最大
13．5

12．5

INK 遮浪甲板型
（オーフ・ン）

lNK三島型
4j0501 7,900ID.

3,2701 5,'501D ’
3'300

2J000

貨
〃

31-11 1 32-3

131－1Ⅱ 32-】

７
３

－
－
２
２

３
３

購讃料

1冊ユ50圓（鐙8回）

半年（前金識約） 800回
1年（ 〃 ）1,50.聞

半年および1年の直接前金溌約
購讃の方にかぎり特別競等特侭
の場合も差額を頂戴いたしませ
ん

船 舶 第29巻第8識 隠継鋪憾勝行
發行所 天 然誠

東京都文京哩向岡彌生町3
蹴話小石川（92）2284
振替東京79562番

霊行人 田岡健一

印刷人研修舍
一
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天然社・海事工學図書

小糠恒浩譜A5上製260gg20H(¥0R)
寅用 航 海 術

小野寺道敏薪A5上製340頁500円（送50円）

気 象 と 海 難
山縣昌夫箸B5上製350頁850円（送50円）

船 型 学（推進篇）
山縣畠夫蕃B5上製図表別冊700円(送50円）

船 型 学（抵抗篇）
上野喜一郎菩A5上型280頁380円（送50円）

船の歴史才1巻古代中世篇
上野喜一郎箸A5上製300]X420円（送50円）

船の歴史矛2巻近代篇
米國造舶造機学会編米原令敏訳各B5上製

船用機関工学(第1分冊)650円(送50円）
〃

（第2分冊)520円(送50円）
〃

（第3分冊)700Fl(送50円）
〃

（第・4分冊)800FJ(送5019)
〃

（第5分拙)900IJj(送50円）

船舶局盗材課監修B5上製400頁65019(:送50H)

船 舶 の 資 材
茂在寅男著B6上製210頁280円（送40FJ)

解説 「し－ダ－」
橘本・森共著A5上型200頁300円（送40円）

船 舶 積 荷
小野暢三箸A5_lﾆ製ユ70頁250円（送40IJI)

舶用聯動汽機
矢崎信之薯B6上製300頁250H(送40FI)

舶用機関史話
渡辺加藤一薯A5上製200頁280円（送40円）

荒 天 航 泊 法
小谷・南・飯田共著A5上製340頁45019(送50円）

機 関 士 必 携
依田啓二箸A5上製400頁450円（送50円）

船 舶 運 用 学
小谷信市著A5上製300頁350円（送50円）

舶 用 補 機
高木淳著A5上製240頁300円（送50円）

初等船舶算法
中谷勝紀著A5上製320頁350円（送50円）

舶用ヂーゼル機關
中谷勝紀著A5L製200頁250H(送40R)

舶用曉玉機関

鞠谷宏士著A5上製ユ60頁300円（送30円）

船舶の構造及び設備属具
上坂太郎薪A5上製160頁280円（送30円）

沿 岸 航 法
横田利雄藩A5上製140N230円（送30円）

航 海 法 規
鞠谷宏士藩A5上製130頁220IIj (送30円）

船の保存整備
波多野浩群A5上型850頁700円(&50pJ)

航 海 計 器第1巻
依田啓二将A5上製280頁380円〈送50円）

新海上衝突予防法概要
浅井･上坂共薪A5上製290頁480円（送50円）

地 文 航 法
天然社縄B5上製8ポ2段組200頁500n(z50pJ)

船 用 品 便 覧
造船協会鋼船工作研究委員会編

A5州アート220H(折込11枚)450IIj(E50円）

船の熔接工作法
福.永彦又著A5上製240H400nJ (z50円）

海 図 の 見 方
浅井･豊田共曹A5上製280頁450KI (邊50I]J)

天 文 航 法
鮫島通人著A5編入250頁450阿(E50n)

船 位 誤 差 論
宇田道I餓普A5上型30XI5001u(送501u)

海 洋 気 象 学
和達・畠山．描井捺修A5450頁12001'1 (送50H)

＝

象 瀞 曲孤 ダ､

中谷勝紀著A5鮪入230頁500円（送50円）

舶用ヂーゼル機関の解説
上野喜一郎藩A5籟入630頁850円（送50円）

船舶安全法規
天然社編B5上型220頁450円（送50円）

船舶の嶌眞と要目才2集(ﾕ953年版）
天然社編B5上型230|頁650円（送50円）

船舶の嶌眞と要目才3集(1955年版）

上田熊次郎箸A5上製(折込7ik)500円(送50円）

舶用電気設備
造船協会魑気熔接研究委員会編

A5判総アート200貞360円（送40円）

船の熔接設計要覧

’
天然 祗東京都文京区向ケ岡弥生町三 振替東京79562番
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・油中のOか迄の極微粒子の完奈

嘘過

・脱酸.脱水による性能の向上

･温度の高低自由‘

・ケークの排出迅速
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飲料水の無菌流過(カタログ進呈）

ミウラ化学装置株式会耐
火京部目黒区下目黒3の543 遜話大崎(49)0 6 'i U
大I攻市住吉瞳帝塚山東2の17 地誌大阪（67）0251～2

弊jiあるﾔ､は･…･代理店を通じて御照会下さし、
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＄妃鍬計によ リ記錐 ‘ヴ能

4 針圧 1 グ ラ ム 以 下

5 使用冠源100鑑ル1･50叉は60サイクル60ワット
Ｉ’

本は邇潅宙工業技術院の他”研究試験棚助金により，工裁技術
院機械試聡所と･1#岡研究Iこ』･って完成Lたものでありまず。

可ツズ測定器株式会職
東京都中央区越前湖1の3祗話築地(55)5042｡4787-8."89

I

最高の技術を誇る
い

一ー‐

船離
新造･修理

1

I

創立 1853 I

・スフーィームタービン

●ガス タ－ビン

・スーパーチヤージヤー

・舳川杵祁袖機
･陸舶川 71f イ ラ

･産業機械一般

ー

－

互業株式會祗l1島重
代表坂締役社長土光敏夫

瞥樂所東京都中央区日本栂通り3ノ2睡話東京27局6171－9
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本機は我国最初の測定機
にして航行中の舶用プロ
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測定、監覗する遠隔指示
電気式l･ルクメーターで
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鯉 特長

1.船の動揺に対てし油の潤滑系路を
塒に考慮してあります。

2.z極めて振動が少な､､。
3.部品の互換性。
4向動葬避調整装置の完備。
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